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特長

高精度：EN 50470-1、EN 50470-3、IEC 62053-21、 
IEC 62053-22、IEC 62053-23 規格に対応  

3 相／3 線式、3 相／4 線式（デルタ結線または WYE 結線） 
電力量計、その他の 3 相方式と互換  

各相およびシステム全体に、総合（基本波および高調波）

有効／無効／皮相電力量と基本波有効／無効電力量を供給

1000:1 のダイナミック・レンジで、有効／無効電力量の計測 
誤差が 0.1%（代表値）（TA = 25℃）  

3000:1 のダイナミック・レンジで、有効／無効電力量の計測 
誤差が 0.2 パーセント（代表値）（TA = 25℃）  

平均実効値測定値が低リップル実効値レジスタで利用可能

電流トランスおよび di/dt 電流センサーに対応  
中性電流入力専用 ADC チャンネル  
3 相全ての相電流の合計の実効値を計算して中性電流推定値を

測定

1000:1 のダイナミック・レンジで、電圧／電流実効値の誤差が

0.1%（代表値）（TA = 25℃） 
サンプリングされた波形データを 3 相全てと中性電流で供給

総合および基本波有効／無効電力、ならびに皮相電力に対して

無負荷閾値を選択可能

タンパ防止検知のための高精度な低電力バッテリ・モード相電

流モニタリング

中性なし動作でのバッテリ電源入力

電流／電圧チャンネルにおける位相角測定

キャリブレーション周波数（CF）出力が LED と光アイソレータ

を直接駆動

リファレンス：1.2V（ドリフト：±5ppm/℃（代表値））、

外部オーバードライブ機能付き

3.3V 単電源  
鉛フリー、40 ピンの LFCSP（リード・フレーム・チップ・ 
スケール・パッケージ）

動作温度：−40ºC～+85ºC  
柔軟性のある I2C、SPI、HSDC シリアル・インターフェース 

概要

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、シリアル・イ

ンターフェースと柔軟性のある 3 つのパルス出力を備えた高精

度の 3 相電力量計測 IC です。これらのデバイスには、二次 Σ-Δ
A/D コンバータ（ADC）、デジタル積分器、基準回路、および

総合（基本波と高調波）有効／無効電力量（ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A）および皮相電力量の計測と実効値計算

の実行に必要な全ての信号処理を内蔵しています。

ADE7878A は、基本波のみの有効／無効電力量の計測と実効値

計算も実行できます。固定機能を備えたデジタル・シグナル・

プロセッサ（DSP）が信号処理を実行します。DSP プログラム

は内部 ROM メモリに格納されています。  

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、3 線と 4 線の

（WYE 結線やデルタ結線方式のような）様々な 3 相構成の有効／

無効／皮相電力量を計測できます。8kHz ごとに更新される通常の

実効値測定とは別に、これらのデバイスは、内部で平均化され、

1.024 秒ごとに更新される低リップル実効値を測定します。デバイ

スは、各相のシステム・キャリブレーション機能、すなわち実効

値オフセット補正、位相キャリブレーションおよびゲイン・キャ

リブレーションを実行します。 

CF1、CF2およびCF3ロジック出力は、広範囲の電力情報を提供

します。4 つのデバイスは全て、総合有効電力と皮相電力を計

測し、また、電流実効値の合計を計算します。ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A は総合無効電力にも対応します。一方、

ADE7878A は基本波有効電力と無効電力に対応します。  

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878Aは、全ての ADC出

力へのアクセスを可能にする波形サンプリング・レジスタを備

えています。これらのデバイスはまた、短時間の低電圧または

高電圧検出、短時間の高電流変動、ライン電圧周期の測定、相

電圧と相電流間の位相角などの電力品質測定機能を内蔵してい

ます。

SPI（シリアル・ペリフェラル・インターフェース）と I2C の 2 つ

のシリアル・インターフェースは、これらのデバイスと通信で

きます。専用の高速インターフェースである高速データ・キャ

プチャ（HSDC）ポートを I2Cと併用すると、ADC出力およびリ

アルタイム電力情報にアクセスできます。

デバイスには、有効な割込みイベントが発生したことを示すた

めに、 IRQ0と IRQ1の 2 つの割込み要求ピンがあります。

ADE7868A/ADE7878A は、特別に設計された 3 つの低電力モー

ドにより、ADE7868A/ADE7878A がタンパ状態でも、電力量積

算を継続的に実行できます。

表 1 に、各デバイスとその機能を示します。これらのデバイス

は、鉛フリー、40 ピンの LFCSP パッケージで提供されます。 

表 1. デバイスの比較 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

https://www.analog.com/jp/products/ade7854a.html
https://www.analog.com/jp/products/ade7858a.html
https://www.analog.com/jp/products/ade7868a.html
https://www.analog.com/jp/products/ade7878a.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/ade7854a_7858a_7868a_7878a.pdf
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機能ブロック図

図 1. ADE7854A の機能ブロック図 
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図 2. ADE7858A の機能ブロック図 
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図 3. ADE7868A の機能ブロック図 
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図 4. ADE7878A の機能ブロック図 
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仕様
特に指定のない限り、VDD = 3.3V ± 10%、AGND = DGND = 0V、内蔵リファレンス、CLKIN = 16.384MHz、TMIN～TMAX = −40ºC～+85ºC、
TTYP = 25°C。 

表 2. 
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1 代表的な性能特性のセクションを参照してください。
2 パラメータの定義については、用語の定義のセクションを参照してください。 
3 デュアル機能のピン名は、関連する機能のみが言及されることに注意してください（完全なピン記号と説明については、ピン配置およびピン機能の説明の

セクションを参照）。
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タイミング特性

VDD = 3.3V ± 10%、AGND = DGND = 0V、内蔵リファレンス、CLKIN = 16.384MHz、TMIN～TMAX = −40ºC～+85ºC。タイミング・テーブル

と図では、デュアル機能のピン名は、関連する機能のみが言及されることに注意してください（完全なピン記号と説明については、ピン

配置およびピン機能の説明のセクションを参照）。

I2C インターフェースのタイミング 
表 3. 

1 N/A は該当なしを意味します。 

図 5. I2C インターフェースのタイミング 
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SPI インターフェースのタイミング 
表 4. 

1 設計により確保されています。 

図 6. SPI インターフェースのタイミング 
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HSDC インターフェースのタイミング 
表 5. 

図 7. HSDC インターフェースのタイミング 

タイミング仕様評価用の負荷回路

図 8. タイミング仕様評価用の負荷回路 
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絶対最大定格
特に指定のない限り、TA = 25ºC。 

表 6. 絶対最大定格 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えると、デバイスに

恒久的な損傷を与えることがあります。この規定はストレス定

格のみを指定するものであり、この仕様の動作のセクションに

記載する規定値以上でのデバイス動作を定めたものではありま

せん。デバイスを長時間にわたり絶対最大定格状態に置くと、

デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。

熱抵抗

θJAは 29.3°C/W に、θJCは 1.8°C/W に仕様指定されています。 

表 7. 熱抵抗 

ESD に関する注意 

ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 

電荷を帯びたデバイスや回路ボードは、検知されない

まま放電することがあります。本製品は当社独自の特

許技術であるESD保護回路を内蔵してはいますが、デ

バイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、損傷

を生じる可能性があります。したがって、性能劣化や

機能低下を防止するため、ESD に対する適切な予防措

置を講じることをお勧めします。
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ピン配置およびピン機能の説明

図 9. ピン配置 

表 8. ピン機能の説明 
ピン番号 記号 説明 
1, 10, 11, 21, 
30, 31, 40 

NC 接続なし。これらのピンは内部では接続されていません。これらのピンは接地することを推奨します。 

2 PM0 電力モード・ピン 0。PM0 および PM1 ピンは、ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A の電力モードを指定しま

す（表 9 参照）。 
3 PM1 電力モード・ピン 1。PM1 および PM0 ピンは、ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A の電源モードを指定しま

す（表 9 参照）。 
4 RESET リセット入力、アクティブ・ロー。PSM0 モードでは、このピンは少なくとも 10 マイクロ秒の間、ローのままにして、ハー

ドウェア・リセットをトリガする必要があります。 
5 DVDD デジタル低ドロップアウト（LDO）レギュレータの 2.5V 出力。このピンは、4.7µF のコンデンサと 220nF のセラミック・コ

ンデンサを並列に接続してデカップリングします。このピンには外部の能動回路を接続しないでください。 
6 DGND デジタル回路のグラウンド・リファレンス。 
7, 8 IAP, IAN アナログ入力、電流チャンネル A。電流チャンネル A は電流変換器で使用されます。IAP（正）入力と IAN（負）入力は、最

大差動レベルが±0.5V ピークの完全差動電圧入力です。チャンネル A には内部 PGA もあり、チャンネル B とチャンネル C
で使用される PGA と同じ値に設定されています。 

9, 12 IBP, IBN アナログ入力、電流チャンネル B。電流チャンネル B は電流変換器で使用されます。IBP（正）入力と IBN（負）入力は、最

大差動レベルが±0.5V ピークの完全差動電圧入力です。チャンネル B には内部 PGA もあり、チャンネル A とチャンネル C
で使用される PGA と同じ値に設定されています。 

13, 14 ICP, ICN アナログ入力、電流チャンネル C。電流チャンネル C は電流変換器で使用されます。ICP（正）入力と ICN（負）入力は、最

大差動レベルが±0.5V ピークの完全差動電圧入力です。チャンネル C には内部 PGA もあり、チャンネル A とチャンネル B
で使用される PGA と同じ値に設定されています。 

15, 16 INP, INN アナログ入力、中性電流チャンネル N。電流チャンネル N は電流変換器で使用されます。INP（正）入力と INN（負）入力

は、最大差動レベルが±0.5V ピークの完全差動電圧入力です。チャンネル N には、チャンネル A、チャンネル B、および

チャンネル C で使用される PGA とは別の内部 PGA もあります。中性電流チャンネルは、ADE7868A と ADE7878A でのみ

使用できます。ADE7854A と ADE7858A では、INP ピンと INN ピンを AGND に接続します。 
17 REFIN/OUT REFIN/OUTピンは、チップ内蔵電圧リファレンスにアクセスできます。内蔵リファレンスの公称値は 1.2V です。1.2V±8%の

外部リファレンス源もこのピンに接続できます。いずれの場合も、4.7µF のコンデンサと 100nF のセラミック・コンデンサ

を並列に接続して、REFIN/OUTを AGND にデカップリングします。リセットすると、内蔵リファレンスが有効になります。 
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ピン番号 記号 説明 
18, 19, 22, 23 VN, VCP, 

VBP, VAP 
アナログ入力、電圧チャンネル。これらのチャンネルは、電圧変換器で使用されます。VN、VCP、VBP および VAP 入力

は、指定された動作の VN に対して最大信号レベルが±0.5V ピークのシングルエンド電圧入力です。各電圧チャンネルには内

部 PGA もあります。 
20 REF_GND グラウンド・リファレンス、内部電圧リファレンス。REF_GND をアナログ・グランド・プレーンに接続します。 
24 AVDD アナログ低ドロップアウト（LDO）レギュレータの 2.5V 出力。このピンは、4.7µF のコンデンサと 220nF のセラミック・コ

ンデンサを並列に接続してデカップリングします。このピンには外部の能動回路を接続しないでください。 
25 AGND アナログ回路のグラウンド・リファレンス。AGND を、アナログ・グランド・プレーンまたはシステム内の最も静的なグラ

ウンド・リファレンスに接続します。アンチエイリアシング・フィルタ、電流変換器、電圧変換器などの全てのアナログ回

路には、この静的なグラウンド・リファレンスを使用してください。 
26 VDD 電源電圧。VDD ピンは電源電圧を供給します。PSM0（通常電源）モードでは、電源電圧を 3.3V±10%に保持して、仕様規

定されている動作をさせます。PSM1（省電力）モード、PSM2（低電力）モード、および PSM3（スリープ）モードでは、

ADE7868A または ADE7878A がバッテリから給電される場合、電源電圧を 2.8V～3.7V に保持します。VDD は、10µF コン

デンサと 100nF のセラミック・コンデンサと並列に接続して、AGND にデカップリングします。ADE7858A と ADE7854A
で使用可能な電力モードは、PSM0 および PSM3 モードのみです。 

27 CLKIN マスタ・クロック。このロジック入力には外部クロックを入力できます。あるいは、水晶振動子を CLKIN および CLKOUT
ピンにわたって接続して、ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A または ADE7878A にクロック源を提供できます。仕様規定

されている動作のクロック周波数は 16.384MHz です。適切な水晶振動子の選択の詳細については、水晶発振回路のセクショ

ンを参照してください。 
28 CLKOUT 水晶振動子出力。水晶振動子を CLKIN および CLKOUT ピンにわたって接続して、ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A ま

たは ADE7878A にクロック源を提供できます。仕様規定されている動作のクロック周波数は 16.384MHz です。適切な水晶

振動子の選択の詳細については、水晶発振回路のセクションを参照してください。 
29, 32 IRQ0, IRQ1 割込み要求出力。これらのピンはアクティブ・ローのロジック出力です。割込みをトリガするイベントの詳細については、

割込みのセクションを参照してください。 
33, 34, 35 CF1, CF2, 

CF3/HSCLK 
HSDC ポートのキャリブレーション周波数ロジック出力／シリアル・クロック出力。CF1、CF2 および CF3/HSCLK 出力

は、CFMODE レジスタの CF1SEL[2:0]、CF2SEL[2:0]、および CF3SEL[2:0]ビットに基づいて電力情報を提供します。これ

らの出力は動作およびキャリブレーションに使用します。フルスケール出力周波数は、CF1DEN、CF2DEN および CF3DEN
レジスタへの書込みによってスケーリングします（電力量／周波数変換のセクションを参照）。CF3 は HSCLK とマルチプ

レックスされています。 
36 SCLK/SCL SPI ポートのシリアル・クロック入力／I2C ポートのシリアル・クロック入力。全てのシリアル・データ転送は、このクロッ

クに同期します（シリアル・インターフェースのセクションを参照）。SCLK/SCL ピンにはシュミット・トリガ入力があ

り、光アイソレータ出力などのエッジ遷移時間が長いクロック源に使用します。 
37 MISO/HSD SPI ポートのデータ出力／HSDC ポートのデータ出力。 
38 MOSI/SDA SPI ポートのデータ入力／I2C ポートのデータ入出力。 
39 SS/HSA SPI ポートのスレーブ選択／HSDC ポート・アクティブ。 

EP 露出パッド。露出パッド下のプリント回路基板（PCB）上に、同様のパッドを作成します。露出パッドを PCB のパッドに半

田付けして、パッケージに機械的強度を与えます。このパッドを AGND と DGND に接続します。 
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代表的な性能特性

図 10. 示度のパーセンテージで表した総合有効電力量の誤差 
（ゲイン = +1、力率 = 1）とフルスケール電流のパーセンテージ

の関係（温度別、内部リファレンスを使用、積分器をオフ）

図 11. 示度のパーセンテージで表した総合有効電力量の誤差 
（ゲイン = +1）とライン周波数の関係 

（力率別、内部リファレンスを使用、積分器をオフ）

図 12. 示度のパーセンテージで表した総合有効電力量の誤差 
（ゲイン = +1、力率 = 1）とフルスケール電流のパーセンテージ

の関係（電源電圧別、内部リファレンスを使用、積分器をオフ）

図 13. 示度のパーセンテージで表した総合有効電力量の誤差 
（ゲイン = +16、力率 = 1）とフルスケール電流のパーセンテー

ジの関係（温度別、内部リファレンスを使用、積分器をオン）

図 14. 示度のパーセンテージで表した総合無効電力量の誤差 
（ゲイン = +1、力率 = 0）とフルスケール電流のパーセンテージ

の関係（温度別、内部リファレンスを使用、積分器をオフ）

図 15. 示度のパーセンテージで表した総合無効電力量の誤差 
（ゲイン = +1）とライン周波数の関係 

（力率別、内部リファレンスを使用、積分器をオフ）
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図 16. 示度のパーセンテージで表した総合無効電力量の誤差 
（ゲイン = +1、力率 = 0）とフルスケール電流のパーセンテージ

の関係（電源電圧別、内部リファレンスを使用、積分器をオフ）

図 17. 示度のパーセンテージで表した総合無効電力量の誤差 
（ゲイン = +16、力率 = 0）とフルスケール電流のパーセンテー

ジの関係（温度別、内部リファレンスを使用、積分器をオン）

図 18. 示度のパーセンテージで表した基本波有効電力量の誤差

（ゲイン = +1）とライン周波数の関係 
（力率別、内部リファレンスを使用、積分器をオフ）

図 19. 示度のパーセンテージで表した基本波有効電力量誤差 
（ゲイン = +16、力率 = 1）とフルスケール電流のパーセンテー

ジの関係（温度別、内部リファレンスを使用、積分器をオン）

図 20. 示度のパーセンテージで表した基本波無効電力量誤差 
（ゲイン = +1）とライン周波数の関係（力率別、内部リファレ

ンスを使用、積分器をオフ）

図 21. 示度のパーセンテージで表した基本波無効電力量誤差 
（ゲイン = +16）とフルスケール電流のパーセンテージの関係

（温度別、内部リファレンスを使用、積分器をオン）
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図 22. 示度のパーセンテージで表した電流実効値の誤差 
（ゲイン = +1、力率 = 1）とフルスケール電流のパーセンテージ

の関係（温度別、内部リファレンスを使用、積分器をオフ）
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テスト回路
図 23 では、PM1 ピンと PM0 ピンが内部で VDD にプル・アップされています。マイクロコントローラを用いてピン値をプログラム的に

変更することにより、動作モードを選択します（パワー・マネージメントのセクションを参照）。

図 23. テスト回路 



データシート ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A 

Rev. D － 21/96 － 

用語の定義

計測誤差 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A による電力量計測に

関連する誤差は、以下のように定義されます。

ここで、Device は ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A または

ADE7878A を表します。 

電源電圧変動除去比（PSR） 
PSR は、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の計測誤差

を、電源が変動したときの示度のパーセンテージとして定量化し

たものです。交流 PSR 測定では、公称電源電圧（3.3V）での示度

を取得します。交流信号（基本波周波数の 2 倍で 120mV rms）が

電源に入力されると、同じ入力信号レベルで別の示度が得られま

す。この交流信号によって導入される誤差は、示度のパーセン

テージとして表されます。

直流 PSR 測定では、公称電源電圧（3.3V）での示度を取得します。

電源を±10%変化させると、同じ入力信号レベルで別の示度が得ら

れます。導入された誤差は、示度のパーセンテージとして表され

ます。

ADC オフセット 
ADC オフセットは、ADC へのアナログ入力に関連する直流オフ

セットを指します。これは、アナログ入力が AGND に接続されて

いる場合でも、ADC は直流アナログ入力信号を認識することを意

味します。オフセットの大きさは、ゲインおよび入力レンジの選

択によって異なります。ハイパス・フィルタ（HPF）は、電流

チャンネルと電圧チャンネルからオフセットを除去します。した

がって、電力計算はこのオフセットの影響を受けません。

ゲイン誤差 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878AのADCにおけるゲイ

ン誤差は、ADC 出力コード測定値（オフセットを差し引いた値）

と出力コード理想値の差として定義されます（電流チャンネルの

ADC および電圧チャンネルの ADC のセクションを参照）。この

差はコード理想値のパーセンテージとして表されます。

CF ジッタ 
CF1、CF2 または CF3/HSCLK ピンのいずれかのパルスの周期を連

続的に測定します。4 つの連続するパルスの最大値、最小値、平

均値は、次式で計算されます。

CF ジッタは次式で計算されます。 

S/N 比（SNR） 
SNR は、実際の入力信号の実効値と、高調波および直流を除く

2kHz 未満の他の全スペクトル成分の実効値を合計した値との比で

す。入力信号には基本波成分のみが含まれています。スペクトル

成分は、2 秒の時間枠にわたって計算されます。S/N 比の単位はデ

シベル（dB）です。

信号／ノイズ + 歪み（SINAD）比 
SINAD は、実際の入力信号の実効値と、高調波を含むが直流を除

く 2kHz未満の他の全スペクトル成分の実効値を合計した値との比

です。入力信号には基本波成分のみが含まれています。スペクト

ル成分は、2 秒の時間枠にわたって計算されます。SINAD の単位

はデシベル（dB）です。
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パワー・マネージメント
ADE7868A/ADE7878A には 4 つの動作モードがあり、ADE7854A/ 
ADE7858A には 2 つの動作モードがあります。動作モードは、

PM0 ピンと PM1 ピンの状態によって決まります（表 9 参照）。 

表 9. 電源モード 

1 ADE7868A と ADE7878A でのみ使用できます。 

PM1およびPM0ピンは、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A
の動作を制御します。これらのピンは、外部マイクロプロセッサ

の入力／出力に容易に接続されます。PM1および PM0ピンにはプル

アップ抵抗が内蔵されているため、 ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A はデフォルトでスリープ・モードになってい

ます。新しい電力モードの設定前後に実行する推奨処置について

は、表 11 と表 12 を参照してください。 

PSM0 通常電力モード（全てのデバイス） 
PSM0 通常電力モード（PSM0 モード）では、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A は完全に機能します。PSM0 モードに入るに

は、PM1 ピンをローに設定し、PM0 ピンをハイに設定します。デ

バイスが PSM1、PSM2 または PSM3 モードにあり、PSM0 モード

に切り替わると、閾値レジスタ、LPOILVL（PSM2 モードで使

用）、およびCONFIG2レジスタを除き、全ての制御レジスタがデ

フォルト値に戻ります。これらのレジスタは、プログラムされた

値を保持します。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、IRQ1割込みピン

をローに駆動し、STATUS1 レジスタのビット 15（RSTDONE）を

1 に設定することによって、パワーアップ手順の完了を告げます。

ビット 15 は、パワーアップ・シーケンス中に 0 にクリアされ、

チップが PSM0モードに入ると 1に設定されます。RSTDONEビッ

トを 1に設定して STATUS1レジスタに書き込むと、ステータス・

ビットがクリアされ、IRQ1ピンがハイに戻ります。

割込みマスク・レジスタのビット 15（RSTDONE）には機能がな

いため、RSTDONE 割込みをマスクすることはできません。 

PSM1 省電力モード（ADE7868A と ADE7878A
のみ）

PSM1 省電力モード（PSM1 モード）は、ADE7868A と ADE7878A
でのみ使用できます。PSM1 モードでは、ADE7868A/ADE7878A
は、三相電流の平均絶対値（MAV）を測定し、その結果を20ビット

の AIMAV、BIMAV および CIMAV レジスタに格納します。PSM1
モードは、外部バッテリが ADE7868A または ADE7878A に電圧源

を供給する中性なしの場合に役立ちます。

I2C または SPI シリアル・ポートは、PSM1 モードで有効になって

おり、AIMAV、BIMAVおよびCIMAVレジスタの読出しに使用で

きます。他のレジスタの値は、PSM1 モードでは保証されないた

め、それらのレジスタを読み込まないでください。同様に、

PSM1 モードでの書込み動作は、ADE7868A/ADE7878A によって

無視されます。PSM1 モードでは、AIMAV、BIMAV および

CIMAV 以外のレジスタにアクセスしないでください。xIMAV レ

ジスタの詳細については、電流平均絶対値の計算—ADE7868A と

ADE7878A のみのセクションを参照してください。  

実効値の推定値を測定する回路は、PSM0 モード中にも有効であ

り、したがって、この回路のキャリブレーションは、PSM0 モー

ドまたは PSM1 モードのいずれかで行うことができます。

ADE7868A と ADE7878A は、キャリブレーション・プロセスから

生じる補正を記憶または処理するためのレジスタを提供しないこ

とに注意してください。外部マイクロプロセッサは、これらの測

定からのゲイン値を記憶し、PSM1 モード中にそれらを使用しま

す。

PSM1 モードで完了した 20 ビット平均絶対値測定は、PSM0 モー

ドで使用できます。ただし、MAV 値は、PSM0 モードでのみ実行

され、xIRMS および xVRMS の 24 ビット・レジスタに格納される

相電流および相電圧の実効値測定値とは異なります。詳細につい

ては、電流平均絶対値の計算—ADE7868AとADE7878Aのみのセク

ションを参照してください。

ADE7868A/ADE7878A が、PSM0 モード用の構成のときに PSM1
モードに設定された場合、デバイスはすぐに平均絶対値計算を開

始します。xIMAV レジスタはいつでもアクセス可能ですが、

ADE7878A または ADE7868A が、PSM2 または PSM3 モード用の

構成のときに PSM1 モードに設定された場合、ADE7868A/
ADE7878A は、IRQ1ピンをローに駆動することによって、平均絶

対値計算の開始を告げます。xIMAV レジスタは、IRQ1ピンが

ローになった後にのみアクセスできます。

PSM2 低電力モード（ADE7868A と ADE7878A
のみ）

PSM2 低電力モード（PSM2 モード）は、ADE7868A と ADE7878A
でのみ使用できます。PSM2 モードは、電圧入力がなく、外部

バッテリが ADE7868A/ADE7878A に電圧源を供給する場合に、電

流の監視に必要な消費電力を削減します。

PSM2 モードは、全ての相電流を監視し、それらをプログラム可

能な閾値と比較することによって、中性なしのタンパ状態を検出

します。いずれかの相電流がプログラム可能な期間にわたってプ

ログラム可能な閾値を超えた場合、デバイスは、タンパ攻撃が発

生したと想定します。全ての電流がプログラム可能な閾値より低

いままの場合は、タンパ攻撃は発生せず、停電が発生するだけで

す。

中性なしのタンパ状態が発生すると、外部マイクロプロセッサは、

ADE7868A/ADE7878A を PSM1 モードに設定し、相電流の平均絶

対値を測定し、これらの値および公称電圧に基づいて電力量を積

分します。このモードでは、I2C または SPI ポートは機能しません。 
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PGA1 ゲインが 1 または 2 の場合は、ADE7868A/ADE7878A を

PSM2 モードで使用することを推奨します。PGA1 は、電流チャン

ネル・データ経路のゲインを表します。PGA1 ゲインが 4、8 また

は 16の場合は、ADE7868Aまたは ADE7878Aを PSM2モードで使

用しないでください。

2 つの PSM2 動作モード、PSM2 割込みモードと PSM2 IRQ1専用

モードが使用可能です。PSM2 割込みモードはデフォルト・モー

ドです。外部タイマーの使用が可能な場合は、PSM2 IRQ1専用

モードを使用してください。

PSM2 レベル閾値の比較は、ピーク検出方法に基づいています。

ピーク検出回路は、正の端子電流チャンネル入力、IAP、IBP および

ICPに基づいた比較を行います（図24参照）。差動入力が電流チャ

ンネルに印加される場合、図 24 は、各電流入力 IxPおよび IxNと、

正味の差動電流 IxP − IxNにおける差動逆位相信号を示します。

図 24. PSM2 低電力モードのピーク検出 

PSM2 割込みモード（デフォルト） 
PSM2 割込みモードでは、ADE7868A/ADE7878A は、プログラム

可能な期間に、全ての相電流をプログラム可能な閾値と比較しま

す。この間、1 つの相電流が閾値を超えると、カウンタ値がイン

クリメントされます。測定期間の終了時に、1 つの位相カウンタ

が LPLINE[4:0] + 1以上の場合、IRQ1ピンはローにプル・ダウンさ

れます。測定期間の終了時に、全ての位相カウンタが

LPLINE[4:0] + 1 より小さいままの場合、IRQ0ピンはローにプル・

ダウンされます。

このように、IRQ0ピンとIRQ1ピンの組み合わせを用いて、次のよ

うに測定結果が決定されます。

• IRQ0ピンはローにプル・ダウン：タンパは検出されませんでし

た。測定期間の終了時に、IRQ0ピンがローにプル・ダウンされ

ると、全ての相電流が定義された閾値より低く、したがってシ

ステムに電流が流れないことを示します。この場合、デバイス

はタンパ状態を検出しません。外部マイクロプロセッサは、

ADE7868A/ADE7878A を PSM3 スリープ・モードに設定します。

• IRQ1がローにプル・ダウン：中性なしのタンパ状態が検出され

ました。測定期間の終了時に、IRQ1ピンがローにプル・ダウン

されると、ADE7868A/ADE7878A ピンに電圧がかかっていなく

ても、少なくとも 1 つの電流入力が定義された閾値を超え、シ

ステムに電流が流れていることを示します。この状態は、中性

なしのタンパ状態の発生を示します。この時点で、外部マイク

ロプロセッサは、ADE7868A/ADE7878A を PSM1 モードに設定

し、相電流の平均絶対値を測定し、これらの値および公称電圧

に基づいて電力量を積分します。

測定期間の設定 

測定期間は、LPOILVL レジスタ（アドレス 0xEC00）のビット[7:3]
（LPLINE[4:0]）で定義されます。測定期間はライン周波数に依存

せず、次式で定義されます：

閾値の設定 

閾値は、LPOILVL レジスタのビット[2:0]（LPOIL[2:0]）で定義さ

れます（表 10参照）。閾値レベルは、PGAが 1に設定された信号

レベル用です。LPOIL[2:0] = 111 の場合、閾値の絶対値は、通常、

最大±30%変動します。

表 10. LPOILVL レジスタ 
ビット ビット名 値 概要 

[2:0] LPOIL[2:0] 次の閾値に対応する入力信号

レベル：

000 71mV rms 
001 予約済み

010 予約済み

011 1mV rms 
100 予約済み

101 予約済み

110 予約済み

111 0.471mV rms 
[7:3] LPLINE[4:0] デフォルト値は 00000。 

PSM2 割込みモードでの測定

期間は

0.02 × (LPLINE[4:0] + 10)秒 

PSM2 IRQ1専用モードでの 
測定周期は

0.02 × (LPLINE[4:0] + 1)秒 

図 25 に、各閾値レベル付近の代表的な変動を示します。図 25 の

灰色の領域は、この機能によって期待される均一な結果が得られ

ない可能性がある領域を示しています。この灰色の範囲外の電流

レベルは、タンパ状態の検出に役立ちます。例えば、閾値を

0.471mV rms に設定すると、0.707mV rms を超える電流レベルと

0.353mV rms を下回る電流レベルに対して、信頼性の高いタンパ

検出結果が得られます。
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図 25. 各閾値の設定値付近の変動 

図 26 に、LPLINE[4:0] = 2 の場合の ADE7868A/ADE7878Aの PSM2
モードの動作を示します。テスト期間は 50Hz（240 ミリ秒）で 12 サ

イクルであり、A 相電流は LPOIL[2:0]閾値の 5 倍以上に増加しま

す。カウンタ値が LPLINE[4:0] + 1 の内部カウンタ要件を超えてい

るため、IRQ1ピンはテスト期間の終了時にローにプル・ダウンさ

れます。この結果は、中性なしのタンパ状態が発生したことを示

唆しています。

PSM2 IRQ1専用モード 
PSM2 IRQ1専用モードでは、IRQ1ピンのみを使用してタンパ・イ

ベントを示します。タンパ・イベントが発生しなかった場合、

ADE7868A または ADE7878A からは何も告げられません。 

IRQ0ピンを無効にして、PSM2 IRQ1専用モードを有効にするには、

CONFIG2 レジスタ（アドレス 0xEC01）のビット 2（IRQ0_DIS）
を 1 に設定します。このモードを選択すると、次の式で推奨測定

期間が定義されます。

この測定期間中に待ち時間が必要なため、IRQ1割込みのステータ

スを確認する前に外付けタイマーを使用してください。デバイス

が PSM2 モードにある間、内部位相カウンタ値はインクリメント

し続けるため、測定期間は推奨期間より長くなることがあります。

PSM3モードに切り替えてから PSM2モードに戻ると、デバイスは

PSM2 割込みモード（デフォルトの PSM2 モード）に入ります。 

PSM3 スリープ・モード（全てのデバイス） 
PSM3 スリープ・モードは、全てのデバイス、すなわち ADE7854A、

ADE7858A、ADE7868A、ADE7878Aで使用できます。スリープ・

モードでは、デバイスの内部回路のほとんどがターン・オフにな

り、電流消費は最低レベルになります。デバイスをスリープ・

モードに設定するときは、RESET、SCLK/SCL、MOSI/SDA およ

びSS/HSA ピンをハイに設定します。

PSM3 スリープ・モードでは、I2C、HSDC および SPI ポートは機

能しません。

図 26. LPLINE[4:0] = 2（50Hz システム）の場合、IRQ1ピンをトリガする PSM2 割込みモード 
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表 11. 電力モードと関連特性 

電力モード

LPOILVL レジスタと

CONFIG2 レジスタ  その他全てのレジスタ 1  I2C/SPI ポート  機能

PSM0 
ハードウェア・リセット後 デフォルト値に設定する デフォルト値に設定する I2C ポート・イネーブル  

回路は全てアクティブで、

DSP はアイドル・モードで

す 

ソフトウェア・リセット後 不変 デフォルト値に設定する ロックイン手順が以前に実行

された場合、アクティブな 
シリアル・ポートは不変です

回路は全てアクティブで、

DSP はアイドル・モードで

す 

PSM1（ADE7868A と

ADE7878A のみ）  
PSM0 モード中に設定された

値は不変です 
該当なし I2C または SPI ポートは 

イネーブルですが、機能は 
制限されます 

電流平均絶対値が計算され、

その結果が AIMAV、BIMAV
および CIMAV レジスタに格

納されます 

PSM2（ADE7868A と

ADE7878A のみ）  
PSM0 モード中に設定された

値は不変です 
該当なし シリアル・ポート・

ディスエーブル 
相電流を LPOILVL レジスタ

に設定された閾値と比較し、

それに応じてIRQ0または

IRQ1ピンをトリガします  

PSM3  PSM0 モード中に設定された

値は不変です 
該当なし シリアル・ポート・ 

ディスエーブル 
内部回路がシャットダウンさ

れます 

1 LPOILVL および CONFIG2 レジスタを除く、全てのレジスタの設定。 

表 12. 電力モードを変更する際の推奨処置 

初期電力モード

次期電力モードを設定する

前の推奨処置 
次期電力モード

PSM0  PSM1  PSM2  PSM3  
PSM0  実行レジスタを 0x0000 に設

定して、DSP を停止します。  

CONFIG レジスタのビット 6
（HSDCEN）を 0 にクリアし

て、HSDC をディスエーブル

にします。 
MASK0 および MASK1 レジス

タを 0x0 に設定して、割込み

をマスクします。 
STATUS0 および STATUS1
レジスタの割込みステータ

ス・フラグを消去します。 

即時計算された電流平均絶

対値（MAV）。  

xIMAV レジスタは、すぐに

アクセス可能になります。 

IRQ0またはIRQ1ピンが

ローにプル・ダウンされる

まで待機します。 

処置は不要

です。 

PSM1  
（ADE7868A と

ADE7878A のみ）  

処置は不要です。 IRQ1ピンがローにプル・

ダウンされるまで待機し

ます。 
ビット 15（RSTDONE）
が 1 に設定されるまで、

STATUS1 レジスタをポー

リングします。 

IRQ0またはIRQ1ピンが

ローにプル・ダウンされる

まで待機します。 

処置は不要

です。 

PSM2  
（ADE7868A と

ADE7878A のみ）  

処置は不要です。 IRQ1ピンがローにプル・

ダウンされるまで待機し

ます。 
ビット 15（RSTDONE）
が 1 に設定されるまで、

STATUS1 レジスタをポー

リングします。 

IRQ1ピンがローにプル・ダ

ウンされるまで待機しま

す。 
IRQ1ピンがローにプル・ダ

ウンされた後に計算される

電流平均絶対値。 
xIMAV レジスタは、IRQ1ピ
ンがローにプル・ダウンさ

れた後にアクセス可能にな

ります。 

処置は不要

です。 

PSM3  処置は不要です。 IRQ1ピンがローにプル・

ダウンされるまで待機し

ます。 
ビット 15（RSTDONE）
が 1 に設定されるまで、

STATUS1 レジスタをポー

リングします。 

IRQ1ピンがローにプル・ダ

ウンされるまで待機しま

す。 
IRQ1ピンがローにプル・ダ

ウンされた後に計算される

電流平均絶対値。 
xIMAV レジスタは、IRQ1ピ
ンがローにプル・ダウンさ

れた後にアクセス可能にな

ります。 

IRQ0またはIRQ1ピンが

ローにプル・ダウンされる

まで待機します。 
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パワーアップ手順 

図 27. パワーアップ手順 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、電源電圧（VDD）

を監視するチップ内蔵電源モニタを搭載しています。パワーアッ

プ時、デバイスは、VDD が 2.5V ± 10%に達するまで非アクティブ

です。VDD がこの閾値を超えると、電源モニタは更に 26 ミリ秒

間、デバイスを非アクティブ状態に保ち、VDD が最小推奨電源電

圧である 3.3V − 10%まで上昇できるようにします。   

PM0および PM1ピンには内部プルアップ抵抗がありますが、チッ

プをパワーアップする前に、マイクロコントローラを介して、ま

たは PM1 ピンを外部で接地して、PM1 ピンをロジック 0 に設定す

る必要があります。PM0 ピンは、内部プルアップ抵抗により、ハ

イに保持されるため、オープン状態を維持できます。これにより、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は常に、PSM0（通

常）モードでパワーアップされます。チップが完全にパワーアッ

プされてから、全ての機能が有効になるまでにかかる時間は、約

40 ミリ秒です（図 27 参照）。パワーアップ手順全体を通じて、

RESETピンがハイに保持されていることを確認する必要がありま

す。

PSM0 モードが唯一の望ましい電力モードである場合、PM1 ピン

は外付けのグラウンドに接続できます。ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878Aが PSM0モードに入ると、I2C ポートがアク

ティブなシリアル・ポートになります。SPI ポートを使用するに

は、SS/HSA ピンをハイからローに 3 回トグルします。

I2C をアクティブなシリアル・ポートとしてロックするには、

CONFIG2 レジスタのビット 1（I2C_LOCK）を 1 に設定します。

この時点から、デバイスはSS/HSA ピンの誤ったトグル操作を無

視し、SPI ポートへの切り替えは不可能になります。  

SPI がアクティブなシリアル・ポートである場合、CONFIG2 レジ

スタへの書込みにより SPI ポートはロックされ、I2C ポートへの切

り替えは不可能になります。 I2C ポートを使用するには、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A をパワーダウンする

か、RESETピンをローに設定して本デバイスをリセットする必要

があります。シリアル・ポートがロックされると、デバイスが

PSMx 電力モードを次々と変更しても、シリアル・ポートの選択

は維持されます。

PSM0 モードに入った直後に、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ 
ADE7878A 内の全てのレジスタは、CONFIG2 レジスタおよび

LPOILVL レジスタを含めて、それらのデフォルト値に設定されま

す。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、IRQ1の割込みピ

ンをローにし、STATUS1 レジスタのビット 15（RSTDONE）を 1 に

設定することによって、遷移期間の終了を告げます。このビット

は、遷移期間中に 0 にクリアされ、遷移の終了時に 1 に設定され

ます。RSTDONE ビットを 1 に設定して、STATUS1 レジスタに書

き込むと、ステータス・ビットがクリアされ、IRQ1ピンがハイに

戻ります。RSTDONE はマスク不可能な割込みであるため、

STATUS1レジスタのビット 15（RSTDONE）は、IRQ1ピンがハイ

に戻るためにキャンセルする必要があります。IRQ1ピンがローに

なるまで待機してから、STATUS1 レジスタにアクセスして

RSTDONE ビットの状態をテストします。この時点で、適切なプ

ログラミング方法として、STATUS1 および STATUS0 レジスタ内

の他の全てのステータス・フラグを、対応するビットに 1 を書き

込むことによってキャンセルします。

最初、DSP はアイドル・モードにあり、したがって、いかなる命

令も実行しません。この時点で、ADE7854A、ADE7858A、

ADE7868A または ADE7878A 内の全てのレジスタを初期化します。

全てのレジスタを初期化し、電力量計測を開始する適切な手順に

ついては、デジタル・シグナル・プロセッサのセクションを参照

してください。

電源電圧VDDが2.5V ± 10%より低くなると、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A は、非アクティブ状態に入り、測定も計算

も実行されなくなります。

ハードウェア・リセット

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A にはRESETピン

が あ り ま す 。 ADE7854A 、 ADE7858A 、 ADE7868A ま た は

ADE7878A が PSM0 モードにあり、RESETピンがローに設定され

ると、デバイスはハードウェア・リセット状態に入ります。ハー

ドウェア・リセットを実行するには、デバイスが PSM0 モードに

ある必要があります。デバイスが PSM1、PSM2 または PSM3 モー

ドにあるときに、RESETピンをローに設定しても、デバイスには

影響しません。
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ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A または ADE7878A が PSM0
モードにあり、RESETピンがハイからローにトグルされ、少なく

とも 10 マイクロ秒後にハイに戻ると、CONFIG2 レジスタや

LPOILVL レジスタを含む全てのレジスタがデフォルト値にリセッ

トされます。

デバイスは、IRQ1の割込みピンをローにし、STATUS1 レジスタ

のビット 15（RSTDONE）を 1 に設定することによって、遷移期

間の終了を告げます。このビットは、遷移期間中に 0 にクリアさ

れ、遷移が終了すると 1 にリセットされます。RSTDONE ビット

を 1 に設定して STATUS1 レジスタに書き込むと、ステータス・

ビットがクリアされ、IRQ1ピンがハイに戻ります。  

ハードウェア・リセット後、DSP はアイドル・モードにあり、し

たがって、いかなる命令も実行しません。

I2C ポートは ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のデ

フォルトのシリアル・ポートであるため、リセット後にアクティ

ブになります。SPI が外部マイクロプロセッサで使用されるポー

トである場合、RESETピンをハイにトグルした直後に、SPI をイ

ネーブルする手順を繰り返す必要があります（詳細については、

シリアル・インターフェースの選択のセクションを参照）。

ハードウェア・リセット後、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/
ADE7878A レジスタの全てのレジスタを初期化し、データ・メモ

リ RAM 保護を有効にしてから、実行レジスタに 0x0001 を書き込

んで DSP を起動します。データ・メモリ RAM の保護および実行

レジスタの詳細については、デジタル・シグナル・プロセッサの

セクションを参照してください。

ソフトウェア・リセット

CONFIGレジスタのビット 7（SWRST）は、PSM0モードでのソフ

トウェア・リセット機能を管理します。このビットのデフォルト

値は 0 です。ビット 7 を 1 に設定すると、ADE7854A/ADE7858A/
ADE7868A/ADE7878A はソフトウェア・リセット状態になります。

この状態では、CONFIG2 と LPOILVL を除く全ての内部レジスタ

がデフォルト値にリセットされます。ロックイン手順が実行され

た場合、選択したシリアル・ポート（I2C または SPI）は不変にな

ります（シリアル・インターフェースの選択のセクションを参

照）。

ソフトウェア・リセットが終了すると、CONFIG レジスタのビッ

ト 7（SWRST）が 0 にクリアされ、IRQ1の割込みピンがローに設

定され、STATUS1 レジスタのビット 15（RSTDONE）が 1 に設定

されます。RSTDONE ビットは遷移期間中に 0 にクリアされ、遷

移が終了すると 1にリセットされます。RSTDONEビットを 1に設

定して、STATUS1レジスタに書き込むと、ステータス・ビットが

クリアされ、IRQ1ピンがハイにリセットされます。

ソフトウェア・リセット後、DSP はアイドル・モードにあり、し

たがって、いかなる命令も実行しません。システムの再始動は以

下の手順で行います。

1. 全ての ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A レジスタ

を初期化します。

2. データ・メモリ RAM の保護を有効にします。

3. 実行レジスタに 0x0001 を書き込んで、DSP を起動します。

データ・メモリ RAM の保護および実行レジスタの詳細につい

ては、デジタル・シグナル・プロセッサのセクションを参照

してください。

ソフトウェア・リセット機能は、PSM1、PSM2 または PSM3 モー

ドでは使用できません。
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動作原理 
アナログ入力

ADE7868A/ADE7878A には、電流／電圧チャンネルを形成する 7 つ

のアナログ入力があります。ADE7854A/ADE7858A には 6 つのア

ナログ入力がありますが、この 2 つのデバイスからは中性電流が

除去されています。

電流チャンネルは、次の 4 対の完全差動電圧入力で構成されてい

ます：IAP と IAN、IBP と IBN、ICP と ICN、INP と INN。これら

の電圧入力対の最大差動信号レベルは、±0.5V ピークです。更に、

各 IxP/IxN対に対するアナログ入力の最大信号レベルは、AGNDに

ついて±0.5V ピークです。入力で許容されるコモンモード信号の

最大値は±25mVです。図 28に、電流チャンネルに対する入力の回

路図と、最大コモンモード電圧に対するそれらの関係を示します。

図 28. 最大入力レベル、電流チャンネル、ゲイン = +1 

全ての入力には、1、2、4、8、16 からゲインの選択が可能なプロ

グラマブル・ゲイン・アンプ（PGA）があります。IAx、IBx およ

び ICx 入力のゲインは、ゲイン・レジスタのビット [2:0]
（PGA1[2:0]）で設定します。ADE7868AとADE7878Aの場合のみ、

INx チャンネル入力のゲインはゲイン・レジスタのビット[5:3]
（PGA2[2:0]）で設定されるため、IAx、IBx または ICx 入力とは異

なるゲインが可能です。ゲイン・レジスタの詳細については、表 42
を参照してください。電圧チャンネルには、3 つのシングルエン

ド電圧入力 VAP、VBP、VCP があります。これらのシングルエン

ド電圧入力の最大入力電圧は、VN を基準として±0.5V です。更に、

VxPおよびVNに対するアナログ入力の最大信号レベルは、AGND
を基準として±0.5V ピークです。入力で許容されるコモンモード

信号の最大値は±25mV です。電圧チャンネル入力の回路図と、最

大コモンモード電圧に対するそれらの関係については、図 29 を参

照してください。

図 29. 最大入力レベル、電圧チャンネル、ゲイン = +1 

全ての入力には、1、2、4、8、16 からゲイン選択が可能なプログ

ラマブル・ゲイン・アンプ（PGA）があります。ゲインを設定す

るには、ゲイン・レジスタのビット[8:6]（PGA3[2:0]）を使用しま

す（表 42 参照）。

図 30 に、ゲイン・レジスタからのゲイン選択が電流チャンネルと

電圧チャンネルの両方でどのように機能するかを示します。

図 30. 電流チャンネルと電圧チャンネルの PGA 

A/D 変換 
ADE7868A/ADE7878A には、Σ-Δ A/D コンバータ（ADC）が 7 つ

あり、ADE7854A/ADE7858A には、Σ-Δ ADC が 6 つあります。 

• PSM0 モードでは、ADC は全てアクティブです。

• PSM1 モードでは、A 相、B 相および C 相電流を測定する ADC
のみがアクティブです。中性電流と A 相、B 相および C 相電圧

を測定する ADC はターン・オフされています。

• PSM2 および PSM3 モードでは、ADC をパワーダウンさせて、

電力消費を最小限に抑えます。

簡略化のため、図 31のブロック図には 1次 Σ-Δ ADCを示します。

このコンバータは、Σ-Δ 変調器とデジタル・ローパス・フィルタ

で構成されています。

図 31. 1 次 Σ-Δ ADC 

Σ-Δ 変調器は、入力信号を、サンプリング・クロックで決まる速

度で 1 と 0 の連続シリアル・ストリームに変換します。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A では、サンプリン

グ・クロックは 1.024MHz（CLKIN/16）です。  

帰還ループ内の 1 ビット DAC は、シリアル・データ・ストリーム

によって駆動されます。DAC 出力は入力信号から減算されます。

ループ・ゲインが十分に高い場合、DAC 出力（したがって、ビッ

ト・ストリーム）の平均値は、入力信号レベルの平均値に近づく

ことがあります。単一サンプリング間隔内のどのような入力値に

対しても、1 ビット ADC からのデータは事実上無意味です。多数

のサンプルが平均化された場合にのみ、意味のある結果が得られ

ます。この平均化は、ADC の第 2 の部分（デジタル・ローパス・

フィルタ）で行われます。変調器からの多数のビットを平均化す

ることにより、ローパス・フィルタは、入力信号レベルに比例し

た 24 ビットのデータワードを生成できます。
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Σ-Δ ADC は、本質的には 1 ビットの変換手法から得られる高分解

能を実現するために、2つの手法を使用します。第 1の手法はオー

バーサンプリングです。オーバーサンプリングとは、対象帯域幅

の何倍もの高い速度（周波数）で信号をサンプリングすることを

意 味 し ま す 。 例 え ば 、 ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ 
ADE7878A におけるサンプリング・レートは 1.024MHz であり、

対象帯域幅は 40Hz～2kHz です。  

オーバーサンプリングは、広い帯域幅にわたって量子化ノイズ

（サンプリングによるノイズ）を拡散する効果があります。広帯

域にわたってノイズが薄く拡散されると、対象帯域の量子化ノイ

ズが低減します（図 32 参照）。しかし、オーバーサンプリングだ

けでは、対象帯域幅の S/N 比（SNR）を改善するには十分ではあ

りません。例えば、S/N 比をわずか 6dB（1 ビット）増加させるに

は、オーバーサンプリング比を 4 とする必要があります。オー

バーサンプリング比を適度なレベルに保つために、ノイズの大部

分がより高い周波数になるように量子化ノイズをシェーピングで

きます。

Σ-Δ 変調器では、ノイズは、量子化ノイズに対してハイパス型の

応答をする積分器によってシェーピングされます。これは、高分

解能の実現に使用される第 2 の手法です。その結果、ほとんどの

ノイズはより高い周波数側にあり、ここで、デジタル・ローパ

ス・フィルタがノイズを除去します。このノイズ・シェーピング

を図 32 に示します。

図 32. アナログ変調器でのオーバーサンプリングと 
ノイズ・シェーピングによるノイズ低減

アンチエイリアシング・フィルタ

図 31 に、ADC への入力におけるアナログ・ローパス・フィルタ

（RC）を示します。このフィルタは、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A の外側に配置され、エイリアシングを防止

する役割があります。エイリアシングは、図 33 に示すように、サ

ンプリングされた全てのシステムのアーチファクトです。エイリ

アシングは、ADC のサンプリング・レートの半分より高い ADC
への入力信号の周波数成分が、サンプリング・レートの半分より

低い周波数でサンプリングされた信号に現れることを指します。

サンプリング周波数（ナイキスト周波数とも呼ばれる 512kHz）の

半分より高い周波数成分は、512kHz より低いところまでイメージ

化または折り返されます。これは、アーキテクチャに関係なく、

全ての ADCで発生します。この例では、サンプリング周波数に近

い周波数、すなわち 1.024MHz のみが、 電力量計測の対象帯域、

すなわち 40Hz～2kHz に移動します。高周波（1.024MHz 付近）の

ノイズを減衰させ、対象帯域の歪みを防ぐには、ローパス・フィ

ルタ（LPF）を使用する必要があります。

従来の電流センサーでは、5kHz のコーナー周波数を有する RC
フィルタを 1 つ用いて、1.024MHz のサンプリング周波数で十分に

高い減衰を実現します。このフィルタの20dB/decadeの減衰は通常、

従来の電流センサーのエイリアシングの影響を排除するのに十分

なものです。ただし、ロゴスキー・コイルのような di/dt センサー

の場合、そのゲインは 20dB/decadeです。これは、LPFによって生

成される 20dB/decadeの減衰を相殺します。したがって、di/dtセン

サーを使用する場合は、20dB/decade のゲインをオフセットするよ

うに注意してください。1 つの簡単なアプローチは、追加の RC
フィルタを 1 つカスケード接続することで、それによって

−40dB/decade の減衰が生成されます。

図 33. エイリアシングの影響 

ADC の伝達関数 
ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878Aの全てのADCは、同

じ入力信号レベルに対して同じ 24 ビットの符号付き出力コードを

生成するように設計されています。フルスケール入力信号が 0.5V
で内部リファレンスが 1.2V の場合、ADC 出力コードは名目上

5,928,256（0x5A7540）です。ADC からのコードは、0x800000
（−8,388,608）と 0x7FFFFF（+8,388,607）の間で変動します。こ

れは、±0.707V の入力信号レベルに相当します。ただし、仕様規

定されている性能の場合は、±0.5V ピークの公称範囲を超えない

ようにします。ADC の性能は、±0.5V ピークより低い入力信号に

対してのみ確保されます。

電流チャンネルの ADC 
図 35 に、IA 電流チャンネルの ADC および信号処理パスを示しま

す。IB および IC 電流チャンネルの場合も同様です。ADC の出力

は、符号付き、2 の補数の 24 ビット・データ・ワードであり、

8kSPS（1000 サンプル/秒）の速度で利用できます。ADC は、仕様

規定された±0.5V ピークのフルスケール・アナログ入力信号で、

その最大出力コード値を生成します。ADC 出力は−5,928,256
（0xA58AC0）と+5,928,256（0x5A7540）の間でスイングします。

図 35 に、差動入力（IAP および IAN）に印加されるフルスケール

電圧信号を示します。IN 電流チャンネルは、3 相システムの中性

電流に対応しています（ADE7868A と ADE7878A でのみ使用可

能）。中性線がない場合は、この入力を AGND に接続します。中

性電流のデータ経路は相電流の経路と同様です（図 36 参照）。 
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電流波形ゲイン・レジスタ

各相電流および中性電流の信号経路には乗算器があります。電流

波形は、対応する 2 の補数を 24 ビットの符号付き電流波形ゲイ

ン・レジスタ（AIGAIN、BIGAIN、CIGAIN、NIGAIN）に書き込

むことによって、±100%変化させることができます。例えば、

xIGAIN レジスタに 0x400000 を書き込むと、ADC 出力が 50%ス

ケール・アップします。出力を−50%スケーリングするには、これ

らのレジスタに 0xC00000を書き込みます。式 3は、電流波形ゲイ

ン・レジスタの機能を数学的に説明するものです。

AIGAIN、BIGAIN、CIGAIN または NIGAIN レジスタの内容を変

更すると、これらの各レジスタの電流に基づく全ての計算に影響

します。つまり、各相の対応する有効／無効／皮相電力と電流実

効値の計算に影響します。更に、波形サンプルもそれに応じてス

ケーリングします。

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868AおよびADE7878Aのシリアル・

ポートは 32、16 または 8 ビット・ワードで動作し、DSP は 28 ビッ

トで動作することに注意してください。24 ビットの AIGAIN、

BIGAIN、CIGAIN および NIGAIN のレジスタは、4 つの最上位

ビット（MSB）に 0 が埋め込まれ、28 ビットに符号拡張された 32
ビット・レジスタとしてアクセスされます（図 34 参照）。

図 34. 32 ビット・ワードとして送信される 
24 ビット xIGAIN レジスタ 

図 35. 相電流の信号経路 

図 36. 中性電流の信号経路（ADE7868A と ADE7878A のみ） 
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電流チャンネルのハイパス・フィルタ 

ADC 出力は、直流オフセットを含む場合があります。このオフ

セットにより、電力および実効値の計算で誤差が発生する可能性

があります。ハイパス・フィルタ（HPF）は、相電流および中性

電流の信号経路と相電圧の信号経路に配置されます。HPF がイ

ネーブルされると、電流チャンネルの直流オフセットが除去され

ます。全てのフィルタは DSP に実装されており、デフォルトでは

全てイネーブルになっています。24 ビット HPFDIS レジスタは

0x000000 にクリアされます。HPFDIS をノンゼロ値に設定して、

フィルタを全てディスエーブルにします。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A のシリア

ル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワードで動作します。

HPFDIS レジスタは、8 つの MSB に 0 が埋め込まれた 32 ビット・

レジスタとしてアクセスされます（図 37 参照）。

図 37. 32 ビット・ワードとして送信される 
24 ビット HPFDIS レジスタ 

電流チャンネルのサンプリング

電流チャンネルの波形サンプルは、8kSPS のレートで HPF の出力

から取得され、24 ビットの符号付きレジスタである IAWV、

IBWV、 ICWV および INWV に格納されます（ADE7868A と

ADE7878A のみ）。全ての電力と実効値の計算は、このプロセス

中に中断されることはありません。STATUS0 レジスタのビット

17（DREADY）は、I2C または SPI シリアル・ポートを使用して

IAWV、IBWV、ICWV および INWV レジスタを読み出せる場合に

設定されます。MASK0 レジスタのビット 17（DREADY）を設定

すると、DREADY フラグが設定されたときに割込みの設定が可能

になります。DREADY ビットの詳細については、デジタル・シグ

ナル・プロセッサのセクションを参照してください。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32、16 または 8 ビット・ワードで動作します。24 ビット符号

付きレジスタの IAWV、IBWV、ICWVおよび INWVがデバイスか

ら読み出されると（INWV は ADE7868A/ADE7878A でのみ使用可

能）、32 ビットに符号拡張されて送信されます（図 38 参照）。 

図 38. 32 ビット符号付きワードとして送信される 
24 ビット IxWV レジスタ 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、波形サンプル・

レジスタへの高速アクセスを提供するために特別に設計された高

速データ・キャプチャ（HSDC）ポートを備えています。詳細に

ついては、HSDC インターフェースのセクションを参照してくだ

さい。

di/dt 電流センサーとデジタル積分器 
di/dt センサーは交流電流による磁場の変化を検出します。図 39 に

di/dt 電流センサーの原理を示します。 

図 39. di/dt 電流センサーの原理 

電流によって誘起される磁場の磁束密度は、電流の大きさに正比

例します。導体ループを通過する磁束密度の変化は、ループの両

端間に起電力（EMF）を発生させます。EMFは、電流の di/dtに比

例する電圧信号です。電流搬送導体と di/dt センサーとの間の相互

インダクタンスは、di/dt 電流センサーからの電圧出力を決定しま

す。

di/dt センサーは、電力計測に使用する前に、電流信号のフィルタ

リングを必要とします。相電流および中性電流の各データ経路に

は、di/dt センサーからの電流信号を回復するための内蔵デジタル

積分器があります。ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A
のパワーアップ時およびリセット後は、デジタル積分器はデフォ

ルトでディスエーブルになっています。CONFIG レジスタのビッ

ト 0（INTEN）を設定すると、積分器がターン・オンされます。

図 40 と図 41 に、デジタル積分器のゲイン応答と位相応答を示し

ます。

積分器には、−20dB/decの減衰と約−90°の位相シフトがあることに

注意してください。di/dt センサーと組み合わせると、得られるゲ

イン応答と位相応答は、対象周波数帯域にわたって平坦となるは

ずです。ただし、di/dt センサーは、それに関連する 20dB/dec のゲ

インを有し、かなりの高周波ノイズを発生します。少なくとも 2 次

のアンチエイリアシング・フィルタは、ADC がサンプリングして

いるときに、対象帯域内でノイズ・エイリアシングを回避するた

めに必要です（アンチエイリアシング・フィルタのセクションを

参照）。

図 40. デジタル積分器のゲイン応答と位相応答 
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デジタル積分器アルゴリズムは、24 ビット符号付きレジスタの

DICOEFF を使用します。パワーアップ時またはリセット後、その

値は 0x000000 です。積分器をターン・オンする前に、このレジス

タを 0xFFF8000 で初期化する必要があります。積分器をターン・

オフすると、DICOEFFは使用されず、0x000000のままになります。

図 41. デジタル積分器のゲイン応答と位相応答（40Hz～70Hz） 

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、本デ

バイスのシリアル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワードで

動作します。図 34に示すレジスタと同様に、24ビット符号付きレ

ジスタの DICOEFF は、4 つの MSB に 0 が埋め込まれた 32 ビッ

ト・レジスタとしてアクセスされます。したがって、24 ビット・

ワードは 28ビットに符号拡張され、事実上 0xFFF8000に等しい値

で送信されます。

デジタル積分器のスイッチを切ると、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A は、電流トランス（CT）などの従来の電流

センサーと併用できます。

電圧チャンネルの ADC 
図 42に、VA電圧チャンネルの ADCおよび信号処理チェーンを示

します。VB および VC 電圧チャンネルにも同様の処理チェーンが

あります。ADC の出力は符号付き、2 の補数の 24 ビット・ワード

であり、8kSPS のレートで利用できます。仕様規定されている

±0.5V ピークのフルスケール・アナログ入力信号で、ADC は最大

の出力コード値を生成します。図 42 に、差動入力に印加されるフ

ルスケール電圧信号（VAx と VN）を示します。ADC 出力は、

−5,928,256（0xA58AC0）と+5,928,256（0x5A7540）との間でスイ

ングします。

電圧波形ゲイン・レジスタ

各相電圧の信号経路には乗算器があります。電圧波形を±100%変

化させるには、対応する 2 の補数を 24 ビットの符号付き電圧波形

ゲイン・レジスタ（AVGAIN、BVGAIN、CVGAIN）に書き込み

ます。例えば、これらのレジスタに 0x400000を書き込むと、ADC
出力が 50%スケール・アップします。出力を−50%スケーリングす

るには、レジスタに 0xC00000を書き込みます。式 4は、電流波形

ゲイン・レジスタの機能を説明するものです。

AVGAIN、BVGAIN および CVGAIN レジスタの内容を変更すると、

その電圧に基づく全ての計算に影響します。つまり、各相の対応

する有効／無効／皮相電力量および電圧実効値の計算に影響し、

波形サンプルはそれに応じてスケーリングされます。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、本デ

バイスのシリアル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワードで

動作し、DSP は 28 ビットで動作します。図 34 に示すように、

AVGAIN、BVGAIN および CVGAIN レジスタは、4 つの MSB に 0
が埋め込まれ、28ビットに符号拡張された 32ビット・レジスタと

してアクセスされます。

図 42. 電圧チャンネルのデータ経路 



データシート ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A 

Rev. D － 33/96 － 

電圧チャンネルの HPF 
電流チャンネルのハイパス・フィルタのセクションで説明したよ

うに、ADC 出力は、電力および実効値計算で誤差を発生させる可

能性のある直流オフセットを含む場合があります。HPF は、電流

チャンネルのものと同様に、相電圧の信号経路に配置します。

HPFDIS レジスタは、フィルタをイネーブルまたはディスエーブ

ルにします。詳細については、電流チャンネルのハイパス・フィ

ルタのセクションを参照してください。

電圧チャンネルでのサンプリング

電圧チャンネルの波形サンプルは、8kSPS のレートで HPF の出力

から取得され、VAWV、VBWV および VCWV の 24 ビット符号付

きレジスタに格納されます。全ての電力と実効値の計算は、この

プロセス中に中断されることはありません。STATUS0レジスタの

ビット 17（DREADY）は、I2C または SPI シリアル・ポートを用

いて、VAWV、VBWV および VCWV レジスタを読み出せる場合

に設定されます。MASK0 レジスタのビット 17（DREADY）を設

定すると、DREADY フラグが設定されたときに割込みの設定が可

能になります。DREADY ビットの詳細については、デジタル・シ

グナル・プロセッサのセクションを参照してください。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32、16または 8ビット・ワードで動作します。図 38に示すレ

ジスタと同様に、VAWV、VBWV および VCWV の 24 ビット符号

付きレジスタは、32 ビットに符号拡張されて送信されます。 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A はそれぞれ、波形サ

ンプル・レジスタへの高速アクセスを提供するために特別に設計

された HSDC ポートを備えています。詳細については、HSDC イ

ンターフェースのセクションを参照してください。

相電圧データ経路の変更 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、1 つの相電圧入

力を別の相の計算データ経路に振り向けることができます。例えば、

A 相電圧を B 相の計算データ経路に導入できます。これは、B 相

で ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A によって計算され

る全ての電力が、A 相電圧および B 相電流に基づくことを意味し

ます。

CONFIG レジスタのビット[9:8]（VTOIA[1:0]）は、どの相電圧が

A 相の計算データ経路に振り向けられるかを管理します。

VTOIA[1:0] = 00（デフォルト値）の場合、A 相の電圧は A 相の計

算データ経路に振り向けられます。VTOIA[1:0] = 01 の場合、B 相

の電圧は A 相の計算データ経路に振り向けられます。

VTOIA[1:0] = 10 の場合、C 相の電圧は A 相の計算データ経路に振

り向けられます。VTOIA[1:0] = 11 の場合、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A は、VTOIA[1:0] = 00 の場合と同様に動作し

ます。

CONFIG レジスタのビット[11:10]（VTOIB[1:0]）は、どの相電圧

が B 相の計算データ経路に振り向けられるかを管理します。

VTOIB[1:0] = 00（デフォルト値）の場合、B 相の電圧は B 相の計

算データ経路に振り向けられます。VTOIB[1:0] = 01 の場合、C 相

の電圧は B 相の計算データ経路に振り向けられます。

VTOIB[1:0] = 10 の場合、A 相の電圧は B 相の計算データ経路に振

り向けられます。VTOIB[1:0] = 11 の場合、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A は、VTOIB[1:0] = 00 の場合と同様に動作し

ます。

CONFIG レジスタのビット[13:12]（VTOIC[1:0]）は、どの相電圧

が C 相の計算データ経路に振り向けられるかを管理します。

VTOIC[1:0] = 00（デフォルト値）の場合、C 相の電圧は C 相の計

算データ経路に振り向けられます。VTOIC[1:0] = 01 の場合、A 相

の電圧は C 相の計算データ経路に振り向けられます。

VTOIC[1:0] = 10 の場合、B 相の電圧は C 相の計算データ経路に振

り向けられます。VTOIC[1:0] = 11 の場合、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A は、VTOIC[1:0] = 00 の場合と同様に動作し

ます。

図 43. 異なるデータ経路で使用される相電圧 

図 43 は、A 相の電圧が B 相のデータ経路で使用され、B 相の電圧

が C 相のデータ経路で使用され、C 相の電圧が A 相のデータ経路

で使用される場合を示しています。

電力品質の測定 

ゼロ交差検出

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、相電流および相

電圧チャンネルでのゼロ交差（ZX）検出回路を備えています。中

性電流データ経路には、ゼロ交差検出回路は含まれていません。

ゼロ交差イベントは、様々な電力品質測定およびキャリブレー

ション・プロセスの時間基準として機能します。

LPF1 の出力はゼロ交差イベントを発生します。ローパス・フィル

タは、50Hz および 60Hz システムの全ての高調波を除去するため、

電流／電圧チャンネルでの基本波成分におけるゼロ交差イベント

の特定に役立ちます。

デジタル・フィルタは 80Hz に極があり、256kHz でクロックされ

ます。その結果、アナログ入力信号（IA、IB、IC、VA、VB およ

び VC 信号の各対のうちの 1 つ）と LPF1 の出力との間に位相遅れ

が生じます。ZX 検出の誤差は、50Hz システムでは 0.0703º（60Hz
システムでは 0.0843º）です。LPF1 の位相遅れ応答によって、

50Hzにおいて入力と出力の間に約 31.4º（1.74ミリ秒）の時間遅れ

が生じます。アナログ入力のゼロ交差と、LPF1 の後に得られる

ZX 検出との間の全体の遅延は、50Hz で約 39.6º（2.2 ミリ秒）で

す。ADC と HPF によって更に遅延が追加されます。ZX 検出で良

好な分解能を確保するため、LPF1 はディスエーブルできません。

図 45 に、ゼロ交差信号がどのように検出されるかを示します。
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ノイズからの保護を高めるために、電圧チャンネルへの入力信号

の振幅がフルスケールの 10%より低い場合は、ゼロ交差イベント

を全く発生しません。電流チャンネルの ZX 検出回路は、振幅に

関係なく、全ての入力信号に対して機能します。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、相電圧および相

電流チャンネルごとに 1 つ、計 6 つのゼロ交差検出回路を備えて

います。各回路は、STATUS1 レジスタの 1 つのフラグを駆動しま

す。A 相の電圧チャンネルに配置された回路が 1 つのゼロ交差イ

ベントを検出すると、STATUS1 レジスタのビット 9（ZXVA）が

1 に設定されます。   

同様に、B相の電圧回路はビット 10（ZXVB）を駆動し、C相の電

圧回路はビット 11（ZXVC）を駆動し、電流チャンネルに配置さ

れた回路は、STATUS1 レジスタのビット 12（ZXIA）、ビット 13
（ZXIB）およびビット 14（ZXIC）を駆動します。ZX 検出ビット

が MASK1 レジスタに設定されている場合、IRQ1割込みピンは

ローに駆動され、対応するステータス・フラグは 1 に設定されま

す。ステータス・ビットを 1に設定した STATUS1レジスタに書き

込むと、ステータス・ビットがクリアされ、IRQ1ピンがハイに設

定されます。

ゼロ交差タイムアウト

全てのゼロ交差検出回路には、関連するタイムアウト・レジスタ

があります。このレジスタには、16ビットのZXTOUTレジスタに

書き込まれた値がロードされ、62.5 マイクロ秒（16kHz クロック）

ごとにデクリメント（1LSB）されます。ゼロ交差が検出されるた

びに、レジスタは ZXTOUT 値にリセットされます。このレジスタ

のデフォルト値は0xFFFFです。ゼロ交差が検出される前に、タイ

ムアウト・レジスタが 0 にデクリメントされる場合、STATUS1 レ

ジスタのビット[8:3]の 1 つが 1 に設定されます。STATUS1 レジス

タのビット 3（ZXTOVA）、ビット 4（ZXTOVB）およびビット 5
（ZXTOVC）は、電圧チャンネルの A 相、B 相および C 相を指し

ます。STATUS1 レジスタのビット 6（ZXTOIA）、ビット 7

（ZXTOIB）およびビット 8（ZXTOIC）は、電流チャンネルの A
相、B 相および C 相を指します。   

MASK1レジスタのZXTOIxまたはZXTOVxビットを設定すると、

対応するステータス・ビットが 1 に設定されているときに、IRQ1
割込みピンがローに駆動されます。ステータス・ビットを 1 に設

定して STATUS1 レジスタに書き込むと、ステータス・ビットが

クリアされ、IRQ1ピンがハイに戻ります。

ZXTOUT レジスタの分解能は、62.5 マイクロ秒/LSB（16kHz ク

ロック）です。したがって、割込みの最大タイムアウト時間は

4.096 秒（216/16kHz）です。

図 44 に、電圧または電流信号を一定の直流レベルで、62.5 マイク

ロ秒 × ZXTOUT マイクロ秒以上の間保持した場合の、ゼロ交差タ

イムアウト検出のメカニズムを示します。

図 44. ゼロ交差タイムアウトの検出 

図 45. 電圧／電流チャンネルでのゼロ交差検出 
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相シーケンスの検出

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、チップ内蔵の相

シーケンス・エラー検出回路を備えています。この検出は相電圧

に作用し、負から正への遷移によって決定されるゼロ交差のみを

考慮します。

ゼロ交差イベントの正常な順序は、A相、B相、C相の順です（図

47 参照）。ゼロ交差イベントのシーケンスが、代わりに A 相、C
相、B 相の順となった場合、STATUS1 レジスタのビット 19
（SEQERR）が設定されます。  

MASK1レジスタのビット 19（SEQERR）を 1に設定し、相シーケ

ンス・エラー・イベントをトリガすると、IRQ1割込みピンがロー

に駆動されます。ビット 19（SEQERR）を 1に設定して STATUS1
レジスタに書き込むと、ステータス・ビットがクリアされ、IRQ1
ピンがハイに設定されます。

相シーケンス・エラー検出回路は、デバイスが 3相 4線式、3電圧

センサー構成（ACCMODE レジスタのビット[5:4]、CONSEL[1:0]
を 00 に設定）で接続されている場合にのみ機能します。他の全て

の構成では、2 つの電圧センサーのみが使用されるため、これら

の場合には検出回路を使用しないでください。代わりに、相電圧

間の時間間隔を使用して相シーケンスを解析します（相間の時間

間隔のセクションを参照）。

図 46 に、A 相電圧の後に B 相電圧が続くのではなく、A 相電圧の

後に C 相電圧が続く場合を示します。負から正へのゼロ交差が発

生するたびに、STATUS1 レジスタのビット 19（SEQERR）が 1 に

設定されます。これは、C 相、B 相または A 相でのゼロ交差が、

それぞれ A 相、C 相または B 相からのゼロ交差に追従できないた

めです。

図 46. A 相電圧の後に C 相電圧が続く場合、 
SEQERR ビットを 1 に設定   

相シーケンス・エラーが検出された場合、様々な相電圧間の時間

測定（相間の時間間隔のセクションを参照）は、どの相電圧が計

算データ経路内の別の相電流と共に考慮されるべきかを特定する

のに役立ちます。CONFIG レジスタのビット[9:8]（VTOIA[1:0]）、

ビット[11:10]（VTOIB[1:0]）およびビット[13:12]（VTOIC[1:0]）
を用いて、ある相電圧を別の相のデータ経路に振り向けます。詳

細については、相電圧データ経路の変更のセクションを参照して

ください。

相間の時間間隔

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、相電圧間、相電

流間、または同相の電圧と電流間の時間遅延を測定できます。ゼ

ロ交差検出回路によって特定される負から正への遷移は、測定の

開始点および終了点として機能します。COMPMODE レジスタの

ビット[10:9]（ANGLESEL[1:0]）に基づいて、このような測定値

は一度に 1 組しか利用できません。

図 47. A 相、B 相、C 相の正常な順序 

電圧と電流の間の遅延 

同相の電圧と電流の間の遅延を測定するには、ANGLESEL[1:0]
ビットをデフォルト値の 00に設定します。A相電圧と A相電流の

間の遅延は、16ビットの符号なし ANGLE0レジスタに格納されま

す（図 48 参照）。同様に、B 相と C 相の電圧と電流の間の遅延は、

それぞれANGLE1レジスタと ANGLE2レジスタに格納されます。 

図 48. A 相電圧と A 相電流の間の遅延を ANGLE0 レジスタに格納 

相電圧間の遅延 

相電圧間の遅延を測定するには、ANGLESEL[1:0]ビットを 01に設

定します。A 相電圧と C 相電圧の間の遅延は、ANGLE0 レジスタ

に格納されます。B 相電圧と C 相電圧の間の遅延は、ANGLE1 レ

ジスタに格納され、A 相電圧と B 相電圧の間の遅延は ANGLE2 レ

ジスタに格納されます（図 49 参照）。 
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図 49. 相電圧間（相電流間）の遅延 

相電流間の遅延 

相電流間の遅延を測定するには、ANGLESEL[1:0]ビットを 10に設

定します。相電圧間の遅延と同様に、A 相電流と C 相電流の間の

遅延は ANGLE0 レジスタに格納され、B 相電流と C 相電流の間の

遅延は ANGLE1 レジスタに格納され、A 相電流と B 相電流の間の

遅延は ANGLE2 レジスタに格納されます（図 49 参照）。 

力率 

ANGLE0、ANGLE1および ANGLE2 レジスタは、16ビット符号な

しレジスタで、1LSB は 3.90625 マイクロ秒（256kHz クロック）に相

当し、分解能は 50Hz システムでは 0.0703º（360º × 50Hz/256kHz）、

60Hz システムでは 0.0843º（360º × 60Hz/256kHz）です。相電圧間

または相電流間の遅延は、負荷のバランスの特性を左右します。

式 5 に示すように、相電圧間および相電流間の遅延は、各相の力

率の計算に使用されます。

ここで、

fLINE = 50Hz または 60Hz。 

周期測定 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、電圧チャンネル

のラインの周期測定を行います。この測定で使用する相電圧は、

MMODEレジスタのビット[1:0]（PERSEL[1:0]）で選択します。周

期レジスタは、16 ビットの符号なしレジスタで、ライン周期ごと

に更新されます。LPF1 フィルタ（図 45 参照）があるため、この

フィルタに関連して、測定が安定するまで 30ミリ秒～40ミリ秒の

セトリング時間があります。

周期測定の分解能は 3.90625 マイクロ秒/LSB（256kHz クロック）で

あり、これはライン周波数が 50Hz のとき 0.0195%（50Hz/256kHz）、

ライン周波数が 60Hz のとき 0.0234%（60Hz/256kHz）を表します。

周 期 レ ジ ス タ の 値 は 、 50Hz ネ ッ ト ワ ー ク で は 約 5120
（256kHz/50Hz）、60Hz ネットワークでは約 4267（256kHz/60Hz）
です。レジスタのサイズが大きいため、3.9Hz（256kHz/216）とい

う低いライン周波数の測定が可能です。周期レジスタは、ライン

が確定し、測定が変化しないとき、±1LSB で安定します。 

周期レジスタを用いてライン周期と周波数を計算するには、次式

を使用します。

相電圧のサグ検出 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、任意の相電圧の

絶対値が、一定のハーフ・ライン・サイクル数の間、特定のピー

ク値を下回った場合にこれを検出するようにプログラムできます。

このイベントが発生する相は、PHSTATUS レジスタのビット

[14:12]（VSPHASE[x]）で特定されます。この条件の例については、図

50 を参照してください。  

図 50 は、A 相の電圧が、4 ハーフ・ライン・サイクル（SAGCYC = 4）
の間、サグ・レベル・レジスタ（SAGLVL）で設定される閾値を

下回ることを示します。この条件を示すために STATUS1 レジス

タのビット 16（サグ）が 1 に設定されると、サグ・イベントが A
相で発生したため、PHSTATUS レジスタのビット VSPHASE[0]も
1 に設定されます。サグ・ビットが 1 に設定された STATUS1 レジ

ス タ に 書 き込 む と 、 （ VSPHASE[0] ビッ ト だ け でな く ）

PHSTATUS レジスタの全てのビット [14:12]（VSPHASE[2]、
VSPHASE[1]、VSPHASE[0]）が消去されます。

図 50. サグ検出 
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SAGCYC レジスタは、サグ状態をトリガするために相電圧が

SAGLVL レジスタに示されたレベルより低いままでなければなら

ないハーフ・ライン・サイクルの回数を表します。0 は SAGCYC
の有効な数値ではありません。例えば、サグ・サイクル

（SAGCYC[7:0]）に 0x07 が含まれる場合、STATUS1 レジスタの

サグ・フラグは、ライン電圧が閾値を下回る 7 番目のハーフ・ラ

イン・サイクルの終了時に設定されます。MASK1 のビット 16
（サグ）が設定されている場合、サグ・イベント中に STATUS1
レジスタのステータス・ビット 16（サグ）が 1 に設定されると同

時に、IRQ1割込みピンがローに駆動されます。ステータス・ビッ

トを 1 に設定して STATUS1 レジスタに書き込むと、STATUS1 レ

ジスタのサグ・ステータス・ビットがクリアされ、PHSTATUS レ

ジ ス タ の ビ ッ ト [14:12] （ VSPHASE[2] 、 VSPHASE[1] 、

VSPHASE[0]）がクリアされ、IRQ1ピンがハイに戻ります。

B 相の電圧が 2 ライン・サイクルの間、SAGLVL レジスタの指定

閾値を下回ると、PHSTATUS レジスタのビット VSPHASE[1]は 1
に設定され、ビットVSPHASE[0]は0にクリアされます。同時に、

STATUS1レジスタのビット 16（サグ）が 1に設定され、サグ状態

を示します。

内部ゼロ交差カウンタは常にアクティブであることに注意してく

ださい。SAGLVL レジスタを設定することにより、最初のサグ検

出結果は、SAGCYC全期間にわたって得られません。SAGCYCレ

ジスタに書き込む前に SAGLVL を初期化すると、ゼロ交差カウン

タがリセットされるため、最初のサグ検出結果が SAGCYC全期間

にわたって得られます。

サグ・イベントを管理するには、次の手順に従います。

1. MASK1 レジスタのビット 16（サグ）を 1 に設定して、サグ割

込みをイネーブルにします。

2. サグ・イベントが発生し、IRQ1割込みピンがローになると、

STATUS1 レジスタのビット 16（サグ）が 1 に設定されます。

3. ビット 16（サグ）が 1 に設定された STATUS1 レジスタを読み

出します。

4. PHSTATUS レジスタを読み出し、サグ・イベントが発生した

相を特定します。

5. サグ・ビットと、 PHSTATUS レジスタのビット [14:12]
（VSPHASE[2]、VSPHASE[1]、VSPHASE[0]）をすぐに消去す

るには、ビット 16（サグ）を 1 に設定して STATUS1 レジスタ

に書き込みます。

サグ・レベルの設定

サグ・レベル・レジスタ SAGLVL[23:0]の内容は HPF 出力の絶対

値と比較されます。SAGLVLレジスタに 5,928,256（0x5A7540）を

書き込むと、サグ検出レベルがフルスケールに設定されます（電

圧チャンネルの ADCのセクションを参照）。したがって、サグ・

イベントは連続的にトリガされます。0x00または 0x01を書き込む

と、サグ検出レベルが 0 に設定されます。したがって、サグ・イ

ベントはトリガされません。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32 ビット、16 ビットまたは 8 ビット・ワードで動作します

（電流波形ゲイン・レジスタのセクションを参照）。図 37 に示す

レジスタと同様に、SAGLVL レジスタは、8 つの MSB に 0 が埋め

込まれた 32 ビット・レジスタとしてアクセスされます。

ピーク検出 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、特定の回数の

ハーフ・ライン・サイクルにわたって電圧／電流チャンネルが到

達した最大絶対値を記録し、それらを 32 ビット・レジスタ

VPEAK および IPEAK の最下位 24 ビットに格納します。

PEAKCYC レジスタは、測定のための時間基準として使用される

ハーフ・ライン・サイクルの回数を格納します。この回路は、ゼ

ロ交差検出回路によって特定されるゼロ交差点を使用します。

MMODE レジスタのビット[4:2]（PEAKSEL[2:0]）は、ピーク測定

を行う相を選択します。ビット 2 は A 相を選択し、ビット 3 は B
相を選択し、ビット 4 は C 相を選択します。ピーク値を監視する

ために複数の相を選択すると、より多くの相からのゼロ交差がプ

ロセスに含まれるため、PEAKCYC レジスタに示される測定期間

が比例的に減少します。

新しいピーク値が決定されると、IPEAK および VPEAK レジスタ

のビット[26:24]（IPPHASE[2:0]またはVPPHASE[2:0]）のいずれか

が 1 に設定され、ピーク検出イベントをトリガした相が特定され

ます。例えば、A 相の電流でピークが検出された場合、IPEAK レ

ジスタのビット 24（IPPHASE[0]）は 1 に設定されます。次に、B
相で新たなピーク値が測定されると、IPEAK レジスタのビット 24
（IPPHASE[0]）が 0 にクリアされ、IPEAK レジスタのビット 25
（IPPHASE[1]）が 1 に設定されます。図 51 は、IPEAK および

VPEAK レジスタの構成を示しています。 

図 51. IPEAK[31:0]および VPEAK[31:0]レジスタの構成 

図 52 に、ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A
が、A 相および B 相での測定が有効になっている場合（MMODE
レジスタの PEAKSEL[2:0]ビットが 011）に、電流チャンネルで

ピーク値を記録する方法を示します。PEAKCYC レジスタは 16 に

設定されています。これは、ピーク計測サイクルが 4 ライン周期

であることを意味します。

A 相の最大絶対値は、最初の 4 ライン周期（PEAKCYC = 16）の間

で最大であり、したがって、最大絶対値は、IPEAK レジスタの最

下位 24 ビットに書き込まれ、 IPEAK レジスタのビット 24
（IPPHASE[0]）は、周期の終了時に 1 に設定されます。このビッ

トは、4 ライン・サイクルの 2 番目の PEAKCYC 周期の間、1 のま

まです。

B 相の最大絶対値は、2 番目の PEAKCYC 周期の間の最大値であ

り、したがって、最大絶対値は、IPEAKレジスタの最下位 24ビッ

トに書き込まれ、IPEAKレジスタのビット 25（IPPHASE[1]）は、

周期の終了時に 1 に設定されます。
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電流チャンネルのピーク検出期間の終了時に、STATUS1レジスタ

のビット 23（PKI）が 1 に設定されます。MASK1 レジスタのビッ

ト 23（ PKI）が設定されている場合、 IRQ1割込みピンは

PEAKCYC 周期の終了時にローに駆動され、STATUS1 レジスタの

ステータス・ビット 23（PKI）は 1 に設定されます。同様に、電

圧チャンネルのピーク検出期間の終了時に、STATUS1レジスタの

ビット 24（PKV）が 1 に設定されます。MASK1 レジスタのビッ

ト 24（ PKV）が設定されている場合、 IRQ1割込みピンは

PEAKCYC 周期の終了時にローに駆動され、STATUS1 レジスタの

ステータス・ビット 24（PKV）は 1 に設定されます。割込みをト

リガした相を特定するには、STATUS1レジスタを読み出した直後

に、IPEAK または VPEAK レジスタのいずれかを読み出します。

次に、ステータス・ビットを 1に設定した STATUS1レジスタに書

き込むことによって、ステータス・ビットがクリアされ、IRQ1ピ
ンがハイに設定されます。

内部ゼロ交差カウンタは常にアクティブであることに注意してく

ださい。MMODE レジスタのビット[4:2]（PEAKSEL[2:0]）を設定

することにより、最初のピーク検出結果が PEAKCYC 全周期にわ

たって得られなくなります。PEAKSEL[2:0]ビットが設定されたと

きに PEAKCYC レジスタに書き込むと、ゼロ交差カウンタがリ

セットされ、それによって、最初のピーク検出結果が PEAKCYC
全周期にわたって得られます。

図 52. ピーク・レベル検出 

過電圧および過電流の検出 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878Aは、電圧／電流チャン

ネルで測定された瞬時絶対値が、OVLVLおよび OILVLの 24ビット

符号なしレジスタに設定された閾値より大きくなるときを検出し

ます。

MASK1 レジスタのビット 18（OV）を設定すると、過電圧イベン

ト中にIRQ1割込みピンがローに駆動されます。IRQ1割込みピンが

ローに駆動されると、2 つのステータス・フラグが設定されます。

最初のフラグは STATUS1 レジスタのビット 18（OV）によって設

定され、2 番目のフラグは PHSTATUS レジスタのビット[11:9]
（OVPHASE[2:0]）の 1つによって設定され、過電圧を発生させた

相を特定します。

次に、STATUS1レジスタのビット 18（OV）と PHSTATUSレジス

タの全てのビット[11:9]（OVPHASE[2:0]）がクリアされます。ス

テータス・ビットを 1に設定して STATUS1レジスタに書き込むこ

とにより、IRQ1ピンをハイに設定します。A 相の電圧の過電圧検

出については、図 53 を参照してください。

図 53. A 相の過電圧検出 

電圧の瞬時絶対値が、OVLVL レジスタに格納された閾値を超え

て上昇すると、 STATUS1 レジスタのビット 18 （ OV）と

PHSTATUSレジスタのビット 9（OVPHASE[0]）が 1に設定されま

す。ビット 18（OV）を 1 に設定して STATUS1 レジスタに書き込

むと、STATUS1レジスタのビット 18（OV）と PHSTATUSレジス

タのビット 9（OVPHASE[0]）がキャンセルされます。過電圧イベ

ントを管理する手順は以下のとおりです。

1. MASK1 レジスタの OV 割込みをイネーブルにするには、ビッ

ト 18（OV）を 1 に設定します。

2. 過電圧イベントが発生すると、IRQ1割込みピンがローになり

ます。

3. ビット 18（OV）が 1 に設定された STATUS1 レジスタを読み

出します。

4. PHSTATUS レジスタが読み出され、過電圧イベントが発生し

た位相が特定されます。

5. STATUS1レジスタは、ビット 18（OV）が 1に設定された状態

で書き込まれ、すぐにビットOVとPHSTATUSレジスタのビッ

ト[11:9]（OVPHASE[2:0]）が消去されます。

過電流イベントの場合、MASK1 レジスタのビット 17（OI）が設

定されていると、IRQ1割込みピンはローに駆動されます。その直

後に、STATUS1 レジスタのビット 17（OI）が設定され、

PHSTATUS レジスタのビット[5:3]（OIPHASE[2:0]）の 1 つも設定

されます。これにより、割込みを生成した相が内部的に特定され

ます。
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割込みを発生させた相を特定するには

1. STATUS1 レジスタを読み出し、その直後に PHSTATUS レジス

タを読み出します。

2. STATUS1 レジスタのステータス・ビット 17（OI）をクリアし、

PHSTATUS レジスタのビット[5:3]（OIPHASE[2:0]）をクリア

します。

3. ステータス・ビットを 1 に設定して STATUS1 レジスタに書き

込むことにより、IRQ1ピンをハイに設定します。

過電圧検出も同様のプロセスを使用することに注意してください。

過電圧および過電流のレベル設定 

過電圧（OVLVL）と過電流（OILVL）の 24 ビット符号なしレジ

スタの内容を、電圧／電流チャンネルの絶対値と比較します。こ

れらのレジスタの最大値は、HPF 出力の最大値である 5,928,256
（0x5A7540）であり、OVLVL レジスタまたは OILVL レジスタの

いずれかがこの値に等しい場合、過電圧または過電流状態は検出

されません。これらのレジスタに 0x0 を書き込むと、過電圧およ

び過電流状態が連続的に検出され、対応する割込みを恒久的にト

リガします。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、本デ

バイスのシリアル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワードで

動作します。図 37 に示すレジスタと同様に、OILVL レジスタと

OVLVL レジスタは、8 つの MSB に 0 を埋め込んだ 32 ビット・レ

ジスタとしてアクセスされます。

中性電流の不整合—ADE7868A と ADE7878A 

中性電流の不整合は、ADE7868A と ADE7878A でのみ利用できま

す。3 相システムでは、中性電流は相電流の代数和に等しくなり

ます。

これら 2 つの量の不整合は、システム内でタンパ状態が発生した

可能性があることを示します。

ADE7868A/ADE7878A は、以下のように、IAWV、IBWV および

ICWV レジスタの内容を加算し、その結果を 28 ビット符号付きレ

ジスタ ISUM に格納することによって、相電流の合計を計算しま

す。

ISUM は、125 マイクロ秒ごと（周波数 8kHz）に計算されます。こ

れは、電流サンプルが利用可能なレートです。STATUS0レジスタ

のビット 17（DREADY）は、ISUM レジスタが読出し可能な場合

にそれを通知します。DREADY ビットの詳細については、デジタ

ル・シグナル・プロセッサのセクションを参照してください。

ISUMレジスタから ISUM(t)値を復元するには、次式を使用します。 

ここで、

ADCMAX = 5,928,256（入力がフルスケールであるときの ADC 出

力）。

IFSは、フルスケールでの ADC 相電流。 

CONFIG_A レジスタ（INSEL）のビット 0 が 1 に設定されている

場合、ADE7868A/ADE7878A も ISUM の実効値を計算し、それを

NIRMS レジスタに格納することに注意してください（詳細につい

ては、電流実効値の計算のセクションを参照）。

ADE7868A/ADE7878A は、ISUM の絶対値と INWV レジスタに格

納された中性電流との差を計算し、その絶対値を取り、それを

ISUMLVL 閾値と比較します（表 25 参照）。 

次の場合、

中性電流は相電流の合計に等しく、システムは正しく機能すると

仮定します。

次の場合、

タンパ状態が発生した可能性があり、STATUS1レジスタのビット

20（MISMTCH）が 1 に設定されます。

フラグに付加された割込みは、MASK1 レジスタのビット 20
（MISMTCH）を設定することによってイネーブルにできます。

イネーブルになると、 IRQ1ピンは、ステータス・ビット

MISMTCH が 1 に設定されているときに、ローに設定されます。

ビット 20（SEQERR）を 1 に設定して STATUS1 レジスタに書き

込むと、ステータス・ビットがクリアされ、IRQ1ピンがハイに設

定されます。

式 11 と式 12 で使用される正の閾値である ISUMLVL は、24 ビッ

トの符号付きレジスタです。これは絶対値との比較に使用される

ため、ISUMLVL は常に 0x00000～0x7FFFFF の正数に設定します。

ISUMLVL は、電流 ADC の出力と同じスケールを使用します。し

たがって、ISUMLVL レジスタに 5,928,256（0x5A7540）を書き込

むと、不整合検出レベルがフルスケールに設定されます（電流

チャンネルの ADC のセクションを参照）。

0x000000（デフォルト値）または負の値を ISUMLVL レジスタに

書き込むと、MISMTCH イベントが常にトリガされます。

MISMTCH イベントが継続的に発生しないようにするには、パ

ワーアップ後、またはハードウェアまたはソフトウェアのリセッ

ト後に、アプリケーションに適した値を ISUMLVL レジスタに書

き込みます。

ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポートは 32、16 または 8 ビッ

ト・ワードで動作しますが、DSP は 28 ビット・ワードで動作しま

す。28 ビットの符号付き ISUM レジスタは、4 つの MSB に 0 が埋

め込まれた32ビット・レジスタとして送信されます（図54参照）。 

図 54. 32 ビット・ワードとして送信される ISUM[27:0]レジスタ 

図 34 に示す xIGAIN レジスタと同様に、ISUMLVL レジスタは、

28 ビットに符号拡張され、4 つの 0 が埋め込まれた 32 ビット・レ

ジスタとして送信されます。
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図 55. NIRMS レジスタに格納された相電流の合計 
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位相補償

電流チャンネルの ADC と電圧チャンネルの ADC のセクションで

説明したように、電流および電圧の両方のデータ経路は同じです。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A によって入力される

電流信号と電圧信号の間の位相誤差は、無視できます。ただし、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、固有の位相誤差

を有する可能性のある変換器と共に動作する必要があります。例

えば、位相誤差が 0.1°～3°の電流トランス（CT）が一般的です。

これらの位相誤差はデバイスごとに異なる可能性があり、正確な

電力計算を実行するには補正する必要があります。

位相の不整合に関連する誤差は、低力率で特に顕著です。位相

キャリブレーション・レジスタは、これらの小さな位相誤差をデ

ジタル的にキャリブレーションします。小さな位相誤差を補償す

るために、小さな時間遅延または時間進みがデバイスの信号処理

チェーンに導入されます。

位相キャリブレーション・レジスタ（APHCAL、BPHCAL、

CPHCAL）は、電圧チャンネル信号経路における時間進みを、

−374.0マイクロ秒から+61.5マイクロ秒まで変化させることができ

る 10 ビット・レジスタです。xPHCAL レジスタに書き込まれた負

の値は時間進みを表し、正の値は時間遅れを表します。1LSBは、

0.976 マイクロ秒（1.024MHz のクロック・レート）の時間遅れま

たは時間進みに相当します。60Hz のライン周波数では、これは基

本波で 0.0211°（360° × 60Hz/1.024MHz）の位相分解能を与えます。

これは、60Hz での−8.079°～+1.329°の全補正範囲に相当します。

50Hz では、補正範囲は−6.732～+1.107°であり、分解能は 0.0176°
（360° × 50Hz/1.024MHz）です。

相電圧をリファレンスに使用して測定し、x 度の位相誤差がある

場合、対応するLSBはxを位相分解能（60Hzの場合は0.0211º/LSB、
50Hz の場合は 0.0176º/LSB）で除算して計算されます。−383～+63
の範囲内の結果のみが許容可能な値です。この範囲外の数値は許

容不可です。電流が電圧よりも進む場合、結果は負となり、絶対

値が xPHCAL レジスタに書き込まれます。電流が電圧よりも遅れ

る場合、結果は正となり、結果に 512 が加算されてから、

xPHCAL レジスタに書き込まれます。 

図 57 に、位相補償を用いて、電流チャンネルの IA における、外

部電流変換器からの x = −1°の位相進み（50Hz システムでは 55.5
マイクロ秒に相当）を除去する様子を示します。A 相の電流チャ

ンネルでの進み（1º）をキャンセルするには、対応する電圧チャ

ンネルに位相進みを導入します。式 13を使用すると、APHCALは

56.8 を切り上げ、57LSB となります。位相進みを達成するには、

A 相電流に 55.73 マイクロ秒の時間遅延を導入します。

本デバイスのシリアル・ポートは、32ビット、16ビットまたは8ビッ

ト・ワードで動作しますが、DSP は 28 ビット・ワードで動作しま

す。図 56 に示すように、10 ビットの APHCAL、BPHCAL および

CPHCAL レジスタは、6 つの MSB に 0 が埋め込まれた 16 ビット

のレジスタとしてアクセスされます。

図 56. 16 ビット・レジスタとして送信される xPHCAL レジスタ 

図 57. 電圧チャンネルの位相キャリブレーション 
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リファレンス回路

REFIN/OUT ピンの公称リファレンス電圧は 1.2V です。これは、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878AのADCのリファレン

ス電圧です。1.2V（代表値）の外部リファレンス電圧を用いて、

REFIN/OUT ピンをオーバードライブします。内部電圧リファレンス

の温度係数は、エンドポイント法に基づいて計算されます。温度

ドリフトを計算するために、エンドポイント（−40ºC と+85ºC）に

おける電圧リファレンスの値を測定し、25ºC における基準値と比

較します。これにより、温度係数曲線の勾配が得られます。図 58
は温度ドリフトの代表例です。これには 2 つの曲線、曲線 X と曲

線 Y があり、これらは、指定温度範囲全体で観測される 2 つの可

能な曲率の代表例です。

図 58. 内部電圧リファレンスの温度ドリフト 

図 58 は、温度ドリフトを正確に解析するには、次のように 2 つの

領域を個別に考慮する必要があることを示しています。

• 曲線 X の点 A と点 B の間の領域を考慮すると、リファレンス値

は温度の上昇と共に増加します。したがって、曲線は A から B
に正の勾配を持ちます。この結果、この領域の温度係数は正の

値になります。

• 曲線 X の点 B と点 C の間の領域を考慮すると、電圧リファレン

スが温度の上昇と共に減少するため、曲線の勾配は負であり、

したがって、曲線のこの領域は負の温度係数を有します。

• 同様の原理に基づいて、曲線 Y は、点 Aʹと点 B との間に負の温

度係数を有し、点 B と点 C'との間に正の温度係数を有します。

特定の IC でのドリフト曲線は、これらの曲線例のいずれかと一致

させることができます。特定のエンドポイント温度における電圧

リファレンスの絶対値と、曲線のその領域の温度係数との間の一

般的な関係は、以下の 2 つの式で説明されます。

ここで、αc と αh は、それぞれ次式で計算される低温と高温での温

度係数です。

低温および高温係数の符号は IC ごとに異なる可能性があるため、

代表的なドリフトは、プラスまたはマイナス符号（±）で全範囲

に対して指定されます。仕様のセクションに記したように、代表

的、最小および最大温度係数を求めるために、エンドポイント法

に基づくデータを、様々なロットにまたがる複数の IC について収

集します。最小および最大温度係数は、特定の IC のドリフトが、

25ºC を基準とした指定温度範囲にわたって、これらの制限内にあ

ることを示します。ドリフトのデバイス間変動については、図 59
と図 60 を参照してください。   

図 59. −40ºC～+25ºC のリファレンス・ドリフトのヒストグラム 
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図 60. 25ºC～85ºC のリファレンス・ドリフトのヒストグラム 

リファレンスは全ての ADC に使用されるため、リファレンスで

x%のドリフトがあると、電力量計精度の偏差は 2x%になります。

温度変化に起因するリファレンス・ドリフトは通常、非常に小さ

いため、一般的には電力量計の他の構成要素のドリフトよりもは

るかに小さいものになります。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878Aでは、CONFIG2レジ

スタのビット 0（EXTREFEN）が 0（デフォルト値）にクリアされ

たときに内部電圧リファレンスを使用し、ビットが 1 に設定され

たときに外部電圧リファレンスを使用します。PSM0 モード中に

CONFIG2レジスタを設定します。その値は、PSM1、PSM2および

PSM3 電力モード中に保持されます。

デジタル・シグナル・プロセッサ

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、全ての電力と実

効値を計算する固定機能型デジタル・シグナル・プロセッサ

（DSP）を内蔵しています。DSPにはプログラム・メモリ ROMと

データ・メモリ RAM が内蔵されています。   

電力と実効値の計算に使用されるプログラムは、プログラム・メ

モリ ROM に格納され、プロセッサはそれを 8kHz ごとに実行しま

す。計算の終了は、STATUS0 レジスタのビット 17（DREADY）

を 1 に設定することによって告げられます。このフラグに付加さ

れた割込みをイネーブルにするには、MASK0 レジスタのビット

17（DREADY）を設定します。割込みがイネーブルされると、

IRQ0ピンはローに設定され、ステータス・ビット DREADY は計

算の終了時に 1 に設定されます。ビット 17（DREADY）を 1 に設

定して STATUS0 レジスタに書き込むと、ステータス・ビットが

クリアされ、IRQ0ピンがハイに設定されます。

DSP により使用されるレジスタは、データ・メモリ RAM の

0x4380 と 0x43BE の間のアドレスに配置されます。このメモリ幅

は 28 ビットです。DSP コア内には、DSP に 2 段のパイプラインが

含まれています。これは、単一のレジスタを初期化する必要があ

る場合、確実に値が RAM に書き込まれたようにするため、更に 2
回の書込みが必要であることを意味します。2 つ以上のレジスタ

を初期化する必要がある場合は、最後のレジスタに更に 2 回書き

込んで、確実に値が RAM に書き込まれたようにする必要があり

ます。

パワーアップ手順のセクションで説明したように、パワーアップ

時、またはハードウェアまたはソフトウェアのリセット後、DSP
はアイドル・モードになり、命令を何も実行しません。データ・

メモリRAMにある全てのレジスタは、デフォルト値である 0に初

期化され、制限なく読み書きできます。DSP の起動と停止に使用

される実行レジスタは 0x0000 にクリアされます。DSP コードの実

行を開始するには、実行レジスタに 0x0001 を書き込みます。   

DSP のデータ・メモリ RAM（0x4380～0x43BE のアドレス）に格

納されたデータの完全性を保護するために、書込み保護メカニズ

ムが利用できます。デフォルトでは、この保護は無効化されてお

り、アドレス 0x4380～0x43BE のレジスタには制限なしで書き込

むことができます。保護を有効化すると、これらのレジスタへの

書込みは許可されません。レジスタは、書込み保護状態とは無関

係に、常に制限なく読み出すことができます。

保護を有効化するには、アドレス 0xE7FEにある内部 8ビット・レ

ジスタに 0xAD を書き込んだ後、アドレス 0xE7E3 にある内部 8
ビット・レジスタに 0x80 を書き込みます。  

書込み保護は、レジスタを初期化してから有効化します。デー

タ・メモリ RAM ベースのレジスタを変更する必要がある場合は、

保護を無効化し、値を変更してから、保護を再び有効化します。

レジスタ変更の際は DSP を停止する必要はありません。

保護を無効化するには、アドレス 0xE7FEにある内部 8ビット・レ

ジスタに 0xAD を書き込んだ後、アドレス 0xE7E3 にある内部 8
ビット・レジスタに 0x00 を書き込みます。   

パワーアップ時に ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A レ

ジスタを初期化するには、次の手順に従います。

1. AIGAIN、BIGAIN、CIGAIN および NIGAIN レジスタを初期化

します。

2. 他の全てのデータ・メモリ RAM レジスタを初期化します。

キュー内の最後のレジスタに 3 回書き込み、その値が RAM に

書き込まれたことを確認します。

3. CFMODEレジスタを除く、他の全てのADE7854A、ADE7858A、

ADE7868A または ADE7878A レジスタを初期化します。

4. 書込み保護を有効化するには、アドレス 0xE7FE にある内部 8
ビット・レジスタに 0xAD を書き込んだ後、アドレス 0xE7E3
にある内部 8 ビット・レジスタに 0x80 を書き込みます。

5. 全てのデータ・メモリ RAM レジスタを読み出し、必要な値に

初期化されていることを確認します。

6. 万一、1 つ以上のレジスタが正しく初期化されていない場合は、

アドレス 0xE7FE にある内部 8 ビット・レジスタに 0xAD を書

き込んだ後、アドレス 0xE7E3 にある内部 8 ビット・レジスタ

に 0x00 を書き込んで保護を無効化します。

a. レジスタを再初期化します。キューの中の最後のレジスタ

に 3 回書き込みます。

b. 書込み保護を有効化するには、アドレス 0xE7FE にある内部

8 ビット・レジスタに 0xAD を書き込んだ後、アドレス

0xE7E3 にある内部 8 ビット・レジスタに 0x80 を書き込みま

す。

7. run = 1 に設定して、DSP を起動します。

8. 電力量レジスタ（ xWATTHR 、 xFWATTHR 、 xVARHR 、

xFVARHR、xVAHR）を読み出して内容を消去し、既知の状態

から電力量積算を開始します。

9. CFMODE レジスタのビット 9 （ CF1DIS ）、ビット 10
（CF2DIS）、ビット 11（CF3DIS）をクリアして、CF1、CF2
および CF3/HSCLK ピンのパルスをイネーブルにします。この

初期化は最後に行って、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/
ADE7878A の初期化中に偽パルスが発生しないようにします。



データシート ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A 

Rev. D － 44/96 － 

デバイスを PSM0 通常モードに維持するときに、DSP を停止させ

る明白な理由はありません。全ての ADE7854A、ADE7858A、

ADE7868A および ADE7878A レジスタは、データ・メモリ RAM
にあるレジスタを含め、DSP を停止させることなく変更できます。

ただし、DSP を停止するには、実行レジスタに 0x0000 を書き込み

ます。

DSP を再起動するには、以下のいずれかの手順を選択します。 

• データ・メモリ RAM にある ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ 
ADE7878A レジスタが変更されていない場合は、実行レジスタ

に 0x0001 を書き込んで DSP を起動します。

• データ・メモリ RAM にある ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ 
ADE7878A レジスタを変更する必要がある場合は、まずソフト

ウェアまたはハードウェアのリセットを実行してから、推奨手

順に従ってパワーアップ時にレジスタを初期化します。

パワー・マネージメントのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A が PSM0 電力モード

を終了するときは、0x0000 を実行レジスタに書き込んで DSPを停

止することを推奨します（電力モードを変更するときの推奨処置

については、表 11 と表 12 を参照）。 

実効値測定

実効値（rms）は、交流信号の大きさを表す値です。この値には

実用的な定義と数学的な定義があります。実用的な定義では、あ

る交流信号に割り当てられる実効値とは、負荷に同量の電力を生

成させるのに必要な直流の大きさです。

ここで、F rms は連続信号 f(t)の数学的実効値です。 

時間サンプリングされた信号の実効値計算では、信号値を二乗し

て平均値を算出し、その平方根を求めます。

式 15 は、高調波を含む信号の実効値計算には、基本波だけでなく、

全ての高調波の寄与分が含まれることを示しています。本デバイ

スでは、2つの異なる方法を用いて実効値を計算します。第 1の方

法は非常に正確であり、PSM0モードでのみ有効です。第 2の方法

は精度が低く、平均絶対値（MAV）測定値を推定するものです。

この方法は PSM0 および PSM1 モードで有効であり、ADE7868A
と ADE7878A でのみ使用できます。

第 1 の方法は、ローパス・フィルタ（LPF）を用いて入力信号の二

乗をフィルタリングし、その結果の平方根を求めるものです（図 61
参照）。

f(t)を二乗すると、 

LPF と平方根の処理後、f(t)の実効値は次式で求められます。 

この方法に基づいて、7 つのアナログ入力チャンネル全てが同時

に実効値計算を処理します。各結果は、次の 24 ビット・レジスタ

に格納されます：AIRMS、BIRMS、CIRMS、AVRMS、BVRMS、
CVRMS、NIRMS（NIRMS は ADE7868A と ADE7878A のみで利用

可能）。これらの値の 1.024 秒平均も利用できます（詳細につい

ては、低リップル電流実効値と低リップル電圧実効値のセクショ

ンを参照）。

第 2 の方法は、入力信号の絶対値を計算し、それをフィルタリン

グしてその直流成分を抽出します。この方法は、入力の絶対平均

値を計算します。式 17 の入力信号が基本波成分のみの場合、その

平均値は次のようになります。

この方法に基づく計算は、三相電流について同時に処理されます。

各結果は、次の 20 ビット・レジスタに格納されます。AIMAV、

BIMAV、CIMAV（ADE7868A と ADE7878A でのみ使用可能）。

MAV値と実効値の比例性は、基本波成分についてのみ維持される

ことに注意してください。高調波が電流チャンネルに存在する場

合、平均絶対値は実効値には比例しません。

電流実効値の計算 

このセクションでは、全ての相電流と中性電流の実効値を計算す

る第 1 の方法を示します。ADE7868A と ADE7878A では、

CONFIG_Aレジスタのビット 0（INSEL）が 1に設定されている場

合に、相電流の瞬時値の合計の実効値も計算します。結果は

NIRMS レジスタに格納されます。合計の瞬時値は ISUM レジスタ

に格納されることに注意してください（中性電流の不整合—

ADE7868A と ADE7878A のセクションを参照）。相電流のみを検

出する必要がある 3 相 4 線式システムでは、これらの値は中性電

流の尺度となります。
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図 61 は、電流チャンネルの 1 つの相で実効値計算を行うための信

号処理チェーンを示しています。電流チャンネルの実効値は、電

流チャンネルで使用されているサンプルを基に処理されます。電

流実効値は符号付き 24 ビット値であり、AIRMS、BIRMS、
CIRMS および NIRMS（ADE7868A/ADE7878A のみ）レジスタに

格納されます。電流実効値測定の更新レートは 8kHz です。  

フルスケールのアナログ入力信号が 0.5V で仕様規定されている場

合、ADC は約±5,928,256 の出力コードを生成します。フルスケー

ル正弦波信号の等価実効値は4,191,910（0x3FF6A6）で、ライン周

波数には依存しません。CONFIGレジスタのビット0（INTEN）を

1 に設定して積分器をイネーブルにすると、50Hz で 4,191,910
（0x3FF6A6）、60Hz で 3,493,258（0x354D8A）のフルスケール正

弦波信号の等価実効値が生成されます。

電流実効値の精度は通常、フルスケール入力から PGA = 1 の場合

のフルスケール入力の 1/1000 までは、0.1%誤差です。更に、この

測定の帯域幅は 2kHzです。安定性を確保するために、電圧ゼロ交

差に同期して、実効値レジスタを読み出します。IRQ1割込みを用

いて、ゼロ交差が発生したことを示します（割込みのセクション

を参照）。

表 13 に、電流実効値測定のセトリング時間を示します。これは、

電流チャンネルへの入力値が 0 からフルスケールになるときに、

実効値レジスタに反映されるのにかかる時間です。ただし、チッ

プのパワーアップ時と DSP のリセット時には、通常、FS/1000 信

号が落ち着くまでに約 1.2 秒かかります。 

表 13. 電流実効値測定のセトリング時間 

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、ADE7854A、

ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A のシリアル・ポートは、

32、16 または 8 ビット・ワードで動作します。図 37 に示すレジス

タと同様に、AIRMS、BIRMS、CIRMS および NIRMS（ADE7868A/ 
ADE7878Aのみ）の 24ビット符号付きレジスタは、8つの MSBに

0 を埋め込んだ 32 ビット・レジスタとしてアクセスされます。 

低リップル電流実効値 

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A は、電流

実効値データの 1.024 秒間の平均を算出します。平均電流実効値

は符号付き 24 ビット値であり、IARMS_LRIP、IBRMS_LRIP、
ICRMS_LRIP、および INRMS_LRIP レジスタ（ADE7868A と

ADE7878A のみ）に格納されます。低リップル・レジスタは、外

部平均化を不要にし、安定した読出しができます。これらの平均

実効値レジスタは、1.024 秒ごとに更新され、平均で 8192 個の実

効値のサンプルを収納しています。IxRMS_LRIP レジスタの読出

しは、2.048 秒後に 99%以内に入って安定します。 

図 61. 電流実効値の信号処理 
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電流実効値のオフセット補償 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A には、次の各相の電

流実効値オフセット補償レジスタが内蔵されています。AIRMSOS、
BIRMSOS、CIRMSOS（NIRMSOS レジスタの提供は、ADE7878A
と ADE7868Aのみ）。これらの 24ビット符号付きレジスタは、電

流実効値計算でオフセットを除去します。積算された入力ノイズ

が i2(t)の直流成分に含まれることにより、実効値計算にオフセッ

トが生じることがあります。電流実効値オフセット補償レジスタ

は、128 で乗算し、二乗した電流実効値に加算してから、平方根

を求めます。電流実効値計算での最大値がフルスケール交流入力

（50Hz）で 4,191,910であると仮定すると、電流実効値オフセット

の 1LSB はフルスケールから 60dB 低い、次の実効値測定値を表し

ます。

低電流でオフセットのキャリブレーションを実行します。キャリ

ブレーションのためには、ゼロ電流を使用しないでください。

ここで、I rms0はオフセット補正なしの実効値測定値です。  

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A のシリア

ル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワードで動作しますが、

DSPは 28ビット・ワードで動作します。図 34に示す xIGAINレジ

スタと同様に、24 ビットの AIRMSOS、BIRMSOS、CIRMSOS お

よび NIRMSOS（ADE7868A/ADE7878A のみ）レジスタは、28
ビットに符号拡張され、4 つの 0 が埋め込まれた 32 ビット・レジ

スタとして送信されます。

電流平均絶対値の計算—ADE7868A と ADE7878A のみ 

このセクションでは、平均絶対値（MAV）法を用いて全ての相電

流の実効値を算出する第 2 の方法について説明します。この方法

は、ADE7868A と ADE7878A のみで利用可能な PSM1 モードで使

用され、中性なしの場合がタンパ攻撃として特定されたときに、

電流実効値に基づく電力量積算が可能になります。このデータ経

路は、PSM0 モードでも有効であり、そのゲイン・キャリブレー

ションが可能になります。外部マイクロプロセッサは、PSM1
モード中にゲインを使用します。この方法では、中性電流のMAV
値は計算されません。図62に、電流チャンネルの1つの相でMAV
計算を行うための信号処理チェーンを示します。

図 62. PSM1 モードでの電流 MAV 信号処理 

電流チャンネル MAV 値は、電流チャンネル波形サンプリング・

モードで使用されるサンプルを基に処理されます。サンプルは、

ハイパス・フィルタを通して、ADC によって導入される最終的な

直流オフセットを除去し、絶対値が計算されます。

次に、平均値を得るために、このブロックの出力をフィルタリン

グします。電流 MAV値は符号なし 20ビット値であり、AIMAV、

BIMAV および CIMAV レジスタに格納されます。この MAV 値測

定の更新レートは 8kHz です。  

50Hz と 60Hz のフルスケール正弦波信号の MAV 値は、それぞれ

209,686 と 210,921 です。フルスケール正弦波入力では、45Hzでの

MAV 推定値と 65Hz での MAV 推定値の間の変動幅は 1.25%です

（図 63 参照）。 

図 63. フルスケール、45Hz～65Hz のライン周波数における 
xIMAV レジスタ値 

電流 MAV の精度は通常、フルスケール入力からフルスケール入

力の 1/100 までは、0.5%の誤差です。更に、この測定の帯域幅は

2kHz です。電流 MAV 測定のセトリング時間、すなわち、0.5%誤

差内で電流チャンネルへの入力値が MAV レジスタに反映される

のにかかる時間は、500 ミリ秒です。  

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポートは、32、16 または 8 ビッ

ト・ワードで動作します。図 64 に示すように、AIMAV、BIMAV
および CIMAV の 20 ビット符号なしレジスタは、12 個の MSB に

0 が埋め込まれた 32 ビット・レジスタとしてアクセスされます。

図 64. 32 ビット・レジスタとして送信される xIMAV レジスタ 

電流 MAV ゲインとオフセット補償 

AIMAV、BIMAVおよびCIMAVレジスタに格納された電流実効値

は、各相に対応するゲインおよびオフセット係数を用いてキャリ

ブレーションできます。ADE7868A/ADE7878A に公称電流を供給

して、 PSM0 モードでのゲインを計算します。ADE7868A/ 
ADE7878A に低電流（通常は精度が要求される最小値に等しい）

を供給してオフセットを算出します。外部マイクロコントローラ

は、AIMAV、BIMAVおよびCIMAVレジスタを読み込むたびに、

メモリに格納されているこれらの係数を用いて、レジスタを補正

します。
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電圧実効値の計算 

図 65 に、電圧チャンネルの 1 つの相で実効値計算を行うための信

号処理チェーンの詳細を示します。電圧チャンネルの実効値は、

電圧チャンネルで使用されているサンプルを基に処理されます。

電圧実効値は符号付き 24 ビット値で、AVRMS、BVRMS および

CVRMS レジスタに格納されます。電流実効値測定の更新レート

は 8kHz です。  

フルスケールのアナログ入力信号が 0.5V で仕様規定されている場

合、ADC は約±5,928,256 の出力コードを生成します。フルスケー

ル正弦波信号の等価実効値は4,191,910（0x3FF6A6）で、ライン周

波数には依存しません。

電圧実効値の精度は通常、フルスケール入力からフルスケール入

力の 1/1000 までは、0.1%誤差です。更に、この測定の帯域幅は

2kHz です。安定性を確保するために、電圧ゼロ交差に同期して実

効値レジスタを読み出します。IRQ1割込みを用いて、ゼロ交差が

発生したことを示します（割込みのセクションを参照）。

電圧実効値測定のセトリング時間は、50Hz と 60Hz の入力信号に

対していずれも 440 ミリ秒です。電圧実効値測定のセトリング時

間とは、電圧チャンネルへの入力値が、0 から開始したときに実

効値レジスタに反映されるまでに要する時間です。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、ADE7854A、

ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A のシリアル・ポートは、

32、16 または 8ビット・ワードで動作します。図 37 のレジスタと

同様に、AVRMS、BVRMS および CVRMS の 24ビット符号付きレ

ジスタは、8 つの MSB に 0 が埋め込まれた 32 ビット・レジスタと

してアクセスされます。

低リップル電圧実効値 

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A は、電圧

実効値データの 1.024 秒平均も算出します。平均電圧実効値は、

符号付き 24 ビット値であり、VARMS_LRIP、VBRMS_LRIP およ

びVCRMS_LRIPレジスタに格納されます。低リップル・レジスタ

は、外部平均化を不要にし、安定した読出しができます。これら

の平均実効値レジスタは、1.024秒ごとに更新され、平均で8192個
の実効値のサンプルを収納しています。VxRMS_LRIPレジスタの

値は、2.048 秒後に 99%以内に入って安定します。 

図 65. 電圧実効値の信号処理 
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電圧実効値オフセット補償 

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A には、次

の各相の電圧実効値オフセット補償レジスタが内蔵されていま

す：AVRMSOS、BVRMSOS、CVRMSOS。これらの 24 ビット符

号付きレジスタは、電圧実効値の計算でオフセットを除去します。

積算された入力ノイズが V2(t)の直流成分に含まれることにより、

実効値計算にオフセットが生じることがあります。電圧実効値オ

フセット補償レジスタは、128 で乗算し、二乗した電圧実効値に

加算してから、平方根を求めます。電圧実効値計算での最大値が、

フルスケール交流入力（50Hz または 60Hz）で 4,191,910 であると

仮定すると、電圧実効値オフセットの 1LSB は、フルスケールか

ら 60dB 低い、次の実効値測定値を表します。

低電圧でオフセットのキャリブレーションを実行します。キャリ

ブレーションのためには、ゼロ電圧を使用しないでください。

ここで、V rms0はオフセット補正なしの実効値測定値です。  

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A のシリア

ル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワードで動作しますが、

DSPは 28ビット・ワードで動作します。図 34に示す xIGAINレジ

スタと同様に、 24 ビットの AVRMSOS、BVRMSOS および

CVRMSOS レジスタは 28 ビットに符号拡張され、4 つの 0 が埋め

込まれた 32 ビット・レジスタとして送信されます。

3 相 3 線式デルタ構成の電圧実効値 

3 相 3線式デルタ構成では、B相がシステムのグラウンドと見なさ

れ、それを基準にして A 相と C 相の電圧が測定されます。

ACCMODE レジスタの 01 に等しい CONSEL ビットを用いて、こ

の構成を選択します（ADE7854A、ADE7858A、ADE7868Aおよび

ADE7878A を使用できる全ての構成については、表 16 を参照）。

この状況では、B相の有効電力、無効電力および皮相電力は全て 0
です。

この構成では、 ADE7854A、 ADE7858A、 ADE7868A および

ADE7878A は、A 相と C 相との間のライン電圧の実効値を計算し、

その結果を BVRMS レジスタに格納します。BVGAIN および

BVRMSOS レジスタを用いて、この構成で計算された BVRMS レ

ジスタをキャリブレーションできます。

有効電力の計算

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、全ての相で総合

有効電力を計算します。総合有効電力の計算では、電圧および電

流の全ての基本波成分および高調波成分を考慮します。更に、

ADE7878A は、基本波有効電力（電圧および電流の基本波成分に

よってのみ決定される電力）を計算します。

総合有効電力の計算 

電力は、ソースから負荷への電力量の流速として定義され、電圧

波形と電流波形の積によって与えられます。結果として得られる

波形は瞬時電力信号であり、各瞬間の電力量の流速に等しくなり

ます。電力の単位はワットまたはジュール/秒です。交流システム

に電圧 v(t)が供給され、電流 i(t)を消費し、電圧および電流が高調

波を含む場合は、以下のようになります。

ここで、

Vkと Ikは、それぞれ各高調波の実効値電圧と電流です。 
φkと γkは各高調波の位相遅延です。  

交流システムの瞬時電力は、次のとおりです。

整数回（n）のライン・サイクルにわたる平均電力は、式 24 で与

えられます。

ここで、

T はライン・サイクル周期。  
P は総合有効電力、すなわち総合実電力。 

総合有効電力は、式 23 の瞬時電力信号 p(t)の直流成分に等しいこ

とに注意してください。すなわち、

この式を用いて、各相のデバイスの総合有効電力を計算します。

基本波有効電力の式は、以下のように、k = 1とした式 24で得られ

ます。

図 66 に、デバイスが各相の総合有効電力を計算する方法を示しま

す。まず各相の電流信号と電圧信号を乗算します。次に、ローパ

ス・フィルタ LPF2 を用いて、各相（A、B、C）の瞬時電力信号

の直流成分を抽出します。
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図 66. 総合有効電力のデータ経路 

相電流と相電圧が基本波成分のみを含み、位相が一致しており

（すなわち、φ1 = γ1 = 0）、それらがフルスケール ADC 入力に対

応する場合、それらを乗算すると、直流成分が V1 × I1 で、正弦波

成分が V1 × I1 cos(2ωt)となる瞬時電力信号が得られます。図 67 に、

対応する波形を示します。

図 67. 有効電力の計算 

LPF2 は理想的なレンガ壁形の周波数応答を示さないため（図 68
参照）、有効電力信号には瞬時電力信号によるリップルが多少あ

ります。このリップルは正弦波であり、周波数はライン周波数の

2 倍です。リップルは本質的に正弦波であるため、有効電力信号

が時間積分され、電力量が計算されると、リップルは除去されま

す。

CONFIG_A レジスタのビット 1（LPFSEL）で、LPF2 の強度を選

択します。LPFSEL を 0（デフォルト値）に設定すると、セトリン

グ時間は 650 ミリ秒、リップル減衰は 65dB になります。LPFSEL
を 1 に設定すると、セトリング時間は 1300 ミリ秒、リップル減衰

は 128dB になります。LPFSEL ビットを 0 に設定したときの LPF2
の周波数応答を図 68 に、LPFSEL ビットを 1 に設定したときの

LPF2 の周波数応答を図 69 に示します。 

図 68. 各相での瞬時電力のフィルタ処理に使用される LPF2 の周波数

応答：CONFIG_A レジスタの LPFSEL ビットを 0 に設定した場合 

図 69. 各相での瞬時電力のフィルタ処理に使用される LPF2 の周波数

応答：CONFIG_A レジスタの LPFSEL ビットを 1 に設定した場合 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、各相の瞬時総合

有効電力を AWATT、BWATTおよび CWATTレジスタに格納しま

す。レジスタの式は次のとおりです。

ここで、

VFSと IFSは、ADC 入力がフルスケールのときの、それぞれ相電圧

と相電流の実効値。

PMAX = 33,516,139（ADC 入力がフルスケールで、位相が一致し

ているときに計算される瞬時電力）。
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様々なシリアル・ポートを用いて、xWATT[23:0]波形レジスタに

アクセスできます（波形サンプリング・モードのセクションを参

照）。

基本波有効電力の計算—ADE7878A のみ 

ADE7878A は、独自のアルゴリズムを用いて基本波有効電力を計

算します。このアルゴリズムでは、ネットワーク周波数の初期化

と電圧チャンネルで測定された公称電圧の初期化が必要になりま

す。 COMPMODE レジスタのビット 14 （ SELFREQ ）は、

ADE7878A が接続されているネットワークの周波数に応じて設定

する必要があります。ネットワーク周波数が 50Hzの場合、ビット

14（SELFREQ）を 0（デフォルト値）にクリアします。ネット

ワーク周波数が 60Hz の場合は、SELFREQ を 1 に設定します。更

に、次の式に基づいて、24ビット符号付きレジスタ VLEVELを正

の値で初期化します。

ここで、

VFSは、ADC 入力がフルスケールであるときの相電圧の実効値。 
Vnは相電圧実効値の公称値。 

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7878A のシリアル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワー

ドで動作し、DSP は 28 ビットで動作します。図 34 のレジスタと

同様に、24 ビット符号付きレジスタ VLEVELは、4 つの MSB に 0
が埋め込まれ、28ビットに符号拡張された 32ビット・レジスタと

してアクセスされます。

表 14 に、基本波有効電力測定のセトリング時間を示します。 

表 14. 基本波有効電力のセトリング時間 

有効電力ゲインのキャリブレーション 

各相における LPF2 出力からの平均有効電力の結果は、各相の 24
ビットのワット・ゲイン・レジスタ（AWGAIN、BWGAIN、

CWGAIN、AFWGAIN、BFWGAINまたはCFWGAIN）に書き込む

ことによって、±100%だけスケーリングできることに注意してく

ださい。

各相の 24 ビットのワット・ゲイン・レジスタ（AWGAIN、

BWGAIN、CWGAIN、AFWGAIN、BFWGAIN または CFWGAIN）

に書き込むことによって、各相における PDF2 出力からの平均有

効電力の結果は、±100%スケーリングされます。  

xWGAIN レジスタは、各相の総合有効電力データ経路に配置され、

xFWGAIN レジスタ（ADE7878A でのみ使用可能）は、各相の基

本波有効電力データ経路に配置されます。ワット・ゲイン・レジ

スタは 2 の補数の符号付きレジスタで、分解能は 2−23/LSB です。

式 28 は、ワット・ゲイン・レジスタの機能を数学的に説明してい

ます。

出力は、0xC00000 をワット・ゲイン・レジスタに書き込むことに

よって、−50%スケーリングされ、0x400000 を書き込むことに

よって、+50%増加します。これらのレジスタは、各相について、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A で有効電力（または

電力量）計算をキャリブレーションします。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32、16または 8ビット・ワードで動作し、DSPは 28ビットで

動作します。図 34 に示すレジスタと同様に、AWGAIN、

BWGAIN、CWGAIN、AFWGAIN、BFWGAIN および CFWGAIN
の 24ビット符号付きレジスタは、4つの MSBに 0が埋め込まれ、

28ビットに符号拡張された 32ビット・レジスタとしてアクセスさ

れます。

有効電力オフセットのキャリブレーション 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、各相および各有

効電力についてワット・オフセット、24 ビット・レジスタを内蔵

しています。AWATTOS、BWATTOS および CWATTOS レジスタ

は、総合有効電力計算のオフセットを補償し、AFWATTOS、
BFWATTOS および CFWATTOS レジスタは、基本波有効電力計算

のオフセットを補償します。これらの符号付き、2 の補数、24
ビット・レジスタは、有効電力計算におけるオフセットを除去し

ます。

PCB 上またはチップ自体のチャンネル間のクロストークにより、

電力計算でオフセットが生じることがあります。有効電力オフ

セット・レジスタの 1LSBは、有効電力の乗算器出力の 1LSBに相

当します。フルスケールの電流／電圧入力では、LPF2 出力は

PMAX = 33,516,139 となります。フルスケールから−80dB 低い（有

効電力を 104 倍スケールダウン）場合、有効電力オフセット・レ

ジスタの 1LSB は PMAX の 0.0298%を表します。 

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32、16または 8ビット・ワードで動作し、DSPは 28ビットで

動作します。図 34に示すレジスタと同様に、24ビット符号付きレ

ジスタの AWATTOS、BWATTOS、CWATTOS、AFWATTOS、
BFWATTOS および CFWATTOS は、4 つの MSB に 0 が埋め込ま

れ、28ビットに符号拡張された 32ビット・レジスタとしてアクセ

スされます。

有効電力計算の符号 

平均有効電力は符号付きで計算されます。電流波形と電圧波形の

位相差が 90º を超えると、平均電力は負になります。負の電力は、

電力量が送電系統に戻されることを示します。ADE7854A/ 
ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、有効電力計算のための符号

検出回路を有し、総合有効電力または基本波有効電力を監視でき

ます。有効電力量の計算のセクションで説明したように、有効電

力量の積算は 2 段階で実行されます。第 1 段階の終了時に電力量

積算で符号変化が検出されるたびに、すなわち、内部アキュム

レータで積算された電力量が WTHR レジスタの閾値に達した後に、

専用の割込みがトリガされます。PHSIGN レジスタを用いて、各

相の有効電力の符号を読み出します。
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ACCMODE レジスタのビット 6（REVAPSEL）は、監視する有効

電力のタイプを設定します。REVAPSEL を 0（デフォルト値）に

設定すると、総合有効電力が監視されます。REVAPSEL を 1 に設

定すると、基本波有効電力が監視されます。

STATUS0レジスタのビット[8:6]（それぞれ REVAPC、REVAPB、
REVAPA）は、ACCMODE レジスタのビット 6（REVAPSEL）で

選択された電力の符号が変化したときに設定されます。

PHSIGN レジスタのビット[2:0]（それぞれ CWSIGN、BWSIGN、

AWSIGN）は、REVAPC、REVAPB、REVAPA のビットと同時に

設定され、これらのビットは電力の符号を示します。これらの

ビットが 0に設定されると、対応する電力は正であり、1に設定さ

れている場合、対応する電力は負です。

STATUS0 レジスタのビット REVAPx と PHSIGN レジスタのビッ

ト xWSIGN は、ACCMODE レジスタのビット 6（REVAPSEL）で

選択された電力タイプである位相 x の総合有効電力を表します。

STATUS0レジスタのビット[8:6]（それぞれ REVAPC、REVAPB、
REVAPA）に付加された割込みは、MASK0レジスタのビット[8:6]
を設定することによりイネーブルになります。イネーブルになる

と、IRQ0ピンはローに設定され、符号の変化が発生するとステー

タス・ビットが 1 に設定されます。割込みをトリガした相を特定

するには、STATUS0 レジスタを読み出した直後に、PHSIGN レジ

スタを読み出します。次に、対応するビットを 1 に設定して

STATUS0レジスタに書き込むと、ステータス・ビットがクリアさ

れ、IRQ0ピンがハイに戻ります。

有効電力量の計算 

前述したように、電力は電力量の流速と定義されます。この関係

は、次のように数学的に表されます。

逆に、電力量は電力の積分であり、次のように表されます。

総合有効電力量と基本波有効電力量の積算は、常に符号付き演算

です。負の電力量は有効電力量から減算されます。ADE7854A/ 
ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、2 段階で有効電力信号を積

分します（図 71 参照）。このプロセスは、総合有効電力と基本波

有効電力の両方で同一です。第 1段階はDSP内部で達成され、125
マイクロ秒ごと（周波数 8kHz）に、各相の瞬時総合または基本波

有効電力が内部レジスタに積算されます。閾値に達すると、プロ

セッサ・ポートでパルスが生成され、閾値が内部レジスタから減

算されます。この瞬間の電力量の符号が、有効電力の符号と見な

されます（有効電力計算の符号のセクションを参照）。第 2 段階

は、DSP の外部で発生し、プロセッサによって生成されたパルス

を内部の 32 ビット積算レジスタで積算します。これらのレジスタ

にアクセスすると、これらのレジスタの内容は、ワット時レジス

タの xWATTHR および xFWATTHR に転送されます（図 70 参照）。

図 70. DSP 内部の有効電力の積算 

図 71. 総合有効電力量の積算 
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48ビット符号付きレジスタ WTHRは、ユーザが導入した閾値を格

納しており、それは、全相の総合および基本波有効電力に対して

共通です。この値は、ワット時レジスタの 1LSB に割り当てられ

る電力量に依存します

xWATTHR レジスタの 1LSB として、有効電力量（wh）を[10n wh]
（n は整数）の形式で表したい場合、xWATTHR レジスタは以下

の式を用いて計算できます。

ここで、

PMAX = 33,516,139 = 0x1FF6A6B（ADC 入力がフルスケールのと

きに計算される瞬時電力）。

fS = 8kHz（DSP が瞬時電力を計算する周波数）。 
VFSと IFSは、ADC 入力がフルスケールのときの、それぞれ相電圧

と相電流の実効値。

WTHRに書き込める最大値は、247 − 1です。最小値は0x0ですが、

PMAX 以上の数値を書き込むことを推奨します。負の数は使用し

ないでください。

WTHRは 48ビット・レジスタです。電流波形ゲイン・レジスタの

セクションで説明したように、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/
ADE7878A のシリアル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワー

ドで動作します。図 72 に示すように、WTHR レジスタは、2 つの

32ビット・レジスタ（WTHR1と WTHR0）としてアクセスされ、

それぞれ 8 つの MSB に 0 が埋め込まれています。

図 72. 2 つの 32 ビット・レジスタとして送信される WTHR[47:0] 

この離散時間の積算または加算は、式 32 による連続時間での積分

と等価です。

ここで、

n は離散時間のサンプル数。 
T はサンプル周期。 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A では、各相の総合有

効電力は、32 ビット符号付きレジスタの AWATTHR、BWATTHR
および CWATTHRに積算され、各相の基本波有効電力は、32ビッ

ト符号付きレジスタの AFWATTHR 、 BFWATTHR および

CFWATTHR に積算されます。有効電力が正の場合、有効電力量

レジスタの内容はフルスケールの負（0x80000000）にロールオー

バーし、値が増加し続けます。逆に、有効電力が負の場合、有効

電力量レジスタはフルスケールの正（0x7FFFFFFF）にアンダーフ

ローし、値が減少し続けます。

xWATTHR レジスタのうちの 1 つのビット 30 が変更されると、

STATUS0 レジスタのビット 0（AEHF）が設定されます。これは、

これらのレジスタの 1 つが半分だけ占められていることを示しま

す。有効電力が正の場合、ワット時レジスタが 0x3FFFFFFF から

0x40000000 にインクリメントすると、そのレジスタは半分だけ占

められます。有効電力が負の場合、ワット時レジスタが

0xC0000000 から 0xBFFFFFFF にデクリメントすると、そのレジス

タは半分だけ占められます。同様に、xFWATTHRレジスタのうち

の 1つのビット 30が変更されると、STATUS0レジスタのビット 1
（FAEHF）が設定されます。これは、これらのレジスタの 1 つが

半分だけ占められていることを示します。

MASK0 レジスタのビット[1:0]を設定すると、それぞれ FAEHF 割

込みと AEHF 割込みがイネーブルになります。イネーブルされる

と、 xWATTHR （AEHF 割込みの場合）または xFWATTHR
（FAEHF 割込みの場合）のいずれかの電力量レジスタが半分だけ

占められると常に、IRQ0ピンがローに設定され、ステータス・

ビットが 1 に設定されます。対応するビットを 1 に設定して

STATUS0レジスタに書き込むと、ステータス・ビットがクリアさ

れ、IRQ0ピンがロジック・ハイに設定されます。  

LCYCMODE レジスタのビット 6（RSTREAD）を設定すると、全

てのワット時積算レジスタのリセット機能付き読出しが可能にな

ります。つまり、読出し動作後にレジスタは 0 にリセットされま

す。

定常負荷時の積分時間 

積算レジスタの離散時間サンプル周期（t）は、125 マイクロ秒

（周波数 8kHz）です。アナログ入力にフルスケール正弦波信号を

印加し、ワット・ゲイン・レジスタを 0x00000 に設定すると、各

LPF2 からの平均ワード値は、PMAX = 33,516,139 = 0x1FF6A6B に

なります。WTHR レジスタの閾値を PMAX レベルに設定すると、

125 マイクロ秒ごとに追加される DSP パルスがワット時レジスタ

に生成されます。

ワット時積算レジスタがオーバーフローする前に、それに格納で

きる最大値は、231 − 1、つまり 0x7FFFFFFF です。

積分時間を次のように計算します。

電力量積算モード 

各 32 ビットワット時積算レジスタ（AWATTHR、BWATTHR、

CWATTHR、AFWATTHR、BFWATTHR および CFWATTHR）に

積算される有効電力は、ACCMODE レジスタのビット 5 および

ビット 4（CONSEL ビット）の設定に依存します（表 15 参照）。 
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表 15. ワット時積算レジスタへの入力 

1 3 相 3 線式の場合（CONSEL[1:0] = 01）、デバイスは A 相と C 相の間のラ

イン電圧の実効値を計算し、その結果を BVRMS レジスタに格納します

（3 相 3 線式デルタ構成の電圧実効値のセクションを参照）。その結果、

デバイスは、物理的な意味を持たない B 相に関連付けられた電力を計算

します。B 相に対応する電力に関連する周波数出力ピン（CF1、CF2 また

は CF3/HSCLK）のエラーを回避するには、COMPMODE レジスタのビッ

ト TERMSEL1[1]、ビット TERMSEL2[1]、またはビット TERMSEL3[1]を
0 に設定して、B 相による電力量／周波数変換への寄与を無効にします

（電力量／周波数変換のセクションを参照）。 

多相電力量計の使用状況に応じて、適切な数式を選択し、有効電

力量を計算します。米国の ANSI C12.10 規格では、電力量計の各

種構成が定義されています。表 16 は、こうした各種構成でどの

モードを選択するかを示しています。

表 16. 電力量計の形式の構成 

ACCMODE レジスタのビット[1:0]（WATTACC[1:0]）は、総合有

効電力および基本波有効電力の関数としてCF周波数出力を生成す

る方法を決定します。ワット時積算レジスタが有効電力を符号付

き形式で積算するのに対し、周波数出力は、WATTACC[1:0]ビッ

トの機能として、符号付きモードまたは絶対モードのいずれかで

生成できます。詳細については、電力量／周波数変換のセクショ

ンを参照してください。

ライン・サイクル有効電力量積算モード

ライン・サイクル電力量積算モードでは、電力量積算が電圧チャ

ンネルのゼロ交差に同期するため、有効電力量は整数回のハー

フ・ライン・サイクルにわたって積算されます。整数回のライ

ン・サイクルにわたって有効電力量を合算する利点は、有効電力

量の正弦波成分が 0 に減少することです。これにより、電力量計

算でリップルが除去され、短時間で正確に電力量を積算できます。

ライン・サイクル電力量積算モードを用いると、電力量キャリブ

レーションが大幅に簡略化され、電力量計キャリブレーション時

間が大幅に短縮されます。

ライン・サイクル電力量積算モードでは、ADE7854A/ADE7858A/
ADE7868A/ADE7878A は、整数回のライン・サイクルの後に、32
ビット内部積算レジスタに積算された有効電力量を、xWATTHR
レジスタまたは xFWATTHR レジスタに転送します（図 73 参照）。

LINECYCレジスタはハーフ・ライン・サイクルの回数を指定しま

す。

図 73. ライン・サイクル有効電力量積算モード 

LCYCMODE レジスタのビット 0（LWATT）を設定すると、ライ

ン・サイクル有効電力量積算モードが有効になります。LINECYC
がハーフ・ライン・サイクルの回数を検出した後、整数回のハー

フ・ライン・サイクルにわたる電力量積算が、ワット時積算レジ

スタに書き込まれます。ライン・サイクル積算モードを使用する

場合は、LCYCMODE のビット 6（RSTREAD）をロジック 0 に設

定します。これは、このモードではワット時レジスタのリセット

機能付き読出しができないためです。

A 相、B 相および C 相のゼロ交差は、LCYCMODE レジスタ内の

ビット[5:3]（ZXSEL[x]）を設定することによってハーフ・ライ

ン・サイクルの回数をカウントするときに含まれます。3 相全て

のゼロ交差を任意に組み合わせて、ゼロ交差をカウントできます。

キャリブレーション中にゼロ交差カウントに含めるには、一度に

1 つの相のみを選択します。

16 ビット符号なしレジスタ LINECYC は、ゼロ交差の回数を指定

します。ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、最大

65,535 回組み合わせたゼロ交差に対して有効電力を積算できます。

内部ゼロ交差カウンタは常にアクティブであることに注意してく

ださい。したがって、LCYCMODE レジスタにビット 0（LWATT）
を設定することにより、最初の電力量積算結果が不正確になりま

す。LWATT ビットの設定時に LINECYC レジスタに書き込むと、

ゼロ交差カウンタがリセットされるため、最初の電力量積算結果

の正確さが確保されます。

電力量キャリブレーション・サイクルの終了時に、STATUS0レジ

スタのビット 5（LENERGY）が設定されます。MASK0 割込みマ

スク・レジスタの対応するマスク・ビットが有効になっている場

合、IRQ0ピンはアクティブ・ローになります。対応するビットを

1 に設定して STATUS0 レジスタに書き込むと、ステータス・ビッ

トがクリアされ、IRQ0ピンがハイにリセットされます。ライン・

サイクル積算モードでは、有効電力は整数回のハーフ・ライン・

サイクルで積分されるため、正弦波成分は 0 に減少し、電力量計

算でリップルは除去されます。したがって、ライン・サイクル積

算モードを用いて積算された総合有効電力量は、次のようになり

ます。
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ここで、nT は積算時間。 

ライン・サイクル有効電力量積算は、有効電力量積算と同じ信号

経路を使用することに注意してください。これら 2 つの方法の

LSB サイズは同じです。

無効電力の計算—ADE7858A、ADE7868A、

ADE7878A のみ

ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、全ての相に対して総合無効

電力を計算できます。総合無効電力は、電圧および電流の全ての

基本波成分および高調波成分を積分します。ADE7878A は、電圧

および電流の基本波成分によってのみ決定される電力である基本

波無効電力も計算します。

リアクタンス素子（インダクタまたはコンデンサ）を含む負荷は、

印加された交流電圧と、その結果生じる電流の間に位相差を生じ

ます。VAR は、リアクタンス素子に関連付けられた電力（無効電

力）の単位です。無効電力は、電圧波形と電流波形の一方の全て

の高調波成分が 90º 位相シフトしている場合、これらの波形の積

として定義されます。

式 38 は、電流チャンネルの位相が 90°シフトしたときの交流シス

テムにおける瞬時無効電力信号を表しています。

ここで、iʹ(t)は、全ての高調波成分が 90°位相シフトした電流波形。 

次に、瞬時無効電力 q(t)は、次式で表すことができます。 

q(t)は次のように書き直せることに注意してください。 

式 40 は、整数回（n）のライン・サイクルにわたる平均総合無効

電力を表します。

ここで、

T はライン・サイクルの周期。 
Q は総合無効電力。   

総合無効電力は、式 39 における瞬時無効電力信号 q(t)の直流成分

に等しいことに注意してください。すなわち、

この関係式は、各相で ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A が総合無

効電力を計算するのに使用されます。瞬時無効電力信号 q(t)は、

各相で電圧信号の各高調波に、対応する 90º 位相シフトした電流

の高調波を乗算することによって生成されます。

ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、各相の瞬時総合無効電力を

AVAR、BVAR および CVAR レジスタに格納します。それらは、

次のように表されます。

ここで、

VFSと IFSは、ADC 入力がフルスケールのときの相電圧と相電流の

実効値です。

PMAX = 33,516,139（ADC 入力がフルスケールで、位相が一致し

ているときに計算される瞬時電力）。

xVAR 波形レジスタには、様々なシリアル・ポートを用いてアク

セスできます。詳細については、波形サンプリング・モードのセ

クションを参照してください。

有効電力の計算のセクションで説明されているように、

CONFIG_A レジスタの LPFSEL ビットを用いて、電力計測での

フィルタリングを強化します。LPFSELビットはデフォルトで 0で
あり、1 に設定すると、電力フィルタリングの強度が増します

（図 68 と図 69 を参照）。このフィルタリングは、総合有効電力

と総合無効電力の両方の計測に影響します。

基本波無効電力の式は、次のように、式 40 で k = 1 として得られ

ます。
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ADE7878A は、独自のアルゴリズムを用いて基本波無効電力を計

算します。このアルゴリズムでは、ネットワーク周波数および電

圧チャンネルで測定された公称電圧の初期化が必要です。これら

の初期化は、基本波有効電力と無効電力の両方に共通です（有効

電力の計算のセクションを参照）。

表 17 は、基本波無効電力計測のためのセトリング時間を示します。

これは、電力が ADE7878A の入力における値を反映するのに要す

る時間です。

表 17. 基本波無効電力のセトリング時間 

無効電力ゲインのキャリブレーション 

各相のVARゲイン24ビット・レジスタ（AVARGAIN、BVARGAIN、

CVARGAIN、AFVARGAIN、BFVARGAIN、CFVARGAIN）のい

ずれかに書き込むことにより、各相の平均無効電力を±100%ス

ケーリングします。xVARGAIN レジスタは、各相の総合無効電力

データ経路に配置され、xFVARGAIN レジスタは、各相の基本波

無効電力データ経路に配置されます。xVARGAIN レジスタは、2
の補数、符号付きレジスタで、分解能は 2−23/LSB です。

xVARGAIN レジスタの機能は次のように表されます。

出力は、xVARGAIN レジスタに 0xC00000 を書き込むことによっ

て−50%スケーリングされ、0x400000 を書き込むことによって

+50%増加します。これらのレジスタを用いて、各相のデバイスの

無効電力（または電力量）ゲインをキャリブレーションします。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポートは、32、16
または 8 ビット・ワードで動作し、DSP は 28 ビットで動作します。

図 34 に示したレジスタと同様に、24 ビット符号付きレジスタの

AVARGAIN 、 BVARGAIN 、 CVARGAIN 、 AFVARGAIN 、

BFVARGAIN、CFVARGAIN は、4 つの MSB に 0 が埋め込まれ、

28ビットに符号拡張された 32ビット・レジスタとしてアクセスさ

れます。

無効電力オフセットのキャリブレーション 

ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、各相および各無効電力につ

いて無効電力オフセット・レジスタを内蔵しています。AVAROS、
BVAROS および CVAROS レジスタは、総合無効電力計算でオフ

セットを補償し、AFVAROS、BFVAROSおよび CFVAROSレジス

タは、基本波無効電力計算でオフセットを補償します。これらの

符号付き、2 の補数、24 ビット・レジスタは、無効電力計算でオ

フセットを除去します。オフセットは、PCB 上またはチップ自体

のチャンネル間のクロストークにより、電力計算で生じることが

あります。これらのレジスタのオフセット分解能は、有効電力オ

フセット・レジスタの分解能と同じです（有効電力オフセットの

キャリブレーションのセクションを参照）。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポートは、32、16
または 8 ビット・ワードで動作し、DSP は 28 ビットで動作します。

図 34 に示すレジスタと同様に、24 ビット符号付きレジスタの

AVAROS、BVAROS、CVAROS、AFVAROS、BFVAROS および

CFVAROS は、4 つの MSB に 0 が埋め込まれ、28 ビットに符号拡

張された 32 ビット・レジスタとしてアクセスされます。 

無効電力計算の符号 

無効電力は、符号付きで計算されることに注意してください。表 18
は、電圧と電流の間の位相差と、結果として得られる無効電力計

算の符号との関係をまとめたものです。

表 18. 無効電力計算の符号 

1 Φ は、電圧信号から電流信号を差し引いた位相角として定義されます。

すなわち、Φ は、負荷が誘導性であれば正であり、負荷が容量性であれ

ば負になります。 

ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、無効電力計算用の符号検出

回路を備えており、この回路は、総合無効電力または基本波無効

電力を監視できます。無効電力量の計算のセクションで説明した

ように、無効電力量の積算は 2 段階で実行されます。電力量積算

の第 1 段階の終了時に符号変化が検出されるたびに、すなわち内

部アキュムレータで積算された電力量が VARTHRレジスタの閾値

に達した後に、専用の割込みがトリガされます。各相の無効電力

の符号は、PHSIGN レジスタから読み出します。ACCMODE レジ

スタのビット 7（REVRPSEL）は、監視する無効電力のタイプを

設定します。REVRPSEL を 0（デフォルト値）に設定すると、総

合無効電力が監視され、REVRPSEL を 1 に設定すると、基本波無

効電力が監視されます。

ACCMODE レジスタのビット 7（REVRPSEL）で選択された電力

の符号が変化すると、ビット [12:10]（それぞれ REVRPC、

REVRPB、REVRPA）が STATUS0 レジスタに設定されます。   

PHSIGN のレジスタのビット [6:4]（それぞれ CVARSIGN、

BVARSIGN 、 AVARSIGN ） は 、 REVRPC 、 REVRPB お よ び

REVRPA ビットと同時に設定されます。それらは無効電力の符号

を示します。これらのビットが 0 に設定されている場合、無効電

力は正です。これらのビットが 1 に設定されている場合、無効電

力は負です。

STATUS0レジスタのビット REVRPxと PHSIGNレジスタのビット

xVARSIGN は、ACCMODE レジスタのビット REVRPSEL で選択

された電力タイプである x 相の無効電力を表します。  

MASK0レジスタのビット[12:10]を設定すると、それぞれREVRPC、
REVRPB、REVRPA 割込みがイネーブルになります。イネーブル

になると、IRQ0ピンはローに設定され、ステータス・ビットは、

符号が変化するたびに 1 に設定されます。割込みをトリガした相

を特定するには、STATUS0 レジスタを読み出した直後に PHSIGN
レジスタを読み出します。次に、対応するビットを 1 に設定して

STATUS0レジスタに書き込んで、ステータス・ビットをクリアし、

IRQ0ピンをハイに設定します。
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無効電力量の計算 

無効電力量は、無効電力の積分として定義されます。

総合無効電力量と基本波無効電力量の積算は、常に符号付き演算

です。負の電力量は無効電力量から減算されます。

有効電力と同様に、ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、無効電

力信号を 2 段階で積分します（図 74 参照）。このプロセスは、総

合無効電力と基本波無効電力の両方で同一です。

• 第 1 段階は DSP 内部で行われ、125 マイクロ秒ごと（周波数

8kHz）に、各相の瞬時総合または基本波有効電力が内部レジス

タに積算されます。閾値に達すると、プロセッサ・ポートでパ

ルスが生成され、閾値が内部レジスタから減算されます。この

瞬間の電力量の符号は、無効電力の符号と見なされます（詳細

については、無効電力計算の符号のセクションを参照）。

• 第 2 段階は、DSP の外部で実行され、プロセッサによって生成

されたパルスを内部の 32 ビット積算レジスタに積算します。こ

れらのレジスタがアクセスされると、レジスタの内容が VAR時

レジスタ（xVARHR と xFVARHR）に転送されます。AVARHR、
BVARHR、CVARHR、AFVARHR、BFVARHR、CFVARHR は、

各相の基本波無効電力を表しています。

有効電力量の計算のセクションの図 70 で、このプロセスを説明し

ています。48 ビット符号付きレジスタ VARTHR は、ユーザが導

入した閾値を格納しており、それは、各相の総合および基本波有

効電力に対して共通です。この値は、VAR 時レジスタの 1LSB に

割り当てられる電力量に依存します。

xVARHRレジスタの 1LSBとして、無効電力量（varh）を[10n varh]
（n は整数）の形式で表したい場合、VARTHR レジスタは以下の

式を用いて計算できます。

ここで、

PMAX = 33,516,139 = 0x1FF6A6B（ADC 入力がフルスケールのと

きに計算される瞬時電力）。

fS = 8kHz（DSP が瞬時電力を計算する周波数）。  
VFSと IFSは、ADC 入力がフルスケールのときの相電圧と相電流の

実効値。

VARTHR レジスタに書き込める最大値は、247 − 1 です。最小値は

0x0 ですが、PMAX 以上の数値を書き込むことを推奨します。負

の数は使用しないでください。

WTHR レジスタ（図 72 参照）と同様に、48 ビット・レジスタ

VARTHR は、 2 つの 32 ビット・レジスタ（VARTHR1 と

VARTHR0）としてアクセスされ、それぞれ、8 つの MSB に 0 が

埋め込まれています。電圧波形ゲイン・レジスタのセクションで

説明したように、ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・

ポートは、32、16 または 8 ビット・ワードで動作します。   

この離散時間の積算または加算は、式 46 に示すように、連続時間

における積分と等価です。

ここで、

n は離散時間のサンプル数。 
T はサンプル周期。  

ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A では、各相の総合無効電力は、

32 ビット符号付きレジスタの AVARHR、BVARHR および

CVARHRに積算されます。各相の基本波無効電力は、32ビット符

号付きレジスタの AFVARHR、BFVARHR および CFVARHR に積

算されます。無効電力が正の場合、無効電力量レジスタの内容は、

フルスケールの負（0x80000000）にロールオーバーし、値が増加

し続けることができます。逆に、無効電力が負の場合、無効電力

量レジスタはフルスケールの正（0x7FFFFFFF）にアンダーフロー

し、値が減少し続けます。

STATUS0レジスタのビット 2（REHF）は、xFVARHRレジスタの

うちの 1 つのビット 30 が変更されたときに設定され、これらのレ

ジスタの 1 つが半分だけ占められていることを示します。無効電

力が正の場合、VAR 時レジスタは、0x3FFFFFFF から 0x40000000
にインクリメントすると、半分だけ占められます。無効電力が負

の場合、VAR時レジスタは、0xC0000000から 0xBFFFFFFFにデク

リメントすると、半分だけ占められます。同様に、STATUS0レジ

スタのビット 3（FREHF）は、xFVARHRレジスタのうちの 1つの

ビット 30 が変更されたときに設定され、これらのレジスタの 1 つ

が半分だけ占められていることを示します。

MASK0 レジスタのビット[3:2]を設定すると、それぞれ FREHF 割

込みと REHF 割込みがイネーブルになります。イネーブルされる

と、電力量レジスタの 1 つ（REHF 割込みでは xVARHR、FREHF
割込みでは xFVARHR）が半分だけ占められると常に、IRQ0ピン

がローになり、ステータス・ビットが 1 に設定されます。対応す

るビットを 1に設定して STATUS0レジスタに書き込むと、ステー

タス・ビットがクリアされ、IRQ0ピンがハイに設定されます。

LCYCMODE レジスタのビット 6（RSTREAD）を設定すると、全

ての VAR時積算レジスタのリセット機能付き読出しが可能になり

ます。つまり、読出し動作後に、レジスタは 0 にリセットされま

す。
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図 74. 総合無効電力量の積算 

定常負荷時の積分時間 

積算レジスタの離散時間サンプル周期（T）は、125 マイクロ秒

（周波数 8kHz）です。アナログ入力にフルスケールの純粋な正弦

波信号を印加し、電圧と電流信号の間に 90°の位相差がある（最

大可能無効電力）場合、無効電力を表す平均ワード値は、

PMAX = 33,516,139 = 0x1FF6A6B です。PMAX レベルで VARTHR
閾値を設定すると、125 マイクロ秒ごとに VAR 時レジスタに追加

されるパルスを、DSP が生成します。  

オーバーフローする前に VAR時積算レジスタに格納できる最大値

は、231 − 1、つまり 0x7FFFFFFF です。

積分時間は次式で計算されます。

電力量積算モード 

各 VAR 時積算で積算される無効電力 32 ビット・レジスタ

（AVARHR、BVARHR、CVARHR、AFVARHR、BFVARHR、

CFVARHR）は、ワット時レジスタと相関して、ACCMODE レジ

スタのビット[5:4]（CONSEL[1:0]）の設定に依存します。各種構

成を表 19 に示します。IA'、IB'、IC'は、位相シフトされた電流波

形であることに注意してください。

表 19. VAR 時積算レジスタへの入力 

1 3 相 3 線式（CONSEL[1:0] = 01）の場合、デバイスは A 相と C 相の間のラ

イン電圧の実効値を計算し、その結果を BVRMS レジスタに格納します

（3 相 3 線式デルタ構成の電圧実効値のセクションを参照）。その結果、

デバイスは、物理的な意味を持たない B 相に関連付けられた電力を計算

します。B 相に対応する電力に関連する周波数出力ピン（CF1、CF2、ま

たは CF3/HSCLK）のエラーを回避するには、COMPMODE レジスタの

ビ ッ ト TERMSEL1[1] 、 ビ ッ ト TERMSEL2[1] 、 ま た は ビ ッ ト

TERMSEL3[1]を 0 に設定して、電力量／周波数変換への B 相の寄与を無

効にします（電力量／周波数変換のセクションを参照）。 

ACCMODE レジスタのビット[3:2]（VARACC[1:0]）は、CFx 周波

数出力を総合無効電力と基本波無効電力の関数として生成する方

法を決定します。VAR 時積算レジスタが符号付き形式で無効電力

を積算するのに対して、周波数出力は、VARACC[1:0]の適切な

ビットを設定することにより、符号付きモード、符号調整モード、

絶対モードのいずれかで生成できます。詳細については、電力

量／周波数変換のセクションを参照してください。

ライン・サイクル無効電力量積算モード

ライン・サイクル電力量積算モード（ライン・サイクル有効電力

量積算モードのセクションを参照）では、電力量積算を電圧チャ

ンネルのゼロ交差に同期させて、整数回のハーフ・ライン・サイ

クルにわたって無効電力量を積算できます。

このモードでは、ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、整数回の

ライン・サイクルの後に、32 ビットの内部積算レジスタに積算さ

れた無効電力量を xVARHR レジスタまたは xFVARHR レジスタに

転送します（図 75 参照）。LINECYC レジスタはハーフ・ライ

ン・サイクルの回数を指定します。

LCYCMODE レジスタのビット 1（LVAR）を設定すると、ライ

ン・サイクル無効電力量積算モードが有効になります。整数回の

ハーフ・ライン・サイクルまたはゼロ交差にわたって積算された

総合無効電力は、LINECYCレジスタで指定されたゼロ交差の数が

検出された後に、VAR 時積算レジスタに書き込まれます。ライ

ン・サイクル積算モードでは、VAR 時レジスタのリセット機能付

き読出しは利用できないため、LCYCMODE レジスタのビット 6
（RSTREAD）をロジック 0 に設定します。
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図 75. ライン・サイクル総合無効電力量積算モード 

A相、B相、およびC相のゼロ交差は、LCYCMODEレジスタ内の

ビット[5:3]（ZXSEL[x]）を設定して、ハーフ・ライン・サイクル

の回数をカウントするときに含まれます。3 相全てのゼロ交差を

任意に組み合わせて、ゼロ交差をカウントできます。キャリブ

レーション中にゼロ交差カウントに含めるには、一度に 1 つの相

のみを選択します。

LINECYCレジスタの設定と、ライン・サイクル積算モードに関連

する MASK0 割込みマスク・レジスタのビット 5（LENERGY）の

設定の詳細については、ライン・サイクル有効電力量積算モード

のセクションを参照してください。

皮相電力の計算

皮相電力は、負荷に供給できる最大電力として定義されます。皮

相電力を求める 1 つの方法は、電圧実効値と電流実効値を乗算す

ることです（算術皮相電力と呼ばれます）。

ここで、

S は皮相電力。  
V rms と I rms は、それぞれ実効値電圧と実効値電流。 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、各相の算術皮相

電力を計算します。図 76 は、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ 
ADE7878A で皮相電力を計算するための各相における信号処理を

示します。V rms と I rms には全ての高調波情報が含まれているた

め、デバイスで計算される皮相電力は総合皮相電力となります。

ADE7878A は、基本波電圧／電流の実効値を測定しないため、基

本波皮相電力を計算しないことに注意してください。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、各相の瞬時皮相

電力を AVA、BVA および CVA レジスタに格納します。以下のよ

うに表せます。

ここで、

V と I は、それぞれ相電圧と相電流の実効値。 
VFSと IFSは、ADC 入力がフルスケールのときの、それぞれ相電圧

と相電流の実効値。

PMAX = 33,516,139（ADC 入力がフルスケールで、位相が一致し

ているときに計算される瞬時電力）。

xVA[23:0]波形レジスタは、様々なシリアル・ポートを介してアク

セスできることに注意してください（波形サンプリング・モード

のセクションを参照）。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、各相の実効値電

流と、外部から導入された実効値電圧を乗算して、別の方法で皮

相電力を計算できます（VNOM を用いた皮相電力計算のセクショ

ンを参照）。

皮相電力ゲインのキャリブレーション 

各相における平均皮相電力の結果は、それぞれの 24 ビット・レジ

スタ xVAGAIN（AVAGAIN、BVAGAIN または CVAGAIN）に書

き込むことによって、±100%スケーリングできます。

xVAGAIN レジスタは、2 の補数、符号付きレジスタであり、分解

能は 2−23/LSB です。xVARGAIN レジスタの機能は、次のように数

学的に表されます。

ここで、x は A、B または C 相を表します。  

出力は、xVAGAIN レジスタに 0xC00000 を書き込むことによって

−50%スケーリングされ、0x400000 を書き込むことによって+50%
増加します。これらのレジスタは、各相に対して、ADE7854A/
ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A で皮相電力（または電力量）計

算をキャリブレーションします。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32、16または 8ビット・ワードで動作し、DSPは 28ビットで

動作します。図 34に示すレジスタと同様に、24ビット・レジスタ

の AVAGAIN、BVAGAIN および CVAGAIN は、4 つの MSB に 0
が埋め込まれ、28ビットに符号拡張された 32ビット・レジスタと

してアクセスされます。

皮相電力オフセットのキャリブレーション 

各実効値測定には、実効値の直流成分をキャリブレーションおよ

び除去するためのオフセット補償レジスタが含まれています（実

効値測定のセクションを参照）。電圧と電流の実効値は、皮相電

力信号処理で乗算されます。実効値の乗算ではオフセットが追加

されないため、皮相電力信号処理では特定のオフセット補償は存

在しません。各相での皮相電力測定値のオフセット補償は、個々

の実効値測定値をキャリブレーションして実現されます。
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VNOM を用いた皮相電力計算 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、各相の実効値電

流と、24ビット符号付きレジスタVNOMに外部から導入された実

効値電圧を乗算して、皮相電力を計算できます。COMPMODE レ

ジ ス タ の ビ ッ ト [13:11] （ VNOMCEN 、 VNOMBEN ま た は

VNOMAEN）のうちの 1 つが 1 に設定されると、対応する相

（VNOMxEN の x 相）の皮相電力はこの方法で計算されます。

VNOMxEN ビットを 0（デフォルト値）にクリアすると、算術皮

相電力が計算されます。

VNOM レジスタは、V（所望の実効値電圧）と VFS（ADC 入力が

フルスケールであるときの相電圧の実効値）によって決定される

数を格納しています。

ここで、V は、各相の所望の公称実効値電圧。 

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32、16または 8ビット・ワードで動作します。図 37に示すレ

ジスタと同様に、24 ビット符号付きレジスタ VNOM は、8 つの

MSBに 0が埋め込まれた 32ビット・レジスタとしてアクセスされ

ます。

皮相電力量の計算 

皮相電力量は、皮相電力の積分として定義されます。

有効電力および無効電力と同様に、 ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A は、皮相電力信号を 2 段階で積分します

（図 76 参照）。 

第 1 段階は DSP 内部で行われ、125 マイクロ秒ごと（周波数 8kHz）
に、瞬時皮相電力が内部レジスタに積算されます。閾値に達する

と、プロセッサ・ポートでパルスが生成され、閾値が内部レジス

タから減算されます。

第 2 段階は、DSP の外部で行われ、プロセッサによって生成された

パルスを内部の 32 ビット積算レジスタで積算します。これらのレジ

スタにアクセスすると、レジスタの内容がVA時レジスタ（xVAHR）
に転送されます（有効電力量の計算のセクションの図 71 を参照）。 

48 ビット・レジスタ VATHR には、閾値が格納されています。こ

の値は、VA 時レジスタの 1LSB に割り当てられる電力量に依存し

ます。xVAHR レジスタの 1LSB として、皮相電力量（VAh）を

[10n VAh]の形式で表したい場合、次式を用いて VATHR レジスタ

を計算します。

ここで、

PMAX = 33,516,139 = 0x1FF6A6B（ADC 入力がフルスケールのと

きに計算される瞬時電力）。

fS = 8kHz（DSP が瞬時電力を計算する周波数）。 
VFSと IFSは、ADC 入力がフルスケールのときの、それぞれ相電圧

と相電流の実効値。

VATHR は 48 ビット・レジスタです。電流波形ゲイン・レジスタ

の セ ク シ ョ ン で 説 明 し た よ う に 、 ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポートは、32、16 または 8
ビット・ワードで動作します。図 72 に示す WTHR レジスタと同

様に、VATHR レジスタは、2 つの 32 ビットレジスタ（VATHR1
と VATHR0）としてアクセスされ、それぞれ 8つの MSBに 0が埋

め込まれています。

この離散時間の積算または加算は、式 54 に示すように、連続時間

における積分と等価です。

ここで、

n は離散時間のサンプル数。 
T はサンプル周期。  

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A では、各相の皮相電

力は、32 ビット符号付きレジスタの AVAHR、BVAHR および

CVAHR に積算されます。皮相電力が正の場合、皮相電力量レジ

スタの内容はフルスケールの負（0x80000000）にロールオーバー

し、値が増加し続けることができます。

図 76. 皮相電力データ・フローと皮相電力量積算 
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xVAHR レジスタのうちの 1 つのビット 30 が変更されると、

STATUS0レジスタのビット 4（VAEHF）が設定され、これらのレ

ジスタの 1 つが半分だけ占められていることを示します。皮相電

力は常に正であり、xVAHR レジスタは符号付きであるため、

0x3FFFFFFFから 0x40000000までインクリメントすると、VA時レ

ジスタは半分だけ占められます。MASK0レジスタのビット 4を設

定することにより、STATUS0 レジスタのビット VAEHF に付加さ

れた割込みをイネーブルにします。イネーブルにすると、電力量

レジスタ xVAHR のうちの 1 つが半分だけ占められるときに、

IRQ0ピンがローに設定され、ステータス・ビットが 1 に設定され

ます。対応するビットを 1に設定して STATUS0レジスタに書き込

むと、ステータス・ビットがクリアされ、IRQ0ピンがハイに設定

されます。

LCYCMODE レジスタのビット 6（RSTREAD）を設定すると、全

ての xVAHR 積算レジスタのリセット機能付き読出しが可能にな

ります。つまり、レジスタは読出し動作後に 0 にリセットされま

す。

定常負荷時の積分時間 

積算レジスタの離散時間サンプル周期は 125 マイクロ秒（周波数

8kHz）です。アナログ入力にフルスケールの純粋な正弦波信号が

印加されている場合、皮相電力を表す平均ワード値は PMAX です。

PMAXレベルでVATHR閾値を設定すると、125マイクロ秒ごとに

xVAHR レジスタに追加されるパルスを、DSP が生成します。 

オーバーフローする前に xVAHR 積算レジスタに格納できる最大

値は 231 − 1、つまり 0x7FFFFFFF です。

積分時間を次のように計算します。

電力量積算モード 

各積算レジスタに積算される皮相電力の量は、ACCMODE レジス

タのビット[5:4]（CONSEL[1:0]）の設定に依存します。VA 時積算

レジスタへの入力の各種設定については、表 20 を参照してくださ

い。

表 20. VA 時積算レジスタへの入力 

1 3 相 3 線式の場合（CONSEL[1:0] = 01）、デバイスは A 相と C 相の間のラ

イン電圧の実効値を計算し、その結果を BVRMS レジスタに格納します

（3 相 3 線式デルタ構成の電圧実効値のセクションを参照）。その結果、

デバイスは、物理的な意味を持たない B 相に関連付けられた電力を計算

します。B 相に対応する電力に関連する周波数出力ピン（CF1、CF2、ま

たは CF3/HSCLK）のエラーを回避するには、COMPMODE レジスタの

ビ ッ ト TERMSEL1[1] 、 ビ ッ ト TERMSEL2[1] 、 ま た は ビ ッ ト

TERMSEL3[1]を 0 に設定して、電力量／周波数変換への B 相の寄与を無

効にします（電力量／周波数変換のセクションを参照）。 

ライン・サイクル皮相電力量積算モード

ライン・サイクル電力量積算モードでは、電力量積算を電圧チャ

ンネルのゼロ交差に同期させることが可能であり、皮相電力量を

整数回のハーフ・ライン・サイクルにわたって積算できます（ラ

イン・サイクル有効電力量積算モードのセクションを参照）。こ

のモードでは、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、

整数回のライン・サイクルの後に、32 ビットの内部積算レジスタ

に積算された無効電力量を xVAHR レジスタに転送します（図 77
参照）。LINECYCレジスタはハーフ・ライン・サイクルの回数を

指定します。

図 77. ライン・サイクル皮相電力量積算モード 

ライン・サイクル皮相電力量積算モードは、LCYCMODE レジス

タのビット 2（LVA）を設定することによって有効になります。

整数回のゼロ交差にわたって積算された皮相電力量は、LINECYC
レジスタで指定されたゼロ交差の数が検出された後に、xVAHR積

算レジスタに書き込まれます。ライン・サイクル積算モードでは、

xVAHRレジスタのリセット機能付き読出しが利用できないため、

LCYCMODE レジスタのビット 6（RSTREAD）をロジック 0 に設

定します。

A相、B相および C相のゼロ交差は、それぞれ、LCYCMODEレジ

スタ内のビット[5:3]（ZXSEL[x]）を設定してハーフ・ライン・サ

イクルの回数をカウントするときに含まれます。3 相全てのゼロ

交差を任意に組み合わせて、ゼロ交差をカウントできます。キャ

リブレーション中にゼロ交差カウントに含めるには、一度に 1 つ

の相のみを選択します。

LINECYCレジスタの設定と、ライン・サイクル積算モードに関連

する MASK0 割込みマスク・レジスタのビット 5（LENERGY）の

設定の詳細については、ライン・サイクル有効電力量積算モード

のセクションを参照してください。
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波形サンプリング・モード

電流波形、電圧波形、有効／無効／皮相電力出力の波形サンプルは、

125 マイクロ秒ごと（レート 8kHz）に、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A の様々なシリアル・ポートを介してアクセ

スできる 24 ビット符号付きレジスタに格納されます。表 21 に、

レジスタの一覧とその説明を示します。

表 21. 波形レジスタの一覧 

STATUS0 レジスタのビット 17（DREADY）を用いると、表 21 の
レジスタを、I2C または SPI シリアル・ポートを介して読み出せる

場合にそれを告げることができます。MASK0レジスタのビット 

17（DREADY）を設定することにより、フラグに付加された割込

みをイネーブルにできます。DREADYビットの詳細については、

デジタル・シグナル・プロセッサのセクションを参照してくださ

い。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A には、波形サンプ

ル・レジスタへの高速アクセスを提供するために特別に設計され

た高速データ・キャプチャ（HSDC）ポートが内蔵されています

（HSDCインターフェースのセクションを参照）。1つのコマンド

で全ての波形レジスタにアクセスできる SPI バースト・モードも

あります（SPI のバースト読出し動作のセクションを参照）。  

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32、16 または 8 ビット・ワードで動作します。表 21 の全ての

レジスタは、24ビットから 32ビットに符号拡張されて送信されま

す（図 38 参照）。

電力量／周波数変換

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A には、CF1、CF2、 

CF3/HSCLK の 3 つの周波数出力ピンがあります。CF3 出力は、 

HSDC インターフェースのシリアル・クロック出力とマルチプ

レックスされます。HSDC を有効化すると、このピンでの CF3 機

能が無効化されます。CF1 ピンと CF2 ピンは常時使用可能です。

本セクション全体を通して、デュアル機能ピン名の CF3/HSCLK
は、該当するキャリブレーション周波数出力機能である CF3 のみ

が言及されることに注意してください（完全なピン記号と説明に

ついては、ピン配置およびピン機能の説明のセクションを参照）。

製造時の初期キャリブレーションの後、メーカーまたは最終顧客

が電力量計のキャリブレーションを検証します。電力量計のキャ

リブレーションを検証する便利な方法の 1 つは、出力周波数を定

常負荷条件下での有効／無効／皮相電力のいずれかに比例させる

ことです。この出力周波数は、外部キャリブレーション機器に対

して、光学的に分離されたシンプルな単線インターフェースを提

供 で き ま す 。 図 78 に 、 ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/
ADE7878A における電力量／周波数変換を示します。

DSP は、全ての相電力（総合有効電力、基本波有効電力、総合無

効電力、基本波無効電力、皮相電力）の瞬時値を計算します。電

力量が、様々な xWATTHR、xVARHR および xVAHR レジスタで

符号付き積算されるプロセスは、次の電力量計算の各セクション

で説明しています：有効電力量の計算、無効電力量の計算、皮相

電力量の計算。電力量／周波数変換プロセスでは、瞬時電力に

よって周波数出力ピン（CF1、CF2、CF3/HSCLK）に信号が生成

されます。CFxピンごとに、1つのデジタル／周波数コンバータが

使用されます。各コンバータは、特定の相電力を合計し、その合

計に比例する信号を生成します。2 組のビットによって、変換さ

れる電力が決定されます。

最初に、COMPMODE レジスタのビット[2:0]（TERMSEL1[2:0]）、

ビ ッ ト [5:3] （ TERMSEL2[2:0] ） 、 お よ び ビ ッ ト [8:6]
（TERMSEL3[2:0]）は、追加される相または相の組み合わせを決

定します。

TERMSEL1ビットはCF1ピンを表し、TERMSEL2ビットはCF2ピ
ンを表し、TERMSEL3 ビットは CF3/HSCLK ピンを表します。

TERMSELx[0]ビットは A 相を管理します。1 に設定すると、A 相

の電力は CFx コンバータの電力の合計に含まれます。0 にクリア

すると、A 相の電力は含まれません。TERMSELx[1]ビットは B 相

を管理し、TERMSELx[2]ビットは C 相を管理します。全ての

TERMSELx ビットを 1 に設定すると、3 相全ての電力が CFx コン

バータで追加されます。全ての TERMSELx ビットを 0 にクリアす

ると、相電力は何も追加されず、CF パルスは何も生成されません。

第 2に、CFMODEレジスタのビット[2:0]（CF1SEL[2:0]）、ビット

[5:3]（CF2SEL[2:0]）、およびビット[8:6]（CF3SEL[2:0]）は、そ

れぞれ、CF1、CF2 および CF3 コンバータの入力で使用される電

力タイプを決定します。表 22 に、CFxSEL ビットが取れる値、す

なわち、総合有効電力、総合無効電力（ADE7858A、ADE7868A
および ADE7878A のみで利用可能）、皮相電力、基本波有効電力

（ ADE7878A のみで利用可能）、または基本波無効電力

（ADE7878A のみで利用可能）での値を示します。 
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表 22. CFMODE レジスタの CFxSEL[2:0]ビットの説明 
CFxSEL[2:0] CFxLATCH = 1 のときラッチされるレジスタの 合計に比例する CFx 信号 
000 総合有効電力 AWATTHR, BWATTHR, CWATTHR  
001 総合無効電力（ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A） AVARHR, BVARHR, CVARHR  
010 皮相電力 AVAHR, BVAHR, CVAHR  
011 基本波有効電力（ADE7878A のみ） AFWATTHR, BFWATTHR, CFWATTHR 
100 基本波無効電力（ADE7878A のみ） AFVARHR, BFVARHR, CFVARHR  
101 to 111 予約済み

図 78. 電力量／周波数変換 

デフォルトでは、TERMSELx ビットは全て 1 で、CF1SEL ビット

は 000、CF2SEL ビットは 001、CF3SEL ビットは 010 です。つま

り、デフォルトでは、CF1デジタル／周波数コンバータは、3相全

ての総合有効電力の合計に比例する信号を生成し、CF2 は、総合

無効電力に比例する信号を生成し、CF3 は、皮相電力に比例する

信号を生成します。

電力量積算プロセスと同様に、電力量／周波数変換は 2 段階で行

われます。第 1段階では、8kHzのレートで DSPから得られた瞬時

相電力は、7 ビットだけ左にシフトされ、1MHz のレートで内部レ

ジスタに積算されます。閾値に達すると、パルスが生成され、閾

値が内部レジスタから減算されます。この瞬間の電力量の符号は、

相電力の合計の符号と見なされます（詳細については、CFx デー

タ経路での相電力の合計の符号のセクションを参照）。この閾値

は、7 ビットだけ左にシフトされることを除いて、WTHR、

VARTHR または VATHR レジスタなど、DSP の様々な有効／無

効／皮相電力量アキュムレータで使用される閾値と同じです。

1MHz のレートで瞬時電力を積算する利点は、CFx ピンでのリッ

プルが大幅に減少することです。

第 2 段階は、16 ビット符号なしレジスタ CFxDEN による分周器で

構成されます。CFxDEN の値は、インパルス/kWh の単位で測定さ

れる電力量計定数（MC）と、xWATTHR や xVARHR などの様々

な電力量レジスタの 1LSB に割り当てられる電力量の大きさに依

存します。xWATTHR レジスタの 1LSB として、有効電力量（wh）
を[10n wh]（n は正または負の整数）の形式で表したいとすると、

CFxDEN は次のようになります。 

wh の表示形式は、1 より大きい CFxDEN レジスタ内容が得られる

ように選択する必要があります。CFxDEN = 1 の場合、CFx ピンは、

1 マイクロ秒の間しかアクティブ・ローを保持しません。周波数

コンバータは小数の結果に対応できないため、除算の結果は最も

近い整数に丸める必要があります。CFxDEN を 0 に設定した場合、

本デバイスはそれを 1 と見なします。  

全てのデジタル／周波数コンバータのパルス出力は、パルス周期

が 160 ミリ秒（6.25Hz）より大きい場合、80 ミリ秒間低いままで

す。パルス周期が 160 ミリ秒より小さく、CFxDEN が偶数の場合、

パルス出力のデューティ・サイクルは正確に 50%です。パルス周

期が 160 ミリ秒より小さく、CFxDEN が奇数の場合、パルス出力

のデューティ・サイクルは、次式のようになります。

パルス出力はアクティブ・ローであり、LED への接続を推奨しま

す（図 79 参照）。 

図 79. CFx ピンの推奨接続 

CFMODE レジスタのビット[11:9]（CF3DIS、CF2DIS、CF1DIS）
を用いて、CF3/HSCLK、CF2 または CF1 ピンで周波数コンバータ

の出力を生成するかどうかを指定します。ビット CFxDISを 1（デ

フォルト値）に設定すると、CFx ピンはディスエーブルになり、

ハイのままになります。ビット CFxDIS を 0 にクリアすると、対

応する CFx ピンの出力にアクティブ・ローの信号が生成されます。

割込みマスク・レジスタ MASK0 のビット[16:14]（CF3、CF2、
CF1）は、CF3、CF2 および CF1 関連の割込みを管理します。CFx
ビットが設定されると、対応する周波数コンバータ出力でハイか

らローへの遷移が発生するたびに、IRQ0割込みピンがトリガされ、

STATUS0 レジスタのステータス・ビットが 1 に設定されます。こ

の割込みは、CFx 出力が CFMODE レジスタの CFxDIS ビットに

よってイネーブルにされていない場合でも利用可能です。
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電力量レジスタと CFx 出力の同期 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、相電力量積算レ

ジスタの内容を CFx パルスの生成と同期させる機能を備えていま

す。1 つの周波数コンバータ出力でハイからローに遷移すると、

CFx ピンに出力される電力に関連する全ての内部相電力量レジス

タの内容が、時間レジスタにラッチされ、その後、0 にリセット

されます。CFMODE レジスタの CFxSEL[2:0]ビットに基づいて

ラッチされるレジスタの一覧については、表 22 を参照してくださ

い。3 相全てのレジスタは、COMPMODE レジスタの TERMSELx
ビットとは無関係にラッチされます。図 80 に、CF1SEL[2:0] = 010
（皮相電力が CF1 ピンで寄与）の場合と、CFCYC = 2 の場合につ

いて、このプロセスを示します。

図 80. AVAHR および BVAHR と CF1 の同期 

8 ビット符号なしレジスタ CFCYC は、2 つの連続するラッチ間の

周波数コンバータ出力でのハイからローへの遷移回数を格納して

います。CFx ピンのハイからローへの遷移中には、CFCYC レジス

タに新しい値を書き込まないでください。

CFMODE レジスタのビット[14:12]（CF3LATCH、CF2LATCH、

CF1LATCH）を 1 に設定すると、このプロセスが有効になります。

0（デフォルト状態）にクリアされると、ラッチは発生しません。

このプロセスは、CFx 出力が、CFMODE レジスタの CFxDIS ビッ

トによってイネーブルになっていない場合でも利用できます。

各種積算モードの CFx 出力 
ACCMODE レジスタのビット[1:0]（WATTACC[1:0]）は、有効電

力に比例する信号が CFxピンで選択されている（CFMODEレジス

タの CFxSEL[2:0]ビットが 000または 011に等しい）場合に、総合

有効電力と基本波有効電力の積算モードを決定します。

WATTACC[1:0] = 00（デフォルト値）のとき、有効電力は符号付

き積算されてから、電力量／周波数コンバータに入ります。図 81
に、有効電力の符号付き積算の動作を示します。このモードでは、

電力が両方のデータ経路に符号付き積算されるため、CFx パルス

は、xWATTHR レジスタに積算された有効電力量と完全に同期し

ます。

図 81. 有効電力の符号付き積算モード 

WATTACC[1:0] = 11 のとき、有効電力は絶対モードで積算されま

す。電力は負のとき、符号が変化し、正の電力と共に積算されま

す。図 82 に、有効電力の絶対積算の動作を示します。このモード

では、xWATTHR レジスタは、CFx パルスが絶対積算モードに基

づいて生成されるときにも、符号付きモードで有効電力の積算を

続けることに注意してください。

WATTACC[1:0]の 01 と 10 の設定値は予約済みです。ADE7854A/ 
ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、WATTACC[1:0] = 00 と同じ

ように動作します。

ACCMODE レジスタのビット[3:2]（VARACC[1:0]）は、無効電力

に比例する信号が CFxピンで選択されている（CFMODEレジスタ

の CFxSEL[2:0]ビットが 001または 100に等しい）場合に、総合無

効電力および基本波無効電力の積算モードを決定します。

VARACC[1:0] = 00（デフォルト値）のとき、無効電力は符号付き

積算されてから、電力量／周波数コンバータに入ります。図 83 に、

無効電力の符号付き積算の動作を示します。このモードでは、電

力が両方のデータ経路に符号付き積算されるため、CFx パルスは、

xVARHR レジスタに積算された無効電力と完全に同期します。 
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図 82. 有効電力の絶対積算モード 

図 83. 無効電力の符号付き積算モード 

VARACC[1:0] = 10 のとき、無効電力は、対応する有効電力の符号

に応じて積算されます。有効電力が正の場合、無効電力はそのま

ま（変化なく）積算されます。有効電力が負の場合、無効電力の

符号が変化して積算されます。図 84 に、符号調整を行った無効電

力積算モードの動作を示します。このモードでは、CFx パルスが

符号調整を行った積算モードに基づいて生成されるときにも、

xVARHR レジスタは符号付きモードで無効電力の積算を続けます。 

図 84. 符号調整を行ったモードでの無効電力積算 

VARACC[1:0] = 11 のとき、無効電力は絶対モードで積算されます。

電力は負のとき、符号が変化し、正の電力と共に積算されます。

図 85 に、無効電力の絶対積算モードの動作を示します。このモー

ドでは、CFx パルスが絶対積算モードに基づいて生成されるとき

にも、xVARHR レジスタは、符号付きモードで無効電力の積算を

続けます。

VARACC[1:0]の 01 の設定値は予約済みです。01 に設定すると、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、VARACC[1:0] = 
00 と同じように動作します。 

図 85. 無効電力の絶対積算モード 

CFx データ経路での相電力の合計の符号 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、CFx データ経路

で使用される相電力の合計に対する符号検出回路を備えています。

CFxデータ経路の電力量積算は、2段階で実行されます（電力量／

周波数変換のセクションを参照）。第 1 段階の終了時に、電力量

積算において符号変化が検出されるたびに、すなわち、アキュム

レータに積算された電力量が、WTHR、VARTHR または VATHR
閾値の 1 つに達した後に、対応する CFx パルスと同期して、専用

の割込みをトリガできます。各合計の符号は、PHSIGN レジスタ

から読み出すことができます。
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STATUS0 レジスタのビット 18、ビット 13、ビット 9（それぞれ

REVPSUM3、REVPSUM2、REVPSUM1）は、CF3、CF2 または

CF1データ経路での電力合計に符号変化が発生したときに、1に設

定されます。これらのイベントを CFx ピンで生成されたパルスと

相関させるために、符号変化が発生した後に、CF3/HSCLK、CF2
および CF1 ピンでハイからローへの遷移が発生するのと同時に、

それぞれビット REVPSUM3、ビット REVPSUM2、およびビット

REVPSUM1 が設定されます。   

PHSIGN レジスタのビット 8、ビット 7、ビット 3（それぞれ

SUM3SIGN、SUM2SIGN、SUM1SIGN）は、ビット REVPSUM3、
ビット REVPSUM2、ビット REVPSUM1 と同時に設定され、相電

力の合計の符号を示します。0 にクリアされると、合計は正です。

1 に設定されると、合計は負です。  

STATUS0 レジスタのビット 18、ビット 13、ビット 9（それぞれ

REVPSUM3、REVPSUM2、REVPSUM1）に付加された割込みは、

MASK0 レジスタのビット 18、ビット 13、ビット 9 を 1 に設定す

ることによってイネーブルになります。イネーブルになると、

IRQ0ピンはローに設定され、ステータス・ビットは符号の変化が

発生するたびに 1 に設定されます。割込みをトリガした相を特定

するには、STATUS0 レジスタの読出し直後に、PHSIGN レジスタ

を読み出します。次に、対応するビットを 1 に設定して STATUS0
レジスタに書き込むと、ステータス・ビットがクリアされ、IRQ0
ピンがハイにリセットされます。

無負荷状態

無負荷状態は、電力量計規格において、電力量計に電圧が印加さ

れ、電流回路に電流が何も流れない状態と定義されます。電力量

計のクリープ効果を排除するために、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878A には、3 つの独立した無負荷検出回路が内

蔵されています。

1 つは総合有効／無効電力に関連するもの（ADE7858A/ADE7868A/ 
ADE7878A のみ）、もう 1 つは基本波有効／無効電力に関連する

もの（ADE7878A のみ）、もう 1 つは皮相電力に関連するもの

（全てのデバイス）です。

総合有効／無効電力に基づく無負荷検出 

この無負荷状態がトリガされるのは、各相の総合有効電力と総合

無効電力の両方の絶対値が、それぞれの符号付き 24 ビット・レジ

スタAPNOLOADとVARNOLOADに示される正の閾値以下のとき

です。この場合、その相の総合有効電力量と総合無効電力量は積

算されず、これらの電力量に基づく CFx パルスは生成されません。

APNOLOAD レジスタは、PMAX に対する有効電力の正の無負荷

レベル、すなわちフルスケール電圧／電流が ADC入力に供給され

たときに得られる最大有効電力を表します。VARNOLOADレジス

タは、PMAX に対する無効電力の正の無負荷レベルを表します。

APNOLOAD 符号付き 24 ビット値の計算に使用される式は、次の

とおりです。

ここで、

Vnは相電圧の公称実効値。 
FSと IFSは、ADC 入力がフルスケールのときの、それぞれ相電圧

と相電流の実効値。

INOLOADは、電力量計が計測を開始する相電流の最小実効値。 
PMAX = 33,516,139 = 0x1FF6A6B（ADC 入力がフルスケールのと

きに計算される瞬時電力）。

VARNOLOAD レジスタは通常、APNOLOAD レジスタと同じ値を

格納します。APNOLOAD と VARNOLOAD が負の値に設定されて

いると、無負荷検出回路はディスエーブルになります。

ADE7854A は、総合有効電力のみを計測することに注意してくだ

さい。ADE7854A の無負荷回路を正常に機能させるために、

VARNOLOAD レジスタを 0x800000 に設定します。  

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、デバ

イスのシリアル・ポートは、32、16 または 8 ビット・ワードで動

作し、DSPは 28ビットで動作します。24ビットの符号付きレジス

タの APNOLOAD と VARNOLOAD は、4 つの MSB に 0 が埋め込

まれ、28ビットに符号拡張された 32ビット・レジスタとしてアク

セスされます（図 34 参照）。

3 相のいずれかでこの無負荷状態がトリガされると、STATUS1 レ

ジスタのビット 0（NLOAD）が設定されます。PHNOLOAD レジ

スタのビット[2:0]（NLPHASE[2:0]）は、無負荷状態に関連する全

ての相の状態を示し、STATUS1 レジスタのビット NLOAD と同時

に設定されます。

• NLPHASE[0]は A 相の状態を示します。

• NLPHASE[1]は B 相の状態を示します。

• NLPHASE[2]は C 相の状態を示します。

ビット NLPHASE[x]が 0 にクリアされている場合、その相は無負

荷状態から外れています。1 に設定すると、その相は無負荷状態

にあります。

MASK1レジスタのビット 0を 1に設定されている場合、STATUS1
レジスタのビット 0（NLOAD）に付加された割込みがイネーブル

になります。イネーブルになると、IRQ1ピンはローに設定され、

3 相のいずれかがこの無負荷状態に入るか出るたびに、ステータ

ス・ビットが 1 に設定されます。割込みをトリガした相を特定す

るには、STATUS1 レジスタを読み出した直後に PHNOLOAD レジ

スタを読み出します。次に、対応するビットを 1 に設定して

STATUS1レジスタに書き込むと、ステータス・ビットがクリアさ

れ、IRQ1ピンがハイに設定されます。

基本波有効／無効電力に基づく無負荷検出—ADE7878A
のみ 

この無負荷状態（ADE7878A でのみ使用可能）がトリガされるの

は、各相の基本波有効電力と無効電力の両方の絶対値が、それぞ

れのAPNOLOADとVARNOLOADに示される正の閾値以下のとき

です。この場合、その相の基本波有効電力量と基本波無効電力量

は積算されず、これらの電力量に基づく CFx パルスは生成されま

せん。APNOLOAD と VARNOLOAD は、総合有効電力と総合無効

電力に設定されるものと同じ無負荷閾値です。APNOLOAD と

VARNOLOAD が負の値に設定されると、この無負荷検出回路は

ディスエーブルになります。
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3 相のいずれかでこの無負荷状態がトリガされると、STATUS1 レ

ジスタのビット 1（FNLOAD）が設定されます。PHNOLOADレジ

スタのビット[5:3]（FNLPHASE[2:0]）は、無負荷状態に関連する

全ての相の状態を示し、STATUS1 レジスタのビット FNLOAD と

同時に設定されます。FNLPHASE[0]は A 相の状態を示し、

FNLPHASE[1]は B相の状態を示し、FNLPHASE[2]はC相の状態を

示します。ビット FNLPHASE[x]が 0 にクリアされている場合、そ

の相が無負荷状態から外れています。1 に設定されている場合、

その相は無負荷状態にあります。

MASK1 レジスタのビット 1 を設定すると、STATUS1 レジスタの

ビット 1（FNLOAD）に付加された割込みがイネーブルになりま

す。

イネーブルになると、IRQ1ピンはローに設定され、3 相のいずれ

かがこの無負荷状態に入るか出るたびに、ステータス・ビットが

1 に設定されます。割込みをトリガした相を特定するには、

STATUS1 レジスタを読み出した直後に PHNOLOAD レジスタを読

み出します。次に、対応するビットを 1に設定して STATUS1レジ

スタに書き込むと、ステータス・ビットがクリアされ、IRQ1ピン

がハイにリセットされます。

皮相電力に基づく無負荷検出 

この無負荷状態がトリガされるのは、各相の皮相電力の絶対値が、

24 ビット符号付きレジスタ VANOLOAD に示された閾値以下のと

きです。この場合、その相の皮相電力量は積算されず、この電力

量に基づく CFx パルスは生成されません。VANOLOAD レジスタ

は、PMAX に対する皮相電力の正の無負荷レベル、すなわちフル

スケール電圧／電流が ADC入力に供給されたときに得られる最大

皮相電力を表します。VANOLOAD 符号付き 24 ビット値の計算に

使用される式は、次のとおりです。

ここで、

Vnは、相電圧の公称実効値。 
VFSと IFSは、ADC 入力がフルスケールのときの、それぞれ相電圧

と相電流の実効値。

INOLOADは、電力量計が計測を開始する相電流の最小実効値。  
PMAX = 33,516,139 = 0x1FF6A6B（ADC 入力がフルスケールのと

きに計算される瞬時皮相電力）。

VANOLOAD レジスタを負の値に設定すると、無負荷検出回路は

ディスエーブルになります。

電流波形ゲイン・レジスタのセクションで説明したように、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のシリアル・ポート

は、32、16または 8ビット・ワードで動作し、DSPは 28ビットで

動作します。図 34のレジスタと同様に、24ビット符号付きレジス

タ VANOLOAD は、4 つの MSB に 0 が埋め込まれ、28 ビットに符

号拡張された 32 ビット・レジスタとしてアクセスされます。

3 相のいずれかでこの無負荷状態がトリガされると、STATUS1 レ

ジスタのビット 2（VANLOAD）が設定されます。PHNOLOAD レ

ジスタのビット[8:6]（VANLPHASE[2:0]）は、無負荷状態に関連

する全ての相の状態を示し、 STATUS1 レジスタのビット

VANLOAD と同時に設定されます。 

• ビット VANLPHASE[0]は A 相の状態を示します。

• ビット VANLPHASE[1]は B 相の状態を示します。

• ビット VANLPHASE[2]は C 相の状態を示します。

ビット VANLPHASE[x]が 0 にクリアされている場合、その相は無

負荷状態から外れています。1 に設定されている場合、その相は

無負荷状態にあります。

STATUS1 レジスタのビット 2（VANLOAD）に付加された割込み

は、MASK1レジスタのビット 2を設定することによりイネーブル

になります。イネーブルになると、IRQ1ピンがローに設定され、

3 相のいずれかがこの無負荷状態に入るか出るときに、ステータ

ス・ビットが 1 に設定されます。割込みをトリガした相を特定す

るには、STATUS1 レジスタを読み出した直後に PHNOLOAD レジ

スタを読み出します。次に、対応するビットを 1 に設定して

STATUS1レジスタに書き込むと、ステータス・ビットがクリアさ

れ、IRQ1ピンがハイに設定されます。

チェックサム・レジスタ

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A には、32 ビット・

チェックサム・レジスタがあります。チェックサムにより、特定

の非常に重要な構成レジスタが、通常の電力モード PSM0 の間、

必要な値を保持可能になります。

このチェックサム・レジスタの対象となるレジスタは、MASK0、
MASK1、COMPMODE、ゲイン・レジスタ、CFMODE、CF1DEN、

CF2DEN、CF3DEN、CONFIG、APHCAL、BPHCAL、CPHCAL、
16 ビット内部レジスタ、MMODE、ACCMODE、LCYCMODE、
HSDC_CFG、CONFIG_A、常にデフォルト値を持つ 6 つの 8 ビッ

ト予約済み内部レジスタ、アドレス 0x4380 からアドレス 0x43BE
までの全ての DSP データ・メモリ RAM レジスタです。本デバイ

スは、IEEE 802.3 規格に基づいて巡回冗長検査（CRC）を計算し

ます。レジスタは、線形フィードバック・シフト・レジスタ

（LFSR）ジェネレータに、最下位ビットを先にして、1 つずつ入

力されていきます（図 86 参照）。32 ビットの結果はチェックサ

ム・レジスタに書き込まれます。パワーアップ後、またはハード

ウェアないしソフトウェアのリセット後に、CRC がレジスタのデ

フォルト値に基づいて計算されます。その結果を表 23 に示します。

表 23. チェックサム・レジスタのデフォルト値と内部レジスタの
CRC 
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図 87 に、 LFSR の動作を示します。 MASK0 、 MASK1 、

COMPMODE 、 ゲ イ ン ・ レ ジ ス タ 、 CFMODE 、 CF1DEN 、

CF2DEN、CF3DEN、CONFIG、APHCAL、BPHCAL、CPHCAL、
16 ビット内部レジスタ、MMODE、ACCMODE、LCYCMODE、
HSDC_CFG および CONFIG_A レジスタ、6 つの 8 ビット予約済み

内部レジスタ、アドレス・ロケーション 0x4380 からアドレス・ロ

ケーション 0x43BEまでの全ての DSPデータ・メモリ RAMレジス

タは、LFSR によって使用される[a2343, a2342,…, a0]ビットを形成し

ます。ビット a0 は、LFSR ジェネレータに入る最初の内部レジス

タの最下位ビットです。ビット a255は、LFSR ジェネレータに入る

最後のレジスタである MASK0 レジスタの最上位ビットです。

LFSR を制御する数式は次のとおりです：  

bi(0) = 1、i = 0,1, 2, …, 31（CRC を形成するビットの初期状態）。

ビット b0は最下位ビット、ビット b31は最上位ビットです。  

gi、i = 0,1, 2, …, 31（以下のように IEEE 802.3 規格によって定義さ

れた生成多項式の係数）。

他の全ての gi係数は 0 です。 

式 61、式 62、式 63 は、j = 1, 2, …, 2344 について繰り返す必要が

あります。チェックサム・レジスタに書き込まれる値には、ビッ

ト bi(2344)、i = 0,1, …, 31 が含まれます。CRC の値は、予約済みの

内部レジスタからのビットが LFSR を通過した後、ステップ j = 48
で得られ、表 23 に示します。

チェックサム・レジスタを使用する際には、2 つの異なるアプ

ローチに従うことができます。1 つは、関係式（式 59～式 63）に

基づいて CRC を計算し、その値を CHECKSUM レジスタと比較す

る方法です。もう 1つは、CHECKSUMレジスタを定期的に読み出

す方法です。2つの連続した値が異なる場合、レジスタの 1つが値

を変更し、したがって、ADE7854A、ADE7858A、ADE7868Aまた

は ADE7878A が構成を変更したものと仮定できます。CRC 割込み

は、この目的のために利用可能です。チェックサム・レジスタの

値が変更されると、対応するステータス・ビット（STATUS1レジ

スタのビット 25）が設定されます。推奨応答は、予約済みのレジ

スタを含む全てのレジスタの値をデフォルト値に設定するハード

ウェア／ソフトウェア・リセットを開始してから、構成レジスタ

を再初期化することです。

図 86. チェックサム・レジスタの計算 

割込み

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A には、 IRQ0と IRQ1
の 2 つの割込みピンがあります。2 つのピンは、32 ビットの割込

みマスク・レジスタのそれぞれMASK0と MASK1によって管理さ

れます。割込みをイネーブルするには、MASKx レジスタのビッ

トを 1 に設定する必要があります。割込みをディスエーブルする

には、このビットを 0 にクリアする必要があります。2 つの 32
ビット・ステータス・レジスタ STATUS0 と STATUS1 が、割込み

に関連付けられています。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A で割込みイベントが

発生すると、割込みステータス・レジスタの対応するフラグがロ

ジック 1に設定されます（表 35と表 36を参照）。割込みマスク・

レジスタ内の、この割込みに対するマスク・ビットがロジック 1
である場合、IRQxロジック出力はアクティブ・ローになります。

割込みステータス・レジスタ内のフラグ・ビットは、マスク・

ビットの状態に関係なく設定されます。割込み源を特定するため

に、マイクロコントローラ・ユニット（MCU）は該当する

STATUSx レジスタを読み出して、どのビットが 1 に設定されたか

を特定します。

ステータス・レジスタのフラグをクリアするには、フラグを 1 に

セットして STATUSx レジスタに書き込みます。割込みピンが

ローになると、ステータス・レジスタを読み出すことによって割

込み源が特定されます。その後、ステータス・レジスタが変更さ

れることなく書き込まれ、ステータス・フラグが 0 にクリアされ

ます。ステータス・フラグがクリアされるまで、IRQxピンはロー

を保持します。

デフォルトでは、全ての割込みがディスエーブルになっています。

ただし、RSTDONE 割込みは例外です。この割込みはマスク

（ディスエーブル）できないため、MASK1 レジスタのビット 15
（RSTDONE）には何の機能もありません。IRQ1ピンは常にロー

になり、パワーアップまたはハードウェア／ソフトウェア・リ

セットのプロセスが終了するたびに、STATUS1レジスタのビット

15（RSTDONE）が 1に設定されます。ステータス・フラグをクリ

アするには、ビット 15（RSTDONE）を 1 に設定して、STATUS1
レジスタに書き込む必要があります。

図 87. チェックサム・レジスタの計算に使用される LFSR ジェネレータ 
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特定の割込みステータス・レジスタは、他のステータス・レジス

タと併用されます。MASK1 レジスタの以下のビットは、

PHNOLOAD レジスタのステータス・ビットと連動して機能しま

す。

• ビット 0（NLOAD）

• ビット 1（FNLOAD）。ADE7878A でのみ使用可能

• ビット 2（VANLOAD）

MASK1 レジスタの以下のビットは、PHSTATUS レジスタのス

テータス・ビットと連動して機能します。

• ビット 16（サグ）

• ビット 17（OI）
• ビット 18（OV）

MASK1 レジスタの以下のビットは、それぞれ IPEAK レジスタと

VPEAK レジスタと連動して機能します。   

• ビット 23（PKI）
• ビット 24（PKV）

MASK0 レジスタの以下のビットは、PHSIGN レジスタのステータ

ス・ビットと連動して機能します。

• ビット[6:8]（REVAPx）
• ビ ッ ト [10:12] （ REVRPx ） 。 ADE7858A 、 ADE7868A 、

ADE7878A でのみ使用可能

• ビット 9、ビット 13、ビット 18（REVPSUMx）

STATUSx レジスタが読み出され、これらのビットの 1 つが 1 に設

定されると、そのビットに関連付けられたステータス・レジスタ

が直ちに読み出され、割込みをトリガした相が特定されます。そ

の時点でのみ、ビットが 1 に設定された状態で、STATUSx レジス

タに書き込むことができます。

MCU を用いた割込み管理 

図 88 に、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A での MCU
を用いた割込み管理に推奨される実行案のタイミング図を示しま

す。時間 t1 において、IRQxピンはアクティブ・ローになります。

これはデバイスで 1 つ以上の割込みイベントが発生したことを示

しており、その時点で、以下のステップが必要になります。

1. IRQxピンを、MCU の立下がりエッジでトリガされる外部割込

みに接続します。

2. 立下がりエッジを検出したら、MCU が割込みサービス・ルー

チン（ISR）の実行を開始するように設定します。

3. ISR に入ると、グローバル割込みマスク・ビットを用いて、全

ての割込みをディスエーブルします。この時点で、MCU 外部

割込みフラグをクリアして、電流 ISR中に発生する割込みイベ

ントをキャプチャします。

4. MCU 割込みフラグがクリアされると、STATUSx（割込みス

テータス・レジスタ）からの読出しが行われます。割込みス

テータス・レジスタの内容は、割込み源を特定し、それによ

り取るべき適切な処置を決定します。

5. 同じ STATUSx の内容が、デバイスに書き込まれて、ステータ

ス・フラグをクリアし、IRQxラインをロジック・ハイにリ

セットします（t2）。

ISR 中に次の割込みイベントが発生する場合（t3）、MCU 外部割

込みフラグが再度セットされ、そのイベントが記録されます。

ISR から復帰すると、グローバル割込みマスク・ビットがクリア

され、同じ命令サイクルが維持されます。外部割込みフラグが、

MCU を用いて再び ISR にジャンプします。これにより、MCU は

外部割込みを見逃さなくなります。

図 89 に、STATUSx レジスタのステータス・ビットが、他のレジ

スタのビットと連動して機能する場合の推奨タイミング図を示し

ます。図 89 の PHx は、PHSTATUS、IPEAK、VPEAK または

PHSIGN レジスタのうちのいずれかを表していることに注意して

ください。

IRQxピンがアクティブ・ローになると、STATUSx レジスタが読

み出されます。これらのビットのいずれかが 1 に設定される場合、

2 番目のステータス・レジスタがすぐに読み出され、割込みをト

リガした相が特定されます。次に、該当するビットが 1 に設定さ

れて STATUSx レジスタに書き込まれ、ステータス・フラグがク

リアされます。

図 88. 割込み管理 

図 89. PHSTATUS、IPEAK、VPEAK または PHSIGN レジスタによる割込み管理 
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アプリケーション情報
デュアル機能のピン名は、関連する機能のみが言及されることに

注意してください。例えば、CF3/HSCLKピンのキャリブレーショ

ン周波数出力機能の場合は、CF3 です（完全なピン記号と説明に

ついては、ピン配置およびピン機能の説明のセクションを参照）。

電力量計としてのデバイスのクイック・セット

アップ

電力量計の特性評価は通常、公称電流（In）、公称電圧（Vn）、

公称周波数（fn）、電力量計定数（MC）によって行います。  

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のクイック・セット

アップを行うには、次の手順に従います。

1. 相電流、電圧および中性電流チャンネルで、以下の PGA ゲイ

ン を 選 択 し ま す 。 ゲ イ ン ・ レ ジ ス タ の ビ ッ ト [2:0]
（ PGA1[2:0] ）、ビット [5:3] （ PGA2[2:0] ）、ビット [8:6]
（PGA3[2:0]）。

2. ロゴスキー・コイルを使用する場合は、相電流と中性電流の

デジタル積分器をイネーブルにします。CONFIG レジスタの

ビット 0（INTEN）を 1 に設定します。

3. fn = 60Hz の場合、COMPMODE レジスタ（ADE7878A のみ）の

ビット 14（SELFREQ）を 1 に設定します。

4. 式 31に基づいて、WTHR1および WTHR0レジスタを初期化し

ます。VARTHR1（ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A のみ）

と VATHR1 を、WTHR1 と同じにし、VARTHR0（ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A のみ）と VATHR0 を、WTHR0 と同じ

にします。

5. 式 56に基づいて、CF1DEN、CF2DEN、CF3DENを初期化しま

す。

6. 式 27 と式 51 に基づいて、VLEVEL（ADE7878A のみ）および

VNOM レジスタを初期化します。

7. アドレス 0xE7FE にある内部 8 ビット・レジスタに 0xAD を書

き込んでから、アドレス 0xE7E3 にある内部 8 ビット・レジス

タに 0x80を書き込んで、データ・メモリ RAMの保護を有効に

します。

8. run = 1 に設定して、DSP を起動します。

9. 電力量レジスタの xWATTHR 、 xVARHR （ ADE7858A 、

ADE7868A 、 ADE7878A のみ）、 xVAHR 、 xFWATTHR 、

xFVARHR（ADE7878A のみ）を読み出して内容をクリアし、

既知の状態から電力量の積算を開始します。

10. CFMODE レジスタのビット 9 （ CF1DIS ）、ビット 10
（CF2DIS）、ビット 11（CF3DIS）を 0 にクリアして、CF1、
CF2、CF3 の周波数コンバータ出力をイネーブルにします。

水晶振動子回路

16.384MHz のデジタル・クロック信号は、ADE7854A/ADE7858A/ 
ADE7868A/ADE7878Aの CLKINピンで供給できます。あるいは、

図 90 に示すように、仕様規定された周波数の水晶振動子を取り付

けます。CL1とCL2は、水晶振動子ピンに取り付けられたセラミッ

ク・コンデンサの容量を示し、CP1とCP2は、それらのピンの寄生

容量を示します。

クロック・ピン CLKIN と CLKOUT のそれぞれにおける合計容量

の推奨代表値は 36pF です。すなわち、

水晶振動子メーカーのデータシートには、負荷容量値が記載され

ています。クロック・ピンあたりの合計容量は 36pFを推奨します。

したがって、負荷容量が 18pFの水晶振動子を選択します。更に、

セラミック・コンデンサ CL1および CL2を選択する際には、本 IC
の水晶振動子ピンの寄生容量 CP1 および CP2 を考慮に入れる必要

があります。したがって、CL1 と CL2 の値は、次の式に基づく必

要があります。

ここで、CP1 = CP2。 

例えば、18pF の水晶振動子を選択し、クロック・ピンの寄生容量

が CP1 = CP2 = 2pF である場合、水晶発振回路に使用すべきセラ

ミック・コンデンサの容量は CL1 = CL2 = 34pF です。

評価用ボードEVAL-ADE7878AEBZは、水晶振動子ECS-163.8-18-4XEN
を使用しています。同じ水晶振動子または仕様が同様の水晶振動子

を選択することを推奨します。水晶振動子の ESR（等価直列抵抗）

および負荷容量はより低い値を、駆動レベル能力はより高い値を

推奨します。

図 90. 水晶振動子回路 

http://www.analog.com/jp/ADE7878A?doc=ADE7854A_7858A_7868A_7878A.pdf


データシート ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A 

Rev. D － 70/96 － 

レイアウトのガイドライン

図 91 に、ADE7878A の基本的な回路図と、その周辺の回路、すな

わち、VDD、AVDD、DVDDおよび REFIN/OUTピンにおけるデカッ

プリング・コンデンサ、16.384MHz 水晶振動子とその負荷コンデ

ンサを示します。残りのピンは、個別のアプリケーションに依存

するため、図 91 には示していません。ADE7854A、ADE7858A お

よび ADE7868A は、それらのデカップリング・コンデンサ、水晶

振動子、負荷コンデンサに対して同一のアプローチを使用します。

図 91. ADE7878A 用の水晶振動子とコンデンサの接続 

図 92 と図 93 は、2 層ある PCB のレイアウト案を示します。この

レイアウトでは、部品は PCB の上層のみに配置します。

図 92. ADE7878A 用の PCB の上層 

図 93. ADE7878A 用の PCB の下層 

VDD、AVDD、DVDD、REFIN/OUT の各ピンには 2 つのデカップリ

ング・コンデンサがあります。1 つはマイクロファラッド級のコ

ンデンサに、もう 1 つは 220nF または 100nF のセラミック・コン

デンサにする必要があります。セラミック・コンデンサは

ADE7878A のピンの最も近くに配置して、高周波ノイズをデカッ

プリングする必要があります。マイクロファラッド・コンデンサ

は本デバイスに近接して配置します。

水晶振動子はデバイスの近くに配置できますが、水晶振動子負荷

コンデンサは、水晶振動子よりもデバイスの近くに配置すること

が重要です。

ADE7878A の露出パッドを PCB の同等のパッドに半田付けします。

次に、ADE7878A の AGND および DGNDトレースを、PCBパッド

に直接配線します。

下層は主に、水晶振動子トレースをできるだけ取り囲んでいるグ

ランド・プレーンで構成されています。

ADE7878A 評価用ボード

ADE7878A 構成に基づいて構築された評価用ボードは、  

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A デバイス

の全ての機能の評価に対応しています。評価用ボードの詳細につ

いては、www.analog.com をご覧ください。 

ダイ・バージョン

バージョン・レジスタは、ダイのバージョンを特定します。この

8 ビットの読出し専用レジスタは、アドレス 0xE707 に配置されて

います。

https://www.analog.com/jp/products/ade7878a.html?doc=ADE7854A_7858A_786A8_7878A.pdf
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シリコン・アノーマリ
このアノーマリ・リストは、バージョン・レジスタ（アドレス 0xE707）が 2 と特定される ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および

ADE7878A シリコンに関する既知の問題を説明しています。  

アナログ・デバイセズは、将来のシリコン・リビジョンを通じて、シリコン機能を継続的に改善していく方針です。また、今後このよう

なシリコン・リビジョンを行っても、ここに記載された推奨対策を実施することにより、ユーザの現在のソフトウェア／システムとの互

換性が維持されるように努めていきます。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の機能に関する問題 

機能に関する問題

表 24. バースト SPI モードで誤った値を示す LAST_ADDR および LAST_RWDATA_x レジスタ［er001、バージョン = 2 Silicon］ 
背景 SPI または I2C 通信を用いて ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A レジスタを読み出すと、アドレスは

LAST_ADDR レジスタに格納され、データはそれぞれの LAST_RWDATA_x レジスタに格納されます。 
問題 アドレス 0xE50C とアドレス 0xE51B の間にある波形レジスタがバースト SPI モードを使用して読み出されると、

LAST_ADDR レジスタは、1 だけインクリメントされたレジスタのアドレスを格納し、LAST_RWDATA_x レジスタは、

LAST_ADDR レジスタの欠陥アドレスに対応するデータを格納します。I2C 通信を使用している場合は、この問題は発

生しません。

対策 バースト SPI モードで波形レジスタにアクセスした後に、他のロケーションで別の読出し／書込み操作を実行してか

ら、通信検証レジスタを使用します。

関連する問題 なし。

表 25. ランダムにトリガする中性電流の不整合［er002、バージョン = 2 Silicon］ 
背景 ADE7868A/ADE7878A には、中性電流の不整合機能があり、ISUM 波形を INWV 波形と比較して、その差が ISUMLVL

よりも大きい場合、STATUS1 の MISMTCH ビットで不整合割込みがトリガされます。  
問題 不整合割込みは、不整合の式を満たさない場合でも、散発的にトリガされます。

対策 ISUM レジスタと INWV レジスタを読み出し、次の不整合の式に従って比較します。 
||ISUM| − |INWV|| > ISUMLVL   

関連する問題 なし。

セクション 1. ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の機能に関する問題

参照番号 概要 ステータス

er001 LAST_ADDR および LAST_RWDATA_x レジスタが、バースト SPI モードで誤った値

を示します。

特定済み

er002 中性電流の不整合はランダムにトリガされます。 識別済み

以上で、シリコン・アノーマリのセクションを終了します。
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シリアル・インターフェース
ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A には、I2C インター

フェース、シリアル・ペリフェラル・インターフェース（SPI）、

高速データ・キャプチャ（HSDC）ポートの 3つのシリアル・ポー

ト・インターフェースがあります。SPI ピンは、I2C および HSDC
ポート用のピンとマルチプレックスされているため、本デバイス

は 2つの構成を許容しています。1つは SPIポートのみを使用する

構成で、もう 1 つは I2C ポートを HSDC ポートと併用する構成で

す。

このセクションと図では、デュアル機能のピン名は、関連する機

能のみが言及されることに注意してください（完全なピン記号と

説明については、ピン配置およびピン機能の説明のセクションを

参照）。

シリアル・インターフェースの選択

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A をリセットすると、

HSDC ポートは常にディスエーブルになります。パワーアップ後

またはハードウェア・リセット後に、SS/HSA ピン（ピン 39）を

操作して I2C または SPI ポートを選択します。 

• SS /HSA ピンがハイにプル・アップされると、ADE7854A/
ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、別のハードウェア・リ

セットが実行されるまで I2C ポートを使用します。

• SS/HSAピンがハイからローに 3回トグルされると、ADE7854A/ 
ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、別のハードウェア・リ

セットが実行されるまで SPI ポートを使用します。

SS/HSA ピンの操作は 2 つの方法で行うことができます。 

• マスタ・デバイス（つまり、マイクロコントローラ）のSSピン

を通常の I/O ピンとして使用し、3 回トグルします。

• 特定の ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A レジスタに

割り当てられていないアドレス空間のロケーション（例えば、

8 ビット・レジスタへの書込みが実行可能なアドレス 0xEBFF）
に対して、3つの SPI書込み操作を実行します。これらの書込み

により、SS/HSAピンは 3回トグルします。関連する書込みプロ

トコルの詳細については、SPI の書込み動作のセクションを参

照してください。

シリアル・ポートの選択が完了したら、その選択をロックする必

要があります。このように、アクティブなポートは、PSM0 通常

モードでハードウェア・リセットが実行されるまで、またはパ

ワーダウンが発生するまで、使用されたままになります。I2Cがア

クティブなシリアル・ポートの場合、CONFIG2 レジスタのビット

1（I2C_LOCK）を 1 に設定して、ロックする必要があります。こ

のビットへの書込みが完了すると、 ADE7854A/ADE7858A/
ADE7868A/ADE7878Aは、SS/HSAピンの誤ったトグル操作を無視

し、SPI ポートへの切り替えは不可能になります。アクティブな

シリアル・ポートが SPI の場合、CONFIG2 レジスタへの書込みに

よってポートはロックされます。この書込み後、I2Cポートへの切

り替えは不可能になります。

シリアル・ポートの選択がロックされた後、デバイスが PSMx 電

力モードを変更しても、シリアル・ポートの選択は保持されます。

デバイスの機能は、いくつかのチップ内蔵レジスタを介してアク

セス可能です。I2C または SPI インターフェースを用いて、これら

のレジスタの内容の更新または読出しを行います。HSDC ポート

は、相電圧および中性電流の瞬時値と、有効／無効／皮相電力を

表す最大 16 個のレジスタの状態を提供します。 

通信の検証

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878Aは、I2Cまたは SPIを
介した任意の通信の検証を可能にする 3 つのレジスタからなる

セットを備えています。LAST_OP（アドレス 0xE7FD）、

LAST_ADDR（アドレス 0xE6FE）、LAST_RWDATA_x の各レジ

スタは、最後の正常な通信のそれぞれ、性質、アドレス、データ

を記録します。LAST_RWDATA_x レジスタには、正常な通信の

長さに応じて、それぞれ個別のアドレスがあります（表 26 参照）。

表 26. LAST_RWDATA レジスタのロケーション 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A との正常な通信の後

に、最後にアクセスされたレジスタのアドレスが、16 ビットの

LAST_ADDRレジスタ（アドレス 0xE6FE）に格納されます。この

読出し専用レジスタは、次の正常な読出しまたは書込みが完了す

るまで、値を格納しています。

LAST_OP レジスタ（アドレス 0xE7FD）には操作の種別が格納さ

れます。つまり、読出しが実行されたか、書込みが実行されたか

を示します。最後の動作が書込みであった場合、LAST_OPレジス

タには値 0xCA が格納されます。最後の動作が読出しであった場

合、LAST_OP レジスタには値 0x35 が格納されます。レジスタに

対する書込みまたはレジスタからの読出しのデータは、

LAST_RWDATA レジスタに格納されます。読出しまたは書込み

動作が失敗した場合、これらのレジスタには格納されません。

LAST_OP、LAST_ADDR、LAST_RWDATA_x レジスタを読み出

しても、それらの値は変更されません。

I2C 対応インターフェース

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、 I2C インター

フェースに対応しています。I2Cインターフェースは完全なハード

ウェア・スレーブとして実装されています。I2Cインターフェース

が対応する最大シリアル・クロック周波数は 400kHz です。

SDA はデータ I/O で、SCL はシリアル・クロックです。これら 2
つの機能は、MOSI/SDAおよびSCL/SCLKとして、チップ内蔵SPI
インターフェースの MOSI および SCLK 機能とマルチプレックス

されます。SDA ピンと SCL ピンは、マルチマスタ・システムで

アービトレーションが可能なワイヤードAND形式で構成されてい

ます。

I2Cシステムの転送シーケンスでは、バスがアイドル状態の間にマ

スタ・デバイスが開始条件を生成することで転送を開始します。

マスタは、初期アドレス転送において、スレーブ・デバイスのア

ドレスとデータ転送の方向を送信します。スレーブがマスタにア

クノリッジすると、データ転送が開始されます。データ転送は、

マスタが停止条件を発行し、バスがアイドルになるまで継続しま

す。
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I2C の書込み動作 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の I2C イ ン タ ー

フェースを用いた書込み動作は、マスタが開始条件を生成すると

開始されます。開始条件は、デバイスのスレーブ・アドレスを表

す 1 バイトと、それに続くターゲット・レジスタの 16 ビット・ア

ドレス、およびそのレジスタの値で構成されます（図 94 参照）。

アドレスとレジスタの内容は最上位ビットが先に送信されます。

アドレス・バイトの最上位 7ビットは、ADE7854A、ADE7858A、

ADE7868A または ADE7878A のアドレスを含み、その値は

0111000です。アドレス・バイトのビット0は、read/writeビットで

す。書込み動作では、ビット0を0にクリアする必要があります。

したがって、書込み動作の最初のバイトは 0x70 です。各バイトが

受信されると、デバイス（ADE7854A、ADE7858A、ADE7868Aま

たは ADE7878A）はアクノリッジを生成します。レジスタは 8、
16または 32ビットを格納できます。レジスタの最後のビットが転

送され、デバイスが転送をアクノリッジした後に、マスタは停止

条件を生成します。

I2C の読出し動作 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の I2C インターフェー

スを用いた読出し動作は、2 段階で行われます。第 1 段階では、ポイ

ンタをレジスタのアドレスに設定します。第 2 段階では、レジス

タの内容を読み出します。

図 95 に示すように、マスタが開始条件を生成すると、第 1 段階が

開始されます。開始条件は、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ 
ADE7878A のスレーブ・アドレスを表す 1 バイトと、それに続く

ターゲット・レジスタの 16 ビットアドレスで構成されます。デバ

イスは、受信したバイトごとにアクノリッジします。アドレス・

バイトは書込み動作のアドレス・バイトと同様であり、その値は

0x70 です（I2C の書込み動作のセクションを参照）。

レジスタ・アドレスの最後のバイトが送信され、ADE7854A/ 
ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A によりアクノリッジされた後に、

第 2 段階が開始され、マスタが新しい開始条件を生成し、その後

にアドレス・バイトが続きます。このアドレス・バイトの最上位

7 ビットは、デバイスのアドレスを含んでおり、その値は 0111000
です。読出し動作では、ビット0を1に設定する必要があります。

したがって、読出し動作の最初のバイトは 0x71 です。このバイト

が受信されると、デバイスはアクノリッジを生成します。次に、

デバイスはレジスタの値を送信し、マスタは、各バイトを受信し

た後にアクノリッジを生成します。バイトは全て、MSB ファース

トで送信されます。レジスタは 8、16 または 32 ビットを格納でき

ます。レジスタの最後のビットが受信されると、マスタは転送を

アクノリッジせず、停止条件を生成します。

図 94. 32 ビット・レジスタの I2C 書込み動作 

図 95. 32 ビット・レジスタの I2C 読出し動作 
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SPI 互換インターフェース

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の SPI は、常に通信

のスレーブであり、 SCLK/SCL 、 MOSI/SDA 、 MISO/HSD 、

SS/HSAの 4つのピン（デュアル機能付き）で構成されています。

SPI 対応インターフェースで使用される機能は、SCLK、MOSI、
MISO、SSです。 

データ転送のためのシリアル・クロックは、SCLK ロジック入力

から与えます。全てのデータ転送動作は、シリアル・クロックに

同期します。このインターフェースが対応する最大シリアル・ク

ロック周波数は 2.5MHz です。

データは、SCLKの立下がりエッジでデバイスのMOSIロジック入

力にシフト・インし、デバイスは、SCLK の立上がりエッジでそ

れをサンプリングします。データは、SCLK の立下がりエッジで

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の MISO ロジック出

力からシフト・アウトし、SCLK の立上がりエッジでマスタ・デ

バイスによってサンプリングされます。ワードの最上位ビットか

ら先に、シフト・インとシフト・アウトが行われます。MISO は、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A からデータが送信さ

れないと、高インピーダンス状態のままです。

図 96 に、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の SPI と、

SPI インターフェースを内蔵したマスタ・デバイスとの接続を示

します。

図 96. ADE78xxA の SPI と SPI デバイスとの接続 

SSロジック入力は、チップ・セレクト入力です。この入力は、複

数のデバイスがシリアル・バスを共有する場合に使用します。

データ転送動作全体でSS入力をローに駆動します。データ転送動

作中にSSをハイにすると、転送が中断され、シリアル・バスが高

インピーダンス状態になります。SSロジック入力をローに戻すこ

とによって、新しい転送を開始できます。ただし、データ転送を

完了前に中断すると、アクセスされたレジスタの内容は確保され

ません。レジスタに書き込まれるたびに、そのレジスタを読み出

して、その値を検証します。このプロトコルは、I2C インター

フェースで使用されるプロトコルと同様です。

SPI の書込み動作 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の SPI イ ン タ ー

フェースを使用した書込み動作は、マスタがSSピンをローに設定

し、デバイスのスレーブ・アドレスを表す 1 バイトを MOSI ライ

ン上で送信し始めると開始されます（図 97 参照）。マスタは、

MOSI ラインでのデータ送信を、SCLK の最初のハイからローへの

遷移で開始します。ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A
の SPIは、SCLKのローからハイへの遷移でデータをサンプリング

します。

アドレス・バイトの最上位 7 ビットは任意の値にできますが、好

ましいプログラミング方法としては、これらのビットを 0111000
（I2C プロトコルで使用される 7 ビット・アドレス）以外の値に設

定します。アドレス・バイトのビット 0 は、read/writeビットです。

書込み動作では、ビット 0 を 0 にクリアする必要があります。次

に、マスタは、書込み対象のレジスタの 16 ビット・アドレスに続

いて、SCLK サイクルから外れることなく、そのレジスタの 32、
16 または 8 ビット値を送信します。最後のビットを送信した後、

マスタは、SCLK サイクルの終了時にSSおよび SCLK ラインをハ

イに設定し、通信が終了します。データ・ラインの MOSI および

MISO は高インピーダンス状態になります。

SPI の読出し動作 

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の SPI インターフェー

スを用いた読出し動作は、マスタがSSピンをローに設定し、

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A または ADE7878A のアドレ

スを表す 1 バイトを MOSI ライン上で送信し始めると開始されま

す（図 95 参照）。マスタは、MOSI ラインでのデータ送信を、

SCLK の 最 初 の ハ イ か ら ロ ー へ の 遷 移 で 開 始 し ま す 。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の SPI は、SCLK の

ローからハイへの遷移でデータをサンプリングします。

アドレス・バイトの最上位 7 ビットは任意の値にできますが、好

ましいプログラミング方法としては、これらのビットを 0111000
（I2C プロトコルで使用される 7 ビット・アドレス）以外の値に設

定します。アドレス・バイトのビット 0 は、read/writeビットです。

読出し動作では、ビット0を1に設定する必要があります。次に、

マスタは、読出し対象のレジスタの 16 ビット・アドレスを送信し

ます。ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、SCLK の

ローからハイへの遷移でレジスタ・アドレスの最後のビットを受

信すると、次の SCLK のハイからローへの遷移時に、レジスタの

内容をMISOライン上で送信し始めます。マスタは、SCLKのロー

からハイへの遷移でデータをサンプリングします。

マスタは、最後のビットを受信した後に、SSおよび SCLK ライン

をハイに設定し、通信が終了します。データ・ラインの MOSI お

よび MISO は高インピーダンス状態になります。

図 97. 32 ビット・レジスタの SPI 書込み動作 
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SPI のバースト読出し動作 

瞬時電流／電圧、有効電力、無効電力、皮相電力を格納するレジ

スタは、SPI バースト・モードを用いた読出しができます。この

モードでは、連続したアドレスを持つ複数のレジスタに 1 つのコ

マンドでアクセスできます。SPI バースト・モードを用いてアク

セスできるレジスタは、アドレス 0xE50C からアドレス 0xE51B ま

でにあります。これらのレジスタは全て 32 ビット幅です。

バースト・モードは、マスタが SSピンをローに設定し、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A のアドレスを表す 
1 バイトを MOSI ライン上で送信し始めると開始されます（図 99
参照）。このアドレスは、単一レジスタを読み出す際と同じアド

レス・バイトです。マスタは、MOSI ラインでのデータ送信を、

SCLK の 最 初 の ハ イ か ら ロ ー へ の 遷 移 で 開 始 し ま す 。
ADE7854A/ADE7858A/
ADE7868A/ADE7878Aの SPIは、SCLKのローからハイへの遷移で

データをサンプリングします。

次に、マスタは、読出し対象の最初のレジスタの 16 ビット・アド

レスを送信します。ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A
は、SCLK のローからハイへの遷移でレジスタ・アドレスの最後

のビットを受信すると、次の SCLK のハイからローへの遷移時に、

レジスタの内容を MISO ライン上で送信し始めます。マスタは、

SCLK のローからハイへの遷移でデータをサンプリングします。

マスタが、最初のレジスタの最後のビットを受信した後に、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は次のレジスタの内

容を送信します。このプロセスは、マスタが、SSおよび SCLK ラ

インをハイに設定するまで繰り返され、通信が終了します。デー

タ・ラインの MOSI および MISO は高インピーダンス状態になり

ます。

図 98. 32 ビット・レジスタの SPI 読出し動作 

図 99. SPI のバースト読出し動作 
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HSDC インターフェース

高速データ・キャプチャ（HSDC）インターフェースは、デフォ

ル ト で は デ ィ ス エ ー ブ ル に な っ て い ま す 。 こ れ は 、

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A が I2C イ ン タ ー

フェース用に設定されている場合にのみ使用できます。

ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の SPI イ ン タ ー

フェースは、HSDC インターフェースと同時には使用できません。

CONFIG レジスタのビット 6（HSDCEN）を 1 に設定すると、

HSDC インターフェースがイネーブルになります。HSDCEN ビッ

トを 0（デフォルト値）にクリアすると、HSDCインターフェース

はディスエーブルになります。SPI インターフェースの使用中に、

このビットを 1 に設定しても、この部分に影響はありません。

HSDC インターフェースは、外部デバイス（通常はマイクロプロ

セッサまたは DSP）へのデータ送信に使用します。このデータは、

最大 16 個の 32 ビット・ワードで構成できます。これらのワード

は、相電流や相電圧、中性電流、および有効／無効／皮相電力の

瞬時値を表します。送信されるレジスタは、IAWV、VAWV、

IBWV、VBWV、ICWV、VCWV、INWV、AVA、BVA、CVA、

AWATT、BWATT、CWATT、AVAR、BVAR、CVAR です。これ

らの 24 ビット・レジスタは 32 ビットに符号拡張されます（図 38
参照）。ADE7854A と ADE7858A の場合、INWV レジスタは使用

できませんが、HSDC インターフェースは常に 0 に等しい 32 ビッ

ト・ワードを 1つ送信します。更に、AVAR、BVARおよびCVAR
レジスタは、ADE7854Aでは使用できませんが、HSDCは、常に 0
に等しい 32 ビット・ワードを 3 つ送信します。

HSDC は、SPI または同様のインターフェースと接続できます。

HSDC は常に通信のマスタであり、HSA、HSD、HSCLK の 3 つの

ピンで構成されています。

• HSA は選択信号を表します。ワードが送信されると、HSA はア

クティブ・ローまたはハイを保持し、通常はスレーブのセレク

ト・ピンに接続されます。

• HSD は、スレーブにデータを送信し、通常はスレーブのデータ

入力ピンに接続されます。

• HSCLKは、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878Aによっ

て生成されるシリアル・クロック・ラインであり、通常、ス

レーブのシリアル・クロック入力に接続されます。

図 100 に、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の HSDC
インターフェースと、SPI インターフェースを内蔵するスレー

ブ・デバイスとの接続を示します。

図 100. ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A の 
HSDC インターフェースと SPI スレーブとの接続 

HSDC 通信は HSDC_CFG レジスタによって管理します（表 52 参

照）。CONFIG レジスタのビット 6（HSDCEN）を用いて HSDC
ポートをイネーブルする前に、HSDC_CFG レジスタを目的の値に

設定することを推奨します。こうすると、HSDC ポートに属する

様々なピンの状態は、目的の HSDC 動作と一致しないレベルを許

容しなくなります。ハードウェアのリセット後またはパワーアッ

プ後、HSD ピンと HSA ピンはハイに設定されます。 

HSDC_CFGレジスタのビット 0（HCLK）は、HSDC通信のシリア

ル・クロック周波数を決定します。HCLKビットを0（デフォルト

値）に設定すると、クロック周波数は 8MHz になります。HCLK
ビットを 1 に設定すると、クロック周波数は 4MHz になります。

HSCLK のハイからローへの遷移ごとに、1 ビットのデータが送信

されます。HSDC インターフェースからデータを受信するスレー

ブ・デバイスは、HSCLK のローからハイへの遷移時に HSD ライ

ンをサンプリングします。

ワードは、32 ビット・パッケージまたは 8 ビット・パッケージと

して送信できます。HSDC_CFGレジスタのビット 1（HSIZE）を 0
（デフォルト値）に設定すると、ワードは 32 ビット・パッケージ

として送信されます。HSIZE ビットを 1 に設定すると、レジスタ

は 8 ビット・パッケージとして送信されます。HSDC インター

フェースは、ワードを MSB ファーストで送信します。

ビット 2（HGAP）を 1 に設定すると、パッケージ間に HSCLK サ

イクル 7 回分のギャップが設定されます。HGAP ビットを 0（デ

フォルト値）にクリアすると、パッケージ間にギャップが設定さ

れず、通信時間が最短になります。HGAP を 0 に設定すると、

HSIZEビットは通信に影響を与えず、HSCLKのハイからローへの

遷移ごとに、データ・ビットが HSD ライン上に配置されます。

ビット[4:3]（HXFER[1:0]）は、送信するワード数を指定します。

HXFER[1:0]を00（デフォルト値）に設定すると、16ワード全てが

送信されます。HXFER[1:0]を01に設定すると、相電流、中性電流

および相電圧の瞬時値を表すワードのみが、次の順序で送信され

ます：IAWV、VAWV、IBWV、VBWV、ICWV、VCWV、常に

INWV と等しい 1 つの 32 ビット・ワード。HXFER[1:0]を 10 に設

定すると、相電力の瞬時値のみが次の順序で送信されます：AVA、

BVA、CVA、AWATT、BWATT、CWATT、AVAR、BVAR、

CVAR。HXFER[1:0]の値 11 は予約済みであり、この値を書き込む

ことは、デフォルト値の 00 を書き込むことと同じです。各デバイ

スのビット設定値の詳細については、表 52 を参照してください。

ビット 5（HSAPOL）は、通信中の HSA ピンにおける HSA機能の

極性を指定します。HSAPOL ビットを 0（デフォルト値）に設定

すると、通信中に HSA ピンがアクティブ・ローになります。つま

り、通信中でないとき、HSA はハイを保持します。通信が実行さ

れると、HSA は、32 ビットまたは 8 ビットのパッケージの転送時

にはローになり、ギャップ中はハイになります。HSAPOL ビット

を 1 に設定すると、通信中は HSA ピンがアクティブ・ハイになり

ます。つまり、通信中でないとき、HSA はローを保持します。通

信が実行されると、HSA は、32 ビットまたは 8 ビットのパッケー

ジの転送時にはハイになり、ギャップ中はローになります。

HSDC_CFG レジスタのビット[7:6]は予約済みです。これらのビッ

トに書き込まれた値は、HSDC の動作には影響しません。

図 101 に、HGAP = 0、HXFER[1:0] = 00、および HSAPOL = 0 の場

合の HSDC 転送プロトコルを示します。HSDC インターフェース

は、HSCLK のハイからローへの遷移ごとに HSD ライン上にデー

タ・ビットを設定します。HSIZE ビットの値は無関係です。
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図 102 に、HSIZE = 0、HGAP = 1、HXFER[1:0] = 00、HSAPOL = 0
の場合の HSDC 転送プロトコルを示します。HSDC インター

フェースで、各 32 ビット・ワードの間に 7 サイクルの HSCLK
ギャップが設定されることに注意してください。

図 103 に、HSIZE = 1、HGAP = 1、HXFER[1:0] = 00、HSAPOL = 0
の場合の HSDC 転送プロトコルを示します。HSDC インター

フェースで、各 8 ビット・ワードの間に 7 サイクルの HSCLK
ギャップが設定されることに注意してください。

表 52 に、HSDC_CFG レジスタの HCLK、HSIZE、HGAP、

HXFER[1:0]、および HSAPOL ビットを示します。表 27 に、全て

の HSDC_CFG レジスタ設定値について、HSDC データ転送の実行

にかかる時間を示します。一部の設定値では、転送時間は波形サ

ンプル・レジスタの更新レートである 125 マイクロ秒（8kHz）よ

り短くなります。これは、HSDC ポートがサンプリング・サイク

ルごとにデータを送信することを意味します。転送時間が 125 マ

イクロ秒より長い設定値の場合、HSDCポートは、2つの連続した

8kHz サンプリング・サイクルの最初のサイクルでのみデータを送

信します。つまり、ポートは 4kHzの実効レートでレジスタを送信

します。

表 27. 様々な HSDC 設定値での通信時間 

1 N/A は該当なしを意味します。 

図 101. HGAP = 0、HXFER[1:0] = 00、HSAPOL = 0 の場合の HSDC 通信。HSIZE は無関係 

図 102. HSIZE = 0、HGAP = 1、HXFER[1:0] = 00、HSAPOL = 0 の場合の HSDC 通信 

図 103. HSIZE = 1、HGAP = 1、HXFER[1:0] = 00、HSAPOL = 0 の場合の HSDC 通信 
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レジスタの一覧

デュアル機能のピン名は、関連する機能のみが言及されることに注意してください。例えば、CF3/HSCLKピンのキャリブレーション周波

数出力機能の場合は、CF3 です（完全なピン記号と説明については、ピン配置およびピン機能の説明のセクションを参照）。 

表 28. DSP データ・メモリ RAM 内のレジスタ一覧 
アドレス レジスタ名 R/W1 ビット長 通信時のビット長 2 タイプ 3 デフォルト値 概要 

0x4380 AIGAIN R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相電流のゲイン調整。 
0x4381 AVGAIN R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相電圧のゲイン調整。 
0x4382 BIGAIN R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相電流のゲイン調整。 
0x4383 BVGAIN R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相電圧のゲイン調整。 
0x4384 CIGAIN R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相電流のゲイン調整。 
0x4385 CVGAIN R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相電圧のゲイン調整。 
0x4386 NIGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 中性電流のゲイン調整（ADE7868A と ADE7878A

のみ）。 
0x4387 AIRMSOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相電流実効値オフセット。 
0x4388 AVRMSOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相電圧実効値オフセット。 
0x4389 BIRMSOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相電流実効値オフセット。 
0x438A BVRMSOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相電圧実効値オフセット。 
0x438B CIRMSOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相電流実効値オフセット。 
0x438C CVRMSOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相電圧実効値オフセット。 
0x438D NIRMSOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 中性電流実効値オフセット（ADE7868A と

ADE7878A のみ）。 
0x438E AVAGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相皮相電力のゲイン調整。 
0x438F BVAGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相皮相電力のゲイン調整。 
0x4390 CVAGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相皮相電力のゲイン調整。 
0x4391 AWGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相総合有効電力のゲイン調整。 
0x4392 AWATTOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相総合有効電力のオフセット調整。 
0x4393 BWGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相総合有効電力のゲイン調整。 
0x4394 BWATTOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相総合有効電力のオフセット調整。 
0x4395 CWGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相総合有効電力のゲイン調整。 
0x4396 CWATTOS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相総合有効電力のオフセット調整。 
0x4397 AVARGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相総合無効電力のゲイン調整（ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0x4398 AVAROS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相総合無効電力のオフセット調整

（ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0x4399 BVARGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相総合無効電力のゲイン調整（ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0x439A BVAROS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相総合無効電力のオフセット調整

（ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0x439B CVARGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相総合無効電力のゲイン調整（ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0x439C CVAROS  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相総合無効電力のオフセット調整

（ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0x439D AFWGAIN  R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相基本波有効電力のゲイン調整。ADE7854A、

ADE7858A および ADE7868A 用の予約済み 
ロケーション。 

0x439E AFWATTOS R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 A 相基本波有効電力のオフセット調整。

ADE7854A、ADE7858A および ADE7878A 用の

予約済みロケーション。 
0x439F BFWGAIN R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相基本波有効電力のゲイン調整（ADE7878A の

み）。 
0x43A0 BFWATTOS R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 B 相基本波有効電力のオフセット調整

（ADE7878A のみ）。 
0x43A1 CFWGAIN R/W 24 32 ZPSE S 0x000000 C 相基本波有効電力のゲイン調整（ADE7878A の

み）。 
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アドレス レジスタ名 R/W1 ビット長 通信時のビット長 2 タイプ 3 デフォルト値 概要 
0x43A2  CFWATTOS  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  C 相基本波有効電力のオフセット調整

（ADE7878A のみ）。 
0x43A3  AFVARGAIN  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  A 相基本波無効電力のゲイン調整（ADE7878A の

み）。 
0x43A4  AFVAROS  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  A 相基本波無効電力のオフセット調整

（ADE7878A のみ）。 
0x43A5  BFVARGAIN  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  B 相基本波無効電力のゲイン調整（ADE7878A の

み）。 
0x43A6  BFVAROS  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  B 相基本波無効電力のオフセット調整

（ADE7878A のみ）。 
0x43A7  CFVARGAIN  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  C 相基本波無効電力のゲイン調整（ADE7878A の

み）。 
0x43A8  CFVAROS  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  C 相基本波無効電力のオフセット調整

（ADE7878A のみ）。 
0x43A9  VATHR1  R/W  24 32 ZP  U  0x000000  各相の皮相電力データ経路で使用される

VATHR[47:0]閾値の最上位 24 ビット。 
0x43AA  VATHR0  R/W  24 32 ZP  U  0x000000  各相の皮相電力データ経路で使用される

VATHR[47:0]閾値の最下位 24 ビット。 
0x43AB  WTHR1  R/W  24 32 ZP  U  0x000000  各相の総合／基本波有効電力データ経路で使用さ

れる WTHR[47:0]閾値の最上位 24 ビット。 
0x43AC  WTHR0  R/W  24 32 ZP  U  0x000000  各相の総合／基本波有効電力データ経路で使用さ

れる WTHR[47:0]閾値の最下位 24 ビット。 
0x43AD  VARTHR1  R/W  24 32 ZP  U  0x000000  各相の総合／基本波無効電力データ経路で使用さ

れる VARTHR[47:0]閾値の最上位 24 ビット

（ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0x43AE  VARTHR0  R/W  24 32 ZP  U  0x000000  各相の総合／基本波無効電力データ経路で使用さ

れる VARTHR[47:0]閾値の最下位 24 ビット

（ADE7858A、ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0x43AF  Reserved  N/A4  N/A4  N/A4  N/A4  0x000000  正常に動作させるには、このメモリ・ロケーショ

ンを 0x000000 で維持します。 
0x43B0  VANOLOAD  R/W  24 32 ZPSE  S  0x0000000  皮相電力データ経路の無負荷閾値。 
0x43B1  APNOLOAD  R/W  24 32 ZPSE  S  0x0000000  総合／基本波有効電力データ経路の無負荷閾値。 
0x43B2  VARNOLOAD  R/W  24 32 ZPSE  S  0x0000000  総合／基本波無効電力データ経路の無負荷閾値。

ADE7854A 用の予約済みロケーション。 
0x43B3  VLEVEL  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  基本波有効／無効電力の計算アルゴリズムで使用

されるレジスタ（ADE7878A のみ）。 
0x43B4  Reserved  N/A4  N/A4  N/A4  N/A4  0x000000  このロケーションには書き込まないでください。 
0x43B5  DICOEFF  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  デジタル積分器アルゴリズムで使用されるレジス

タ。積分器をターン・オンする場合は、DICOEFF
レジスタを 0xFF8000 で設定する必要がありま

す。実際には、0xFFF8000 として送信されます。 
0x43B6  HPFDIS  R/W  24 32 ZP  U  0x000000  電流データ経路で HPF をディスエーブル／イ

ネーブルにします。表 32 を参照してください。 
0x43B7  Reserved  N/A4  N/A4  N/A4  N/A4  0x000000  正常に動作させるには、このメモリ・ロケーショ

ンを 0x000000 で維持します。 
0x43B8  ISUMLVL  R/W  24 32 ZPSE  S  0x000000  相電流の合計と中性電流の比較に使用される閾値

（ADE7868A と ADE7878A のみ）。 
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アドレス レジスタ名 R/W1 ビット長 通信時のビット長 2 タイプ 3 デフォルト値 概要 
0x43B9 to 
0x43BE  

Reserved  N/A4  N/A4  N/A4  N/A4  0x000000  正常に動作させるには、このメモリ・ロケーショ

ンを 0x000000 で維持します。 
0x43BF  ISUM  R  28 32 ZP  S  N/A4  IAWV、IBWV および ICWV レジスタの合計

（ADE7868A と ADE7878A のみ）。 
0x43C0  AIRMS  R  24 32 ZP  S  N/A4  A 相電流実効値。 
0x43C1  AVRMS  R  24 32 ZP  S  N/A4  A 相電圧実効値。 
0x43C2  BIRMS  R  24 32 ZP  S  N/A4  B 相電流実効値。 
0x43C3  BVRMS  R  24 32 ZP  S  N/A4  B 相電圧実効値。 
0x43C4  CIRMS  R  24 32 ZP  S  N/A4  C 相電流実効値。 
0x43C5  CVRMS  R  24 32 ZP  S  N/A4  C 相電圧実効値。 
0x43C6  NIRMS  R  24 32 ZP  S  N/A4  中性電流実効値（ADE7868A と ADE7878A の

み）。 
0x43C7 to 
0x43FF  

Reserved  N/A4  N/A4  N/A4  N/A4  N/A4  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。

1 R = 読出し専用、R/W = 読出し／書込み。 
2 32 ZPSE = 24 ビット符号付きレジスタ。4 つの MSB に 0 が埋め込まれ、28 ビットに符号拡張された 32 ビット・ワードとして送信されます。32 ZP = 28 ビッ

トまたは 24 ビットの符号付きまたは符号なしレジスタ。それぞれ 4 つの MSB または 8 つの MSB に 0 が埋め込まれた 32 ビット・ワードとして送信されま

す。 
3 U = 符号なしレジスタ。S = 2 の補数フォーマットの符号付きレジスタ。 
4 N/A = 該当なし。 

表 29. 内部 DSP メモリ RAM レジスタ 
アドレス レジスタ名 R/W1 ビット長 タイプ 2 デフォルト値 概要

0xE203 Reserved R/W 16 U 0x0000 正常に動作させるには、このメモリ・ロケーションには書き

込まないでください。

0xE228 Run R/W 16 U 0x0000 実行レジスタは DSP の開始および停止を行います（デジタ

ル・シグナル・プロセッサのセクションを参照）。

1 R/W = 読出し／書込み。 
2 U = 符号なしレジスタ。 

表 30. 請求可能レジスタ 
アドレス レジスタ名 R/W1 ビット長 タイプ 2 デフォルト値 概要

0xE400 AWATTHR R 32 S 0x00000000 A 相総合有効電力量積算。 
0xE401 BWATTHR R 32 S 0x00000000 B 相総合有効電力量積算。 
0xE402 CWATTHR R 32 S 0x00000000 C 相総合有効電力量積算。 
0xE403 AFWATTHR R 32 S 0x00000000 A 相基本波有効電力量積算（ADE7878A のみ）。 
0xE404 BFWATTHR R 32 S 0x00000000 B 相基本波有効電力量積算（ADE7878A のみ）。 
0xE405 CFWATTHR R 32 S 0x00000000 C 相基本波有効電力量積算（ADE7878A のみ）。 
0xE406 AVARHR R 32 S 0x00000000 A 相総合無効電力量積算（ADE7858A、ADE7868A、

ADE7878A のみ）。 
0xE407 BVARHR R 32 S 0x00000000 B 相総合無効電力量積算（ADE7858A、ADE7868A、

ADE7878A のみ）。 
0xE408 CVARHR R 32 S 0x00000000 C 相総合無効電力量積算（ADE7858A、ADE7868A、

ADE7878A のみ）。 
0xE409 AFVARHR R 32 S 0x00000000 A 相基本波無効電力量積算（ADE7878A のみ）。 
0xE40A BFVARHR R 32 S 0x00000000 B 相基本波無効電力量積算（ADE7878A のみ）。 
0xE40B CFVARHR R 32 S 0x00000000 C 相基本波無効電力量積算（ADE7878A のみ）。 
0xE40C AVAHR R 32 S 0x00000000 A 相皮相電力量積算。 
0xE40D BVAHR R 32 S 0x00000000 B 相皮相電力量積算。 
0xE40E CVAHR R 32 S 0x00000000 C 相皮相電力量積算。 

1 R/W = 読出し／書込み。 
2 U = 符号なしレジスタ。 
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表 31. 設定レジスタと電力品質レジスタ 

アドレス レジスタ名 R/W1, 2 ビット長 2 
通信時の 

ビット長 2, 3 タイプ 2, 4 デフォルト値 2 概要

0xE500  IPEAK  R  32 32 U  N/A  電流ピーク・レジスタ。詳細については、図 51
と表 33 を参照してください。 

0xE501  VPEAK  R  32 32 U  N/A  電圧ピーク・レジスタ。詳細については、図 51
と表 34 を参照してください。 

0xE502  STATUS0  R/W  32 32 U  N/A  割込みステータス・レジスタ 0。表 35 を参照して

ください。 
0xE503  STATUS1  R/W  32 32 U  N/A  割込みステータス・レジスタ 1。表 36 を参照して

ください。 
0xE504  AIMAV  R  20 32 ZP  U  N/A  PSM0 および PSM1 モード中に計算される A 相電

流平均絶対値（ADE7868A と ADE7878A の

み）。 
0xE505  BIMAV  R  20 32 ZP  U  N/A  PSM0 および PSM1 モード中に計算される B 相電

流平均絶対値（ADE7868A と ADE7878A の

み）。 
0xE506  CIMAV  R  20 32 ZP  U  N/A  PSM0 および PSM1 モード中に計算される C 相電

流平均絶対値（ADE7868A と ADE7878A の

み）。 
0xE507  OILVL  R/W  24 32 ZP  U  0xFFFFFF  過電流閾値。 
0xE508  OVLVL  R/W  24 32 ZP  U  0xFFFFFF  過電圧閾値。 
0xE509  SAGLVL  R/W  24 32 ZP  U  0x000000  電圧サグ・レベル閾値。 
0xE50A  MASK0  R/W  32 32 U  0x00000000  割込みイネーブル・レジスタ 0。表 37 を参照して

ください。 
0xE50B  MASK1  R/W  32 32 U  0x00000000  割込みイネーブル・レジスタ 1。表 38 を参照して

ください。 
0xE50C  IAWV  R  24 32 SE  S  N/A  A 相電流の瞬時値。 
0xE50D  IBWV  R  24 32 SE  S  N/A  B 相電流の瞬時値。 
0xE50E  ICWV  R  24 32 SE  S  N/A  C 相電流の瞬時値。 
0xE50F  INWV  R  24 32 SE  S  N/A  中性電流の瞬時値（ADE7868A と ADE7878A の

み）。 
0xE510  VAWV  R  24 32 SE  S  N/A  A 相電圧の瞬時値。 
0xE511  VBWV  R  24 32 SE  S  N/A  B 相電圧の瞬時値。 
0xE512  VCWV  R  24 32 SE  S  N/A  C 相電圧の瞬時値。 
0xE513  AWATT  R  24 32 SE  S  N/A  A 相総合有効電力の瞬時値。 
0xE514  BWATT  R  24 32 SE  S  N/A  B 相総合有効電力の瞬時値。 
0xE515  CWATT  R  24 32 SE  S  N/A  C 相総合有効電力の瞬時値。 
0xE516  AVAR  R  24 32 SE  S  N/A  A 相総合無効電力の瞬時値（ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0xE517  BVAR  R  24 32 SE  S  N/A  B 相総合無効電力の瞬時値（ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0xE518  CVAR  R  24 32 SE  S  N/A  C 相総合無効電力の瞬時値（ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A のみ）。 
0xE519  AVA  R  24 32 SE  S  N/A  A 相皮相電力の瞬時値。 
0xE51A  BVA  R  24 32 SE  S  N/A  B 相皮相電力の瞬時値。 
0xE51B  CVA  R  24 32 SE  S  N/A  C 相皮相電力の瞬時値。 
0xE51C to 
0xE51E  

Reserved  N/A  N/A  N/A  N/A  N/A  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。 
0xE51F  CHECKSUM  R  32 32 U  N/A  チェックサムの検証。詳細については、チェック

サム・レジスタのセクションを参照してくださ

い。 
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アドレス レジスタ名 R/W1, 2 ビット長 2 
通信時の 

ビット長 2, 3 タイプ 2, 4 デフォルト値 2 概要

0xE520  VNOM  R/W  24 32 ZP  S  0x000000  皮相電力の代替計算で使用される各相の公称電圧

実効値。VNOMxEN ビットが設定されると、該当

する相の印加された電圧入力は無視され、対応す

る全ての実効値電圧インスタンスは、VNOM レジ

スタの値に置き換えられます。 
0xE521 to 
0xE52F  

Reserved  N/A  N/A  N/A  N/A  N/A  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。 
0xE530  IARMS_LRIP  R  24 32 ZP  S  N/A  A 相電流実効値の 1.024 秒平均 
0xE531  VARMS_LRIP  R  24 32 ZP  S  N/A  A 相電圧実効値の 1.024 秒平均 
0xE532  IBRMS_LRIP  R  24 32 ZP  S  N/A  B 相電流実効値の 1.024 秒平均 
0xE533  VBRMS_LRIP  R  24 32 ZP  S  N/A  B 相電圧実効値の 1.024 秒平均 
0xE534  ICRMS_LRIP  R  24 32 ZP  S  N/A  C 相電流実効値の 1.024 秒平均 
0xE535  VCRMS_LRIP  R  24 32 ZP  S  N/A  C 相電圧実効値の 1.024 秒平均 
0xE536  INRMS_LRIP  R  24 32 ZP  S  N/A  中性電流実効値の 1.024 秒平均 
0xE537 to 
0xE5FE 

Reserved  N/A  N/A  N/A  N/A  N/A  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。 
0xE5FF  LAST_ 

RWDATA_32  
R  32 32 U  N/A  最後の正常な 32 ビット・レジスタ通信のデータ

を格納。 
0xE600  PHSTATUS  R  16 16 U  N/A  各相のピーク・レジスタ。表 39 を参照してくだ

さい。 
0xE601  ANGLE0  R  16 16 U  N/A  時間遅延 0。詳細については、相間の時間間隔の

セクションを参照してください。 
0xE602  ANGLE1  R  16 16 U  N/A  時間遅延 1。詳細については、相間の時間間隔の

セクションを参照してください。 
0xE603  ANGLE2  R  16 16 U  N/A  時間遅延 2。詳細については、相間の時間間隔の

セクションを参照してください。 
0xE604 to 
0xE606  

Reserved  N/A  N/A  N/A  N/A  N/A  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。 
0xE607  Period  R  16 16 U  N/A  ネットワーク・ライン周期。 
0xE608  PHNOLOAD  R  16 16 U  N/A  各相の無負荷レジスタ。表 40 を参照してくださ

い。 
0xE609 to 
0xE60B 

Reserved  N/A  N/A  N/A  N/A  N/A  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。 
0xE60C  LINECYC  R/W  16 16 U  0xFFFF  ライン・サイクル積算モード・カウント。 
0xE60D  ZXTOUT  R/W  16 16 U  0xFFFF  ゼロ交差タイムアウト・カウント。 
0xE60E  COMPMODE  R/W  16 16 U  0x01FF  計算モード・レジスタ。表 41 を参照してくださ

い。 
0xE60F  Gain  R/W  16 16 U  0x0000  ADC 入力での PGA ゲイン。表 42 を参照してく

ださい。 
0xE610  CFMODE  R/W  16 16 U  0x0E88  CFx 設定レジスタ。表 43 を参照してください。 
0xE611  CF1DEN  R/W  16 16 U  0x0000  CF1 デノミネータ。 
0xE612  CF2DEN  R/W  16 16 U  0x0000  CF2 デノミネータ。 
0xE613  CF3DEN  R/W  16 16 U  0x0000  CF3 デノミネータ。 
0xE614  APHCAL  R/W  10 16 ZP  S  0x0000  A 相の位相キャリブレーション（表 44 参照）。 
0xE615  BPHCAL  R/W  10 16 ZP  S  0x0000  B 相の位相キャリブレーション（表 44 参照）。 
0xE616  CPHCAL  R/W  10 16 ZP  S  0x0000  C 相の位相キャリブレーション（表 44 参照）。 
0xE617  PHSIGN  R  16 16 U  N/A  電力符号レジスタ。表 45 を参照してください。 
0xE618  CONFIG  R/W  16 16 U  0x0000  ADE7878A 設定レジスタ。表 46 を参照してくだ

さい。 
0xE619 to  
0xE6FD 

Reserved  N/A  N/A  N/A  N/A  N/A  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。 
0xE6FE  LAST_ADDR  R  16 16 U  N/A  最後の読出し／書込み動作時に、正常にアクセス

されたレジスタのアドレス。 
0xE6FF  LAST_ 

RWDATA_16  
R  16 16 U  N/A  最後の正常な 16 ビット・レジスタ通信のデータ

を格納。 
0xE700  MMODE  R/W  8 8 U  0x1C  計測モード・レジスタ。表 48 を参照してくださ

い。 
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アドレス レジスタ名 R/W1, 2 ビット長 2 
通信時の 

ビット長 2, 3 タイプ 2, 4 デフォルト値 2 概要

0xE701  ACCMODE  R/W  8 8 U  0x00  積算モード・レジスタ。表 49 を参照してくださ

い。 
0xE702  LCYCMODE  R/W  8 8 U  0x78  ライン積算モードの動作。表 51 を参照してくだ

さい。 
0xE703  PEAKCYC  R/W  8 8 U  0x00  ピーク検出ハーフ・ライン・サイクル。 
0xE704  SAGCYC  R/W  8 8 U  0x00  サグ検出ハーフ・ライン・サイクル 
0xE705  CFCYC  R/W  8 8 U  0x01  2 つの連続する電力量ラッチ間の CF パルスの

数。電力量レジスタと CFx 出力の同期のセクショ

ンを参照してください。 
0xE706  HSDC_CFG  R/W  8 8 U  0x00  HSDC 設定レジスタ。表 52 を参照してくださ

い。 
0xE707  Version  R  8 8 U  ダイのバージョン。 
0xE708 to 
0xE73F 

Reserved  N/A  N/A  N/A  N/A  N/A  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。 
0xE740  CONFIG_A  R/W  8 8 U  0x00  電力フィルタリングの設定レジスタ。 
0xE741 to 
0xE7FB 

Reserved  N/A  N/A  N/A  N/A  N/A  正常に動作させるには、これらのメモリ・ロケー

ションには書き込まないでください。 
0xE7FC  LAST_ 

RWDATA_8  
R  8 8 U  N/A  最後の正常な 8 ビット・レジスタ通信のデータを

格納。 
0xE7FD  LAST_OP  R  8 8 U  N/A  最後の正常な読出し／書込み動作のタイプ（読出

しまたは書込み）を示します。 
0xEBFF  Reserved  8 8 SPI をアクティブ・ポートとして選択するとき

は、このアドレスを用いてSS/HSA ピンを操作し

ます。シリアル・インターフェースのセクション

を参照してください。 
0xEC00  LPOILVL  R/W  8 8 U  0x07  PSM2 モード中に使用される過電流閾値

（ADE7868A および ADE7878A のみ）。表 53 を

参照してください。 
0xEC01  CONFIG2  R/W  8 8 U  0x00  PSM1 モード中に使用される設定レジスタ。表 54

を参照してください。 

1 R = 読出し専用、R/W = 読出し／書込み。 
2 N/A = 該当なし。 
3 32 ZP = 24 ビットまたは 20 ビットの符号付きまたは符号なしレジスタ。それぞれ 8 つの MSB または 12 個の MSB に 0 が埋め込まれた 32 ビット・ワードと

して送信されます。32 SE = 24 ビット符号付きレジスタ。32 ビットに符号拡張された 32 ビット・ワードとして送信されます。16 ZP = 10 ビット符号なしレ

ジスタ。6 つの MSB に 0 が埋め込まれた 16 ビット・ワードとして送信されます。 
4 U = 符号なしレジスタ、S = 2 の補数フォーマットの符号付きレジスタ。 

表 32. HPFDIS レジスタ（アドレス 0x43B6） 
ビット デフォルト値 概要 

[23:0] 000000 HPFDIS = 0x00000000 は、電圧／電流チャンネルの全てのハイパス・フィルタをイネーブルにします。レジスタを

ノンゼロ値に設定すると、全てのハイパス・フィルタがディスエーブルになります。

表 33. IPEAK レジスタ（アドレス 0xE500） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要 

[23:0] IPEAKVAL[23:0] 0 これらのビットは、電流チャンネルで決定されたピーク値を格納します。

24 IPPHASE[0] 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電流は IPEAKVAL[23:0]値を生成します。 
25 IPPHASE[1] 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電流は IPEAKVAL[23:0]値を生成します。 
26 IPPHASE[2] 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電流は IPEAKVAL[23:0]値を生成します。 
[31:27] 00000 これらのビットは常に 00000 に設定します。 

表 34. VPEAK レジスタ（アドレス 0xE501） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要 

[23:0] VPEAKVAL[23:0] 0 これらのビットは、電圧チャンネルで決定されたピーク値を格納します。

24 VPPHASE[0] 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電圧は VPEAKVAL[23:0]値を生成します。 
25 VPPHASE[1] 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電圧は VPEAKVAL[23:0]値を生成します。 
26 VPPHASE[2] 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電圧は VPEAKVAL[23:0]値を生成します。 
[31:27] 00000 これらのビットは常に 00000 に設定します。 
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表 35. STATUS0 レジスタ（アドレス 0xE502） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要 

0 AEHF  0 このビットが 1 に設定された状態は、総合有効電力量レジスタ（AWATTHR、BWATTHR または

CWATTHR）のいずれかのビット 30 が変更されたことを示します。 
1 FAEHF  0 このビットが 1 に設定された状態は、基本波有効電力量レジスタ（FWATTHR、BFWATTHR または

CFWATTHR）のいずれかのビット 30 が変更されたことを示します。ADE7854A、ADE7858A および

ADE7868A の場合、このビットは常に 0 に設定します。 
2 REHF  0 このビットが 1 に設定された状態は、総合無効電力レジスタ（AVARHR、BVARHR または CVARHR）

のいずれかのビット 30 が変更されたことを示します。ADE7854A の場合、このビットは常に 0 に設定

します。 
3 FREHF  0 このビットが 1 に設定された状態は、基本波無効電力レジスタ（AFVARHR、BFVARHR または

CFVARHR）のいずれかのビット 30 が変更されたことを示します。ADE7854A、ADE7858A および

ADE7868A の場合、このビットは常に 0 に設定します。 
4 VAEHF  0 このビットが 1 に設定された状態は、皮相電力量レジスタ（AVAHR、BVAHR または CVAHR）のいず

れかのビット 30 が変更されたことを示します。 
5 LENERGY  0 このビットが 1 に設定された状態は、ライン電力量積算モードでは、LINECYC レジスタに設定された整

数回のハーフ・ライン・サイクルにわたる積分の終了を示します。

6 REVAPA  0 このビットが 1 に設定された状態は、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6
（REVAPSEL）で特定される A 相有効電力の符号が変化したことを示します。符号自体は、PHSIGN レ

ジスタのビット 0（AWSIGN）に示されています（表 45 参照）。 
7 REVAPB  0 このビットが 1 に設定された状態は、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6

（REVAPSEL）で特定される B 相有効電力の符号が変化したことを示します。符号自体は、PHSIGN レ

ジスタのビット 1（BWSIGN）に示されています（表 45 参照）。 
8 REVAPC  0 このビットが 1 に設定された状態は、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6

（REVAPSEL）で特定される C 相有効電力の符号が変化したことを示します。符号自体は、PHSIGN レ

ジスタのビット 2（CWSIGN）に示されています（表 45 参照）。 
9 REVPSUM1  0 このビットが 1 に設定された状態は、CF1 データ経路の全相電力の合計の符号が変化したことを示しま

す。符号自体は、PHSIGN レジスタのビット 3（SUM1SIGN）に示されています（表 45 参照）。 
10 REVRPA  0 このビットが 1 に設定された状態は、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7

（REVRPSEL）で特定される A 相無効電力の符号が変化したことを示します。符号自体は、PHSIGN レ

ジスタのビット 4（AVARSIGN）に示されています（表 45 参照）。ADE7854A の場合、このビットは常

に 0 に設定します。 
11 REVRPB  0 このビットが 1 に設定された状態は、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7

（REVRPSEL）で特定される B 相無効電力の符号が変化したことを示します。符号自体は、PHSIGN レ

ジスタのビット 5（BVARSIGN）に示されています（表 45 参照）。ADE7854A の場合、このビットは常

に 0 に設定します。 
12 REVRPC  0 このビットが 1 に設定された状態は、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7

（REVRPSEL）で特定される C 相無効電力の符号が変化したことを示します。符号自体は、PHSIGN レ

ジスタのビット 6（CVARSIGN）に示されています（表 45 参照）。ADE7854A の場合、このビットは

常に 0 に設定します。 
13 REVPSUM2  0 このビットが 1 に設定された状態は、CF2 データ経路の全相電力の合計の符号が変更されたことを示し

ます。符号自体は、PHSIGN レジスタのビット 7（SUM2SIGN）に示されています（表 45 参照）。 
14 CF1  このビットが 1 に設定された状態は、CF1 ピンでハイからローへの遷移が発生したことを示します。す

なわち、アクティブ・ローのパルスが生成されています。このビットは、CFMODE レジスタのビット 9
（CF1DIS）を 1 に設定することにより、CF1 出力をディスエーブルにしても設定されます。CF1 ピン

で使用される電力のタイプは、CFMODE レジスタのビット[2:0]（CF1SEL[2:0]）によって決定されます

（表 43 参照）。 
15 CF2  このビットが 1 に設定された状態は、CF2 ピンでハイからローへの遷移が発生したことを示します。す

なわち、アクティブ・ローのパルスが生成されています。このビットは、CFMODE レジスタのビット

10（CF2DIS）を 1 に設定することにより、CF2 出力をディスエーブルにしても設定されます。CF2 ピ

ンで使用される電力のタイプは、CFMODE レジスタのビット[5:3]（CF2SEL[2:0]）によって決定されま

す（表 43 参照）。 
16 CF3  このビットが 1 に設定された状態は、CF3 ピンでハイからローへの遷移が発生したことを示します。す

なわち、アクティブ・ローのパルスが生成されています。このビットは、CFMODE レジスタのビット

11（CF3DIS）を 1 に設定することにより、CF3 出力をディスエーブルにしても設定されます。CF3 ピ

ンで使用される電力のタイプは、CFMODE レジスタのビット[8:6]（CF3SEL[2:0]）によって決定されま

す（表 43 参照）。 
17 DREADY  0 このビットが 1 に設定された状態は、周期的な（8kHz のレートでの）DSP 計算が全て終了したことを

示します。 
18 REVPSUM3  0 このビットが 1 に設定された状態は、CF3 データ経路の全ての相電力の合計の符号が変更されたことを

示します。符号自体は、PHSIGN レジスタのビット 8（SUM3SIGN）に示されています（表 45 参照）。 
[31:19]  Reserved  0000000000000 予約済み。これらのビットは常に 0 に設定します。 
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表 36. STATUS1 レジスタ（アドレス 0xE503） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 NLOAD  0 このビットが 1 に設定された状態は、少なくとも 1 つの相が、総合有効／無効電力に基づいて無負荷状

態に入ったことを示します。その相は、PHNOLOAD レジスタのビット[2:0]（NLPHASE[x]）で示されま

す（表 40 参照）。 
1 FNLOAD  0 このビットが 1 に設定された状態は、少なくとも 1 つの相が、基本波有効／無効電力に基づいて無負荷

状態に入ったことを示します。その相は、PHNOLOAD レジスタ内のビット[5:3]（FNLPHASE[x]）で示

されます（表 40 参照）。ADE7854A、ADE7858A および ADE7868A の場合、このビットは常に 0 に設

定します。 
2 VANLOAD  0 このビットが 1 に設定された状態は、少なくとも 1 つの相が、皮相電力に基づいて無負荷状態に入ったこと

を示します。その相は、PHNOLOAD レジスタのビット[8:6]（VANLPHASE[x]）で示されます（表 40 参

照）。 
3 ZXTOVA  0 このビットが 1 に設定された状態は、A 相電圧にゼロ交差が存在しないことを示しています。 
4 ZXTOVB  0 このビットが 1 に設定された状態は、B 相電圧にゼロ交差が存在しないことを示しています。 
5 ZXTOVC  0 このビットが 1 に設定された状態は、C 相電圧にゼロ交差が存在しないことを示しています。 
6 ZXTOIA  0 このビットが 1 に設定された状態は、A 相電流にゼロ交差が存在しないことを示しています。 
7 ZXTOIB  0 このビットが 1 に設定された状態は、B 相電流にゼロ交差が存在しないことを示しています。 
8 ZXTOIC  0 このビットが 1 に設定された状態は、C 相電流にゼロ交差が存在しないことを示しています。 
9 ZXVA  0 このビットが 1 に設定された状態は、A 相電圧でゼロ交差が検出されることを示しています。 
10 ZXVB  0 このビットが 1 に設定された状態は、B 相電圧でゼロ交差が検出されることを示しています。 
11 ZXVC  0 このビットが 1 に設定された状態は、C 相電圧でゼロ交差が検出されることを示しています。 
12 ZXIA  0 このビットが 1 に設定された状態は、A 相電流でゼロ交差が検出されることを示しています。 
13 ZXIB  0 このビットが 1 に設定された状態は、B 相電流でゼロ交差が検出されることを示しています。 
14 ZXIC  0 このビットが 1 に設定された状態は、C 相電流でゼロ交差が検出されることを示しています。 
15 RSTDONE  1 ソフトウェア・リセット・コマンドの場合、CONFIG レジスタのビット 7（SWRST）が 1 に設定されま

す。PSM1、PSM2 または PSM3 から PSM0 への遷移の場合、またはハードウェア・リセットの場合、

全てのレジスタの値がデフォルトに変更された後に、遷移プロセスの終わりで、このビットが 1 に設定

されます。この割込みはディスエーブルにできないため、IRQ1ピンは、ローになって、この瞬間を告げ

ます。 
16 Sag  0 このビットが 1 に設定された状態は、PHSTATUS レジスタのビット[14:12]（VSPHASE[x]）で示される

相の 1 つで、サグ・イベントが発生したことを示しています（表 39 参照）。 
17 OI  0 このビットが 1 に設定された状態は、PHSTATUS レジスタのビット[5:3]（OIPHASE[x]）で示される相

の 1 つで、過電流イベントが発生したことを示しています（表 39 参照）。 
18 OV  0 このビットが 1 に設定された状態は、PHSTATUS レジスタのビット[11:9]（OVPHASE[x]）で示される

相の 1 つで、過電圧イベントが発生したことを示しています（表 39 参照）。 
19 SEQERR  0 このビットが 1 に設定された状態は、A 相電圧で負から正へのゼロ交差が発生し、続いて、B 相電圧で

はなく C 相電圧で負から正へのゼロ交差が発生したことを示しています。 
20 MISMTCH  0 このビットを 1 に設定すると、次のように表されます。  

||ISUM| − |INWV|| > ISUMLVL  
ISUMLVL は、PHNOLOAD レジスタによって示されます。  
ADE7854A と ADE7858A の場合、このビットは常に 0 に設定します。 

21 Reserved  1 予約済み。このビットは常に 1 に設定します。 
22 Reserved  0 予約済み。このビットは常に 0 に設定します。 
23 PKI  0 このビットが 1 に設定された状態は、電流チャンネルのピーク値検出に使用された期間が終了したこと

を示しています。IPEAK レジスタには、ピーク値と、ピークが検出された相が格納されています（表 33
参照）。 

24 PKV  0 このビットが 1 に設定された状態は、電圧チャンネルのピーク値検出に使用された期間が終了したことを示し

ています。VPEAK レジスタには、ピーク値と、ピークが検出された相が格納されています（表 34 参

照）。 
25 CRC  0 このビットが 1 に設定された状態は、チェックサム・レジスタの値が変更されたことを示しています。 
[31:26]  Reserved  000000 予約済み。これらのビットは常に 0 に設定します。 
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表 37. MASK0 レジスタ（アドレス 0xE50A） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 AEHF  0 このビットを 1 に設定すると、総合有効電力量レジスタ（AWATTHR、BWATTHR、CWATTHR）のい

ずれかのビット 30 が変更されたときに、割込みがイネーブルになります。 
1 FAEHF  0 このビットを 1 に設定すると、基本波有効電力量レジスタ（AFWATTHR、BFWATTHR、

CFWATTHR）のいずれかのビット 30 が変更されたときに、割込みがイネーブルになります。このビッ

トを 1 に設定しても、ADE7854A、ADE7858A または ADE7868A には影響しません。 
2 REHF  0 このビットを 1 に設定すると、総合無効電力レジスタ（AVARHR、BVARHR、CVARHR）のいずれかの

ビット 30 が変更されたときに、割込みがイネーブルになります。このビットを 1 に設定しても、

ADE7854A には影響しません。 
3 FREHF  0 このビットを 1 に設定すると、基本波無効電力量レジスタ（AFVARHR、BFVARHR、CFVARHR）のい

ずれかのビット 30 が変更されたときに、割込みがイネーブルになります。このビットを 1 に設定して

も、ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A には影響しません。 
4 VAEHF  0 このビットを 1 に設定すると、皮相電力量レジスタ（AVAHR、BVAHR、CVAHR）のいずれかのビット

30 が変更されたときに、割込みがイネーブルになります。 
5 LENERGY  0 このビットを 1 に設定すると、ライン電力量積算モードでは、LINECYC レジスタに設定された整数回の

ハーフ・ライン・サイクルにわたる積分の終了時に、割込みがイネーブルになります。 
6 REVAPA  0 このビットを 1 に設定すると、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で

特定される A 相有効電力の符号が変化したときに、割込みがイネーブルになります。 
7 REVAPB  0 このビットを 1 に設定すると、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で

特定される B 相有効電力の符号が変化したときに、割込みがイネーブルになります。 
8 REVAPC  0 このビットを 1 に設定すると、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で

特定される C 相有効電力の符号が変化したときに、割込みがイネーブルになります。 
9 REVPSUM1  0 このビットを 1 に設定すると、CF1 データ経路内の全相電力の合計の符号が変化したときに、割込みが

イネーブルになります。

10 REVRPA  0 このビットを 1 に設定すると、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVRPSEL）で

特定される A 相無効電力の符号が変化したときに、割込みがイネーブルになります。このビットを 1 に

設定しても、ADE7854A には影響しません。 
11 REVRPB  0 このビットを 1 に設定すると、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVRPSEL）で

特定される B 相無効電力の符号が変化したときに、割込みがイネーブルになります。このビットを 1 に

設定しても、ADE7854A には影響しません。 
12 REVRPC  0 このビットを 1 に設定すると、ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVRPSEL）で

特定される C 相無効電力の符号が変化したときに、割込みがイネーブルになります。このビットを 1 に

設定しても、ADE7854A には影響しません。 
13 REVPSUM2  0 このビットを 1 に設定すると、CF2 データ経路内の全相電力の合計の符号が変化したときに、割込みが

イネーブルになります。 
14 CF1  このビットを 1 に設定すると、CF1 ピンでハイからローへの遷移が発生したとき、つまりアクティブ・

ローのパルスが生成されたときに、割込みがイネーブルになります。CFMODE レジスタのビット 9
（CF1DIS）を 1 に設定することにより、CF1 出力がディスエーブルになっている場合でも、割込みをイ

ネーブルにできます。CF1 ピンで使用される電力のタイプは、CFMODE レジスタのビット[2:0]
（CF1SEL[2:0]）によって決定されます（表 43 参照）。 

15 CF2  このビットを 1 に設定すると、CF2 ピンでハイからローへの遷移が発生したとき、つまりアクティブ・

ローのパルスが生成されたときに、割込みがイネーブルされます。CFMODE レジスタのビット 10
（CF2DIS）を 1 に設定することにより、CF2 出力がディスエーブルになっている場合でも、割込みをイ

ネーブルにできます。CF2 ピンで使用される電力のタイプは、CFMODE レジスタのビット[5:3]
（CF2SEL[2:0]）によって決定されます（表 43 参照）。 

16 CF3  このビットを 1 に設定すると、CF3 ピンでハイからローへの遷移が発生したとき、つまりアクティブ・

ローのパルスが生成されたときに、割込みがイネーブルされます。CFMODE レジスタのビット 11
（CF3DIS）を 1 に設定することにより、CF3 出力がディスエーブルになっている場合でも、割込みをイ

ネーブルにできます。CF3 ピンで使用される電力のタイプは、CFMODE レジスタのビット[8:6]
（CF3SEL[2:0]）によって決定されます（表 43 参照）。 

17 DREADY  0 このビットを 1 に設定すると、周期的な（8kHz のレートの）DSP 計算が全て終了したときに、割込み

がイネーブルになります。 
18 REVPSUM3  0 このビットを 1 に設定すると、CF3 データ経路内の全ての相電力の合計の符号が変化したときに、割込

みがイネーブルになります。 
[31:19]  Reserved  0000000000000 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。 
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表 38. MASK1 レジスタ（アドレス 0xE50B） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 NLOAD 0 このビットを 1 に設定すると、少なくとも 1 つの相が、総合有効／無効電力に基づいて無

負荷状態になったときに、割込みがイネーブルになります。

1 FNLOAD 0 このビットを 1 に設定すると、少なくとも 1 つの相が、基本波有効／無効電力に基づいて

無負荷状態になったときに、割込みがイネーブルになります。このビットを 1 に設定して

も、ADE7854A、ADE7858A または ADE7868A には影響しません。 
2 VANLOAD 0 このビットを 1 に設定すると、少なくとも 1 つの相が、皮相電力に基づいて無負荷状態に

なったときに、割込みがイネーブルになります。

3 ZXTOVA 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電圧のゼロ交差が存在しないときに、割込みがイネー

ブルになります。

4 ZXTOVB 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電圧のゼロ交差が存在しないときに、割込みがイネー

ブルになります。

5 ZXTOVC 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電圧のゼロ交差が存在しないときに、割込みがイネー

ブルになります。

6 ZXTOIA 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電流のゼロ交差が存在しないときに、割込みがイネー

ブルになります。

7 ZXTOIB 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電流のゼロ交差が存在しないときに、割込みがイネー

ブルになります。

8 ZXTOIC 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電流のゼロ交差が存在しないときに、割込みがイネー

ブルになります。

9 ZXVA 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電圧でゼロ交差が検出されるときに、割込みがイネー

ブルになります。

10 ZXVB 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電圧でゼロ交差が検出されるときに、割込みがイネー

ブルになります。

11 ZXVC 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電圧でゼロ交差が検出されるときに、割込みがイネー

ブルになります。

12 ZXIA 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電流でゼロ交差が検出されるときに、割込みがイネー

ブルになります。

13 ZXIB 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電流でゼロ交差が検出されるときに、割込みがイネー

ブルになります。

14 ZXIC 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電流でゼロ交差が検出されるときに、割込みがイネー

ブルになります。

15 RSTDONE 0 RSTDONE 割込みはディスエーブルにできないため、このビットは機能しません。1 に設定

しても、0 にクリアしても、何も影響を与えません。 
16 Sag 0 このビットを 1 に設定すると、PHSTATUS レジスタのビット[14:12]（VSPHASE[x]）で示

される相のいずれかでサグ・イベントが発生したときに、割込みがイネーブルになります

（表 39 参照）。 
17 OI 0 このビットを 1 に設定すると、PHSTATUS レジスタのビット[5:3]（OIPHASE[x]）で示さ

れる相のいずれかで過電流イベントが発生したときに、割込みがイネーブルになります

（表 39 参照）。 
18 OV 0 このビットを 1 に設定すると、PHSTATUS レジスタのビット[11:9]（OVPHASE[x]）で示さ

れる相のいずれかで過電圧事象が発生したときに、割込みがイネーブルになります（表 39 参

照）。

19 SEQERR 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電圧で負から正へのゼロ交差が発生し、続いて B 相電

圧ではなく C 相電圧で負から正へのゼロ交差が発生したときに、割込みがイネーブルにな

ります。

20 MISMTCH 0 このビットを 1 に設定すると、||ISUM| − |INWV|| > ISUMLVL が、ISUMLVL レジスタに示

された値よりも大きいときに、割込みがイネーブルになります。このビットを 1 に設定し

ても、ADE7854A または ADE7858A には影響しません。 
22:21 Reserved 00 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。

23 PKI 0 このビットを 1 に設定すると、電流チャンネルのピーク値検出に使用された期間の終了時

に、割込みがイネーブルになります。

24 PKV 0 このビットを 1 に設定すると、電圧チャンネルのピーク値検出に使用された期間の終了時

に、割込みがイネーブルになります。

25 CRC 0 このビットを 1 に設定すると、CHECKSUM レジスタの値が変更されたときに、割込みが

イネーブルになります。

[31:26] Reserved 000000 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。
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表 39. PHSTATUS レジスタ（アドレス 0xE600） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

[2:0] Reserved 000 予約済み。これらのビットは常に 0 に設定します。 
3 OIPHASE[0] 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電流は STATUS1 レジスタのビット 17（OI）を生成し

ます。

4 OIPHASE[1] 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電流は STATUS1 レジスタのビット 17（OI）を生成し

ます。

5 OIPHASE[2] 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電流は STATUS1 レジスタのビット 17（OI）を生成し

ます。

[8:6] Reserved 000 予約済み。これらのビットは常に 0 に設定します。 
9 OVPHASE[0] 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電圧は STATUS1 レジスタのビット 18（OV）を生成し

ます。

10 OVPHASE[1] 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電圧は STATUS1 レジスタのビット 18（OV）を生成し

ます。

11 OVPHASE[2] 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電圧は STATUS1 レジスタのビット 18（OV）を生成し

ます。

12 VSPHASE[0] 0 このビットを 1 に設定すると、A 相電圧は STATUS1 レジスタのビット 16（サグ）を生成

します。

13 VSPHASE[1] 0 このビットを 1 に設定すると、B 相電圧は STATUS1 レジスタのビット 16（サグ）を生成

します。

14 VSPHASE[2] 0 このビットを 1 に設定すると、C 相電圧は STATUS1 レジスタのビット 16（サグ）を生成

します。

15 Reserved 0 予約済み。このビットは常に 0 に設定します。 

表 40. PHNOLOAD レジスタ（アドレス 0xE608） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 NLPHASE[0] 0 0：A 相は、総合有効／無効電力に基づく無負荷状態にはありません。  
1：A 相は、総合有効／無効電力に基づく無負荷状態にあります。NLPHASE[0]ビットは、

STATUS1 レジスタのビット 0（NLOAD）と共に設定されます。  
ADE7854A の無負荷状態は、総合有効電力のみに基づいています。 

1 NLPHASE[1] 0 0：B 相は、総合有効／無効電力に基づく無負荷状態にはありません。  
1：B 相は、総合有効／無効電力に基づく無負荷状態にあります。NLPHASE[1]ビットは、

STATUS1 レジスタのビット 0（NLOAD）と共に設定されます。  
ADE7854A の無負荷状態は、総合有効電力のみに基づいています。 

2 NLPHASE[2] 0 0：C 相は、総合有効／無効電力に基づく無負荷状態にはありません。  
1：C 相は、総合有効／無効電力に基づく無負荷状態にあります。NLPHASE[1]ビットは、

STATUS1 レジスタのビット 0（NLOAD）と共に設定されます。  
ADE7854A の無負荷状態は、総合有効電力のみに基づいています。 

3 FNLPHASE[0] 0 0：A 相は、基本波有効／無効電力に基づく無負荷状態にはありません。ADE7854A、
ADE7858A および ADE7868A の場合、FNLPHASE[0]ビットは常に 0 に設定します。  
1：A 相は、基本波有効／無効電力に基づく無負荷状態にあります。FNLPHASE[0]ビット

は、STATUS1 のビット 1（FNLOAD）と共に設定されます。 
4 FNLPHASE[1] 0 0：B 相は、基本波有効／無効電力に基づく無負荷状態にはありません。ADE7854A、

ADE7858A および ADE7868A の場合、FNLPHASE[2]ビットは常に 0 に設定します。  
1：B 相は、基本波有効／無効電力に基づく無負荷状態にあります。FNLPHASE[1]ビット

は、STATUS1 のビット 1（FNLOAD）と共に設定されます。 
5 FNLPHASE[2] 0 0：C 相は、基本波有効／無効電力に基づく無負荷状態にはありません。ADE7854A、

ADE7858A および ADE7868A の場合、FNLPHASE[2]ビットは常に 0 に設定します。  
1：C 相は、基本波有効／無効電力に基づく無負荷状態にあります。FNLPHASE[2]ビット

は、STATUS1 レジスタのビット 1（FNLOAD）と共に設定されます。   
6 VANLPHASE[0] 0 0：A 相は、皮相電力に基づく無負荷状態にはありません。  

1：A 相は、皮相電力に基づく無負荷状態にあります。VANLPHASE[0]ビットは、

STATUS1 レジスタのビット 2（VANLOAD）と共に設定されます。 
7 VANLPHASE[1] 0 0：B 相は、皮相電力に基づく無負荷状態にはありません。  

1：B 相は、皮相電力に基づく無負荷状態にあります。VANLPHASE[1]ビットは、

STATUS1 レジスタのビット 2（VANLOAD）と共に設定されます。 
8 VANLPHASE[2] 0 0：C 相は、皮相電力に基づく無負荷状態にはありません。  

1：C 相は、皮相電力に基づく無負荷状態にあります。VANLPHASE[2]ビットは、

STATUS1 レジスタのビット 2（VANLOAD）と共に設定されます。 
[15:9] Reserved 0000000 予約済み。これらのビットは常に 0 に設定します。 
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表 41. COMPMODE レジスタ（アドレス 0xE60E） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 TERMSEL1[0] 1 全ての TERMSEL1[2:0]ビットを 1 に設定すると、3 相全ての合計が CF1 出力に含まれま

す。A 相を CF1 出力計算に含めます。 
1 TERMSEL1[1] 1 B 相を CF1 出力計算に含めます。 
2 TERMSEL1[2] 1 C 相を CF1 出力計算に含めます。 
3 TERMSEL2[0] 1 全ての TERMSEL2[2:0]ビットを 1 に設定すると、3 相全ての合計が CF2 出力に含まれま

す。A 相を CF2 出力計算に含めます。 
4 TERMSEL2[1] 1 B 相を CF2 出力計算に含めます。 
5 TERMSEL2[2] 1 C 相を CF2 出力計算に含めます。 
6 TERMSEL3[0] 1 全ての TERMSEL3[2:0]ビットを 1 に設定すると、3 相全ての総和が CF3 出力に含まれま

す。A 相を CF3 出力計算に含めます。 
7 TERMSEL3[1] 1 B 相を CF3 出力計算に含めます。 
8 TERMSEL3[2] 1 C 相を CF3 出力計算に含めます。 
[10:9] ANGLESEL[1:0] 00 00：相電圧と相電流間の位相角を測定します。 

01：相電圧間の位相角を測定します。  
10：相電流間の位相角を測定します。  
11：どの位相角も測定しません。 

11 VNOMAEN 0 このビットが 0 の場合、A 相の皮相電力は通常の方法で計算します。  
このビットが 1 の場合、A 相の皮相電力は、通常の実効値相電圧測定値の代わりに VNOM
レジスタを用いて計算します。印加された A 相電圧入力は無視され、全ての A 相の実効値

電圧インスタンスは、VNOM レジスタ内の値に置き換えられます。

12 VNOMBEN 0 このビットが 0 の場合、B 相の皮相電力は通常の方法で計算します。  
このビットが 1 の場合、B 相の皮相電力は、通常の実効値相電圧測定値の代わりに VNOM
レジスタを用いて計算します。印加された B 相電圧入力は無視され、全ての B 相の実効値

電圧インスタンスは、VNOM レジスタ内の値に置き換えられます。

13 VNOMCEN 0 このビットが 0 の場合、C 相の皮相電力は通常の方法で計算します。  
このビットが 1 の場合、C 相の皮相電力は、通常の実効値相電圧測定値の代わりに VNOM
レジスタを用いて計算します。印加された C 相電圧入力は無視され、全ての C 相の実効値

電圧インスタンスは、VNOM レジスタ内の値に置き換えられます。

14 SELFREQ 0 ADE7878A が 50Hz ネットワークに接続されている場合は、このビットを 0（デフォルト

値）にクリアします。ADE7878A が 60Hz ネットワークに接続されている場合は、この

ビットを 1 に設定します。このビットは、ADE7854A、ADE7858A または ADE7868A には

影響しません。

15 Reserved 0 このビットは、デフォルトで 0 に設定され、いかなる機能の管理も行いません。 

表 42. ゲイン・レジスタ（アドレス 0xE60F） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

[2:0] PGA1[2:0] 000 相電流のゲイン選択。

000：ゲイン = 1。  
001：ゲイン = 2。 
010：ゲイン = 4。 
011：ゲイン = 8。 
100：ゲイン = 16。  
101、110、111：予約済み。設定が終わると、ADE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ 
ADE7878A は、PGA1[2:0] = 000 のように動作します。 

[5:3] PGA2[2:0] 000 中性電流のゲイン選択。

000：ゲイン = 1。ADE7854A と ADE7858A の場合、このビットは常に 000 に設定しま

す。

001：ゲイン = 2。 
010：ゲイン = 4。 
011：ゲイン = 8。 
100：ゲイン = 16。  
101、110、111：予約済み。設定が終わると、ADE7868A と ADE7878A は、 
PGA2[2:0] = 000 のように動作します。 
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[8:6] PGA3[2:0] 000 相電圧のゲイン選択。

000：ゲイン = 1。  
001：ゲイン = 2。 
010：ゲイン = 4。 
011：ゲイン = 8。 
100：ゲイン = 16。  
101、110、111：予約済み。設定が終わると、

DE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、PGA3[2:0] = 000 のように動作します。 
[15:9] Reserved 0000000 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。

表 43. CFMODE レジスタ（アドレス 0xE610） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

[2:0] CF1SEL[2:0] 000 000：CF1 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[2:0]（TERMSEL1[x]）によって特定

される各相の総合有効電力の合計に比例します。

001：CF1 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[2:0]（TERMSEL1[x]）によって特定

される各相の総合無効電力の合計に比例します。この状態は ADE7854A には影響しませ

ん。

010：CF1 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[2:0]（TERMSEL1[x]）によって特定

される各相の皮相電力の合計に比例します。

011：CF1 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[2:0]（TERMSEL1[x]）によって特定

される各相の基本波有効電力の合計に比例します。この状態は、ADE7854A、
ADE7858A、ADE7868A には影響しません。  
100：CF1 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[2:0]（TERMSEL1[x]）によって特定

される各相の基本波無効電力の合計に比例します。この状態は、ADE7854A、
ADE7858A、ADE7868A には影響しません。  
101、110、111：予約済み。設定が終わると、CF1 信号は生成されません。 

[5:3] CF2SEL[2:0] 001 000：CF2 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[5:3]（TERMSEL2[x]）によって特定

される各相の総合有効電力の合計に比例します。

001：CF2 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[5:3]（TERMSEL2[x]）によって特定

される各相の総合無効電力の合計に比例します。この状態は ADE7854A には影響しませ

ん。

010：CF2 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[5:3]（TERMSEL2[x]）によって特定

される各相の皮相電力の合計に比例します。

011：CF2 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[5:3]（TERMSEL2[x]）によって特定

される各相の基本波有効電力の合計に比例します。この状態は、ADE7854A、ADE7858A
または ADE7868A には影響しません。  
100：CF2 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[5:3]（TERMSEL2[x]）によって特定

される各相の基本波無効電力の合計に比例します。この状態は、ADE7854A、ADE7858A
または ADE7868A には影響しません。  
101,110,111：予約済み。設定が終わると、CF2 信号は生成されません。 

[8:6] CF3SEL[2:0] 010 000：CF3 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[8:6]（TERMSEL3[x]）によって特定

される各相の総合有効電力の合計に比例します。

001：CF3 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[8:6]（TERMSEL3[x]）によって特定

される各相の総合無効電力の合計に比例します。この状態は ADE7854A には影響しませ

ん。

010：CF3 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[8:6]（TERMSEL3[x]）によって特定

される各相の皮相電力の合計に比例します。

011：CF3 周波数は、COMPMODE レジスタのビット[8:6]（TERMSEL3[x]）によって特定

される各相の基本波有効電力の合計に比例します。この状態は、ADE7854A、ADE7858A
または ADE7868A には影響しません。  
100：CF3 周波数は、COMPMODE レジスタ内のビット[8:6]（TERMSEL3[x]）によって特

定される各相の基本波無効電力の合計に比例します。この状態は、ADE7854A、
ADE7858A または ADE7868A には影響しません。  
101,110,111：予約済み。設定が終わると、CF3 信号は生成されません。 

9 CF1DIS 1 このビットを 1 に設定すると、CF1 出力がディスエーブルになります。それぞれのデジタ

ル／周波数コンバータは、CF1DIS = 1 のときでもイネーブルのままです。

このビットを 0 に設定すると、CF1 出力がイネーブルになります。
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10 CF2DIS 1 このビットを 1 に設定すると、CF2 出力がディスエーブルになります。それぞれのデジタ

ル／周波数コンバータは、CF2DIS = 1 のときでもイネーブルのままです。

このビットを 0 に設定すると、CF2 出力がイネーブルになります。

11 CF3DIS 1 このビットを 1 に設定すると、CF3 出力がディスエーブルになります。それぞれのデジタ

ル／周波数コンバータは、CF3DIS = 1 のときでもイネーブルのままです。

このビットを 0 に設定すると、CF3 出力がイネーブルになります。

12 CF1LATCH 0 このビットを 1 に設定すると、CF1 パルスが生成されるときに、対応する電力量レジスタ

の内容がラッチされます。電力量レジスタと CFx 出力の同期のセクションを参照してくだ

さい。

13 CF2LATCH 0 このビットを 1 に設定すると、CF2 パルスが生成されるときに、対応する電力量レジスタ

の内容がラッチされます。電力量レジスタと CFx 出力の同期のセクションを参照してくだ

さい。

14 CF3LATCH 0 このビットを 1 に設定すると、CF3 パルスが生成されるときに、対応する電力量レジスタ

の内容がラッチされます。電力量レジスタと CFx 出力の同期のセクションを参照してくだ

さい。

15 Reserved 0 予約済み。このビットはいかなる機能の管理も行いません。

表 44. APHCAL、BPHCAL、CPHCAL レジスタ（アドレス 0xE614、アドレス 0xE615、アドレス 0xE616） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

[9:0] PHCALVAL 0000000000 電流が電圧より進む場合、これらのビットは 0～383 の間でのみ変動できます。  
電流が電圧より遅れる場合、これらのビットは 512～575 の間でのみ変動できます。

PHCALVAL ビットに 384～511 の数値が設定されている場合、補償は、256～383 が設定さ

れた PHCALVAL ビットと同様に動作します。  
PHCALVAL ビットに 576～1023 の数値が設定されている場合、補償は、384～511 が設定

された PHCALVAL ビットと同様に動作します。 
[15:10] Reserved 000000 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。

表 45. PHSIGN レジスタ（アドレス 0xE617） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 AWSIGN 0 0：A 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で特定さ

れる有効電力が正の場合。

1：A 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で特定さ

れる有効電力が負の場合。

1 BWSIGN 0 0：B 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で特定さ

れる有効電力が正の場合。

1：B 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で特定さ

れる有効電力が負の場合。

2 CWSIGN 0 0：C 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で特定さ

れる有効電力が正の場合。

1：C 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 6（REVAPSEL）で特定さ

れる有効電力が負の場合。

3 SUM1SIGN 0 0：CF1 データ経路の全相電力の合計が正の場合。  
1：CF1 データ経路の全相電力の合計が負の場合。CF1 データ経路の相電力は、

COMPMODE レジスタのビット[2:0]（TERMSEL1[x]）と、CFMODE レジスタのビット

[2:0]（CF1SEL[x]）によって特定されます。 
4 AVARSIGN 0 0：A 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVAPSEL）で特定さ

れる無効電力が正の場合。ADE7854A の場合、このビットは常に 0 に設定します。  
1：A 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVAPSEL）で特定さ

れる無効電力が負の場合。

5 BVARSIGN 0 0：B 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVAPSEL）で特定さ

れる無効電力が正の場合。ADE7854A の場合、このビットは常に 0 に設定します。  
1：B 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVAPSEL）で特定さ

れる無効電力が負の場合。

6 CVARSIGN 0 0：C 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVAPSEL）で特定さ

れる無効電力が正の場合。ADE7854A の場合、このビットは常に 0 に設定します。  
1：C 相の ACCMODE レジスタ（総合または基本波）のビット 7（REVAPSEL）で特定さ

れる無効電力が負の場合。
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7 SUM2SIGN 0 0：CF2 データ経路の全相電力の合計が正の場合。  
1：CF2 データ経路の全相電力の合計が負の場合。CF2 データ経路の相電力は、

COMPMODE レジスタのビット[5:3]（TERMSEL2[x]）と、CFMODE レジスタのビット

[5:3]（CF2SEL[x]）によって特定されます。 
8 SUM3SIGN 0 0：CF3 データ経路の全ての相電力の合計が正の場合。  

1：CF3 データ経路の全ての相電力の合計が負の場合。CF3 データ経路の相電力は、

COMPMODE レジスタのビット[8:6]（TERMSEL3[x]）と、CFMODE レジスタのビット

[8:6]（CF3SEL[x]）によって特定されます。 
[15:9] Reserved 0000000 予約済み。これらのビットは常に 0 に設定します。 

表 46. CONFIG レジスタ（アドレス 0xE618） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 INTEN 0 積分器イネーブル。このビットを 1 に設定すると、INTEN により、3 相全ての電流入力と

中性電流入力にロゴスキー・コイルを用いる電力量計で使用する内部デジタル積分器がイ

ネーブルになります。

このビットが 0 にクリアされると、内部デジタル積分器はディスエーブルになります。

[2:1] Reserved 00 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。

3 SWAP 0 このビットを 1 に設定すると、電圧チャンネル出力と電流チャンネル出力が入れ替わりま

す。したがって、電流チャンネル情報は電圧チャンネル・レジスタに存在し、その逆も同

様です。

4 MOD1SHORT 0 このビットを 1 に設定すると、電圧チャンネル ADC は、電圧チャンネル入力が接地されて

いるかのように動作します。

5 MOD2SHORT 0 このビットを 1 に設定すると、電流チャンネル ADC は、電流チャンネル入力が接地されて

いるかのように動作します。

6 HSDCEN 0 このビットを 1 に設定すると、HSDC シリアル・ポートがイネーブルになり、CF3/HSCLK
ピンで HSCLK 機能が選択されます。   
このビットを 0 にクリアすると、HSDC がディスエーブルになり、CF3/HSCLK ピンで

CF3 機能が選択されます。 
7 SWRST 0 このビットを 1 に設定すると、ソフトウェア・リセットが開始されます。  
[9:8] VTOIA[1:0] 00 これらのビットは、電力経路の A 相電流と共に相電圧を決定します。 

00：A 相電圧。  
01：B 相電圧。  
10：C 相電圧。  
11：予約済み。設定が終わると、DE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、

VTOIA[1:0] = 00 のように動作します。 
[11:10] VTOIB[1:0] 00 これらのビットは、電力経路の B 相電流と共に相電圧を決定します。 

00：B 相電圧。  
01：C 相電圧。  
10：A 相電圧。  
11：予約済み。設定が終わると、DE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、

VTOIB[1:0] = 00 のように動作します。 
[13:12] VTOIC[1:0] 00 これらのビットは、電力経路の C 相電流と共に相電圧を決定します。 

00：C 相電圧。  
01：A 相電圧。  
10：B 相電圧。  
11：予約済み。設定が終わると、DE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、

VTOIC[1:0] = 00 のように動作します。 
[15:14] Reserved 0 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。

表 47. CONFIG_A レジスタ（アドレス 0xE740） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 INSEL 0 INSEL[0] = 0 の場合、NIRMS レジスタには中性電流の実効値が格納されます。  
INSEL[0] = 1 の場合、NIRMS レジスタには ISUM の実効値が格納されます。これは、3 相

全ての電流（IA、IB、IC）の合計の瞬時値です。 
1 LPFSEL 0 このビットを 1 に設定すると、総合有効／無効電力計測のフィルタリングが強化されま

す。

[2:7] Reserved 0 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。
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表 48. MMODE レジスタ（アドレス 0xE700） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

[1:0] PERSEL[1:0] 00 00：電圧ラインの周期測定のソースとして選択された A 相。 
01：電圧ラインの周期測定のソースとして選択された B 相。  
10：電圧ラインの周期測定のソースとして選択された C 相。 
11：予約済み。設定が終わると、DE7854A/ADE7858A/ADE7868A/ADE7878A は、

PERSEL[1:0] = 00 のように動作します。 
2 PEAKSEL[0] 1 PEAKSEL[2:0]ビットを全て同時に 1 に設定して、3 相全てで同時にピーク検出を行うこと

ができます。複数の PEAKSEL[2:0]ビットを 1 に設定する場合、複数の相でゼロ交差が検出

されるため、PEAKCYC レジスタに示されるピーク計測期間は、それに応じて減少しま

す。

このビットを 1 に設定すると、電圧／電流ピーク・レジスタに A 相が選択されます。 
3 PEAKSEL[1] 1 このビットを 1 に設定すると、電圧／電流ピーク・レジスタに B 相が選択されます。 
4 PEAKSEL[2] 1 このビットを 1 に設定すると、電圧／電流ピーク・レジスタに C 相が選択されます。 
[7:5] Reserved 000 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。

表 49. ACCMODE レジスタ（アドレス 0xE701） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

[1:0] WATTACC[1:0] 00 00：総合／基本波有効電力の符号付き積算モード。基本波有効電力は ADE7878A でのみ使

用できます。

01：予約済み。設定が終わると、本デバイスは、WATTACC[1:0] = 00 のように動作しま

す。

10：予約済み。設定が終わると、本デバイスは、WATTACC[1:0] = 00 のように動作しま

す。

11：総合／基本波有効電力の絶対積算モード。基本波有効電力は、ADE7878A でのみ使用

できます。このモードは CFx 出力でのみ観測されます。レジスタ内の積算は、

WATTACC[1:0]が 00 に設定されている場合と同様に、符号付き積算であり続けます。 
[3:2] VARACC[1:0] 00 00：総合／基本波無効電力の符号付き積算モード。総合無効電力は、ADE7858A、

ADE7868A、ADE7878A で使用できます。基本波無効電力は ADE7878A でのみ使用できま

す。ADE7854A の場合、これらのビットは常に 00 に設定します。  
01：予約済み。設定が終わると、本デバイスは、VARACC[1:0] = 00 のように動作します。 
10：総合／基本波無効電力を、総合／基本波有効電力の符号に応じて積算します。有効電

力が正の場合、無効電力はそのまま積算されます。有効電力が負の場合、無効電力は逆の

符号で積算されます。このモードは CFx 出力でのみ観測されます。レジスタ内の積算は、

VARACC[1:0]が 00 に設定されている場合と同様に、符号付き積算であり続けます。  
11：総合／基本波無効電力の絶対積算モード。総合無効電力は、ADE7858A、
ADE7868A、ADE7878A で使用できます。基本波無効電力は、ADE7878A でのみ使用でき

ます。このモードは CFx 出力でのみ観測されます。レジスタ内の積算は、VARACC[1:0] が
00 に設定されている場合と同様に、符号付き積算であり続けます。 

[5:4] CONSEL[1:0] 00 これらのビットは、電力量積算レジスタへの入力を選択します。IA'、IB'、IC'は、それぞれ

IA、IB、IC を-90ºシフトしたものです。表 50 を参照してください。  
00：3 相 4 線式 WYE 結線、電圧センサーを 3 つ使用。  
01：3 相 3 線式デルタ結線。  
10：3 相 4 線式 WYE 結線、電圧センサーを 2 つ使用。  
11：3 相 4 線式デルタ結線。 

6 REVAPSEL 0 0：各相で総合有効電力を用いて、次のように STATUS0 レジスタのビットをトリガしま

す。すなわち、A 相ではビット 6（REVAPA）をトリガし、B 相ではビット 7（REVAPB）
をトリガし、C 相ではビット 8（REVAPC）をトリガします。ADE7854A、ADE7858A お

よび ADE7868A の場合、このビットは常に 0 に設定します。  
1：各相で基本波有効電力を用いて、次のように STATUS0 レジスタのビットをトリガしま

す。すなわち、A 相ではビット 6（REVAPA）をトリガし、B 相ではビット 7（REVAPB）
をトリガし、C 相ではビット 8（REVAPC）をトリガします。 

7 REVRPSEL 0 0：各相で総合無効電力を用いて、次のように STATUS0 レジスタのビットをトリガしま

す。A 相ではビット 10（REVRPA）をトリガし、B 相ではビット 11（REVRPB）をトリガ

し、C 相ではビット 12（REVRPC）をトリガします。ADE7854A、ADE7858A および

ADE7868A の場合、このビットは常に 0 に設定します。  
1：各相で基本波無効電力を用いて、次のように STATUS0 レジスタのビットをトリガしま

す。A 相ではビット 10（REVRPA）をトリガし、B 相ではビット 11（REVRPB）をトリガ

し、C 相ではビット 12（REVRPC）をトリガします。 
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表 50. 電力量レジスタの CONSEL[1:0]ビット 

1 3 相 3 線式（CONSEL[1:0] = 01）の場合、デバイスは、A 相と C 相の間のライン電圧の実効値を計算し、その結果を BVRMS レジスタに格納します（3 相 3
線式デルタ構成の電圧実効値のセクションを参照）。その結果、デバイスは、物理的な意味を持たない B 相に関連付けられた電力を計算します。B 相に関

連付けられた電力に関連する周波数出力ピン（CF1、CF2、CF3）のエラーを回避するには、COMPMODE レジスタのビット TERMSEL1[1]、ビット

TERMSEL2[1]、またはビット TERMSEL3[1]を 0 に設定して、電力量／周波数変換への B 相の寄与を無効にします（電力量／周波数変換のセクションを参

照）。 

表 51. LCYCMODE レジスタ（アドレス 0xE702） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 LWATT 0 0：ワット時積算レジスタ（AWATTHR、BWATTHR、CWATTHR、AFWATTHR、

BFWATTHR、CFWATTHR）を通常の積算モードに配置します。  
1：ワット時積算レジスタ（AWATTHR、BWATTHR、CWATTHR、AFWATTHR、

BFWATTHR、CFWATTHR）をライン・サイクル積算モードに配置します。 
1 LVAR 0 0：VAR 時積算レジスタ（AVAHR、BVAHR、CVAHR）を通常の積算モードに配置しま

す。ADE7854A の場合、このビットは常に 0 に設定します。  
1：VAR 時積算レジスタ（AVAHR、BVAHR、CVAHR）をライン・サイクル積算モードに

配置します。

2 LVA 0 0：VA 時積算レジスタ（AVAHR、BVAHR、CVAHR）を通常の積算モードに配置します。 
1：VA 時積算レジスタ（AVAHR、BVAHR、CVAHR）をライン・サイクル積算モードに配

置します。

3 ZXSEL[0] 1 0：A 相を、ライン・サイクル積算モードでのゼロ交差カウントに選択しません。 
1：A 相を、ライン・サイクル積算モードでのゼロ交差カウントに選択します。ゼロ交差検

出に複数の相を選択する場合、積算時間はそれに応じて短縮されます。

4 ZXSEL[1] 1 0：B 相を、ライン・サイクル積算モードでのゼロ交差カウントに選択しません。 
1：B 相を、ライン・サイクル積算モードでのゼロ交差カウントに選択します。 

5 ZXSEL[2] 1 0：C 相を、ライン・サイクル積算モードでのゼロ交差カウントに選択しません。 
1：C 相を、ライン・サイクル積算モードでのゼロ交差カウントに選択します。 

6 RSTREAD 1 0：全ての電力量レジスタのリセット機能付き読出しをディスエーブルにします。ビット

[2:0]（LWATT、LVAR、LVA）を 1 に設定するときに、このビットを 0 にクリアします。  
1：xWATTHR、xVARHR、xVAHR、xFWATTHR、xFVARHR レジスタ全てのリセット機能

付き読出しをイネーブルにします。すなわち、これらのレジスタの読出しにより、0 にリ

セットされます。

7 Reserved 0 予約済み。このビットはいかなる機能の管理も行いません。
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表 52. HSDC_CFG レジスタ（アドレス 0xE706） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 HCLK 0 0：HSCLK = 8MHz。 
1：HSCLK = 4MHz。 

1 HSIZE 0 0：HSDC は、32 ビット・レジスタを MSB ファーストの 32 ビット・パッケージで送信し

ます。

1：HSDC は、32 ビット・レジスタを MSB ファーストの 8 ビット・パッケージで送信しま

す。

2 HGAP 0 0：パッケージ間にはギャップを設定しません。  
1：HCLK サイクル 7 回分のギャップをパッケージ間に設定します。 

[4:3] HXFER[1:0] 00 00 = ADE7854A の場合、HSDC は、16 個の 32 ビット・ワードを次の順序で送信します：

IAWV、VAWV、IBWV、VBWV、ICWV、VCWV、0 に等しい 1 つの 32 ビット・ワード、

AVA、BVA、CVA、AWATT、BWATT、CWATT、0 に等しい 3 つの 32 ビット・ワード。

ADE7858A の場合、HSDC は、16 個の 32 ビット・ワードを次の順序で送信します：

IAWV、VAWV、IBWV、VBWV、ICWV、VCWV、0 に等しい 1 つの 32 ビット・ワード、

AVA、BVA、CVA、AWATT、BWATT、CWATT、AVAR、BVAR、CVAR。ADE7868A と

ADE7878A の場合、HSDC は、16 個の 32 ビット・ワードを次の順序で送信します：

IAWV、VAWV、IBWV、VBWV、ICWV、VCWV、INWV、AVA、BVA、CVA、AWATT、
BWATT、CWATT、AVAR、BVAR、CVAR。  
01 = ADE7854A と ADE7858A の場合、HSDC は、電流および電圧の 6 つの瞬時値を次の

順序で送信します。IAWV、VAWV、IBWV、VBWV、ICWV、VCWV、0 に等しい 1 つの 32
ビット・ワード。ADE7868A と ADE7878A の場合、HSDC は、電流および電圧の 7 つの瞬

時値を次の順序で送信します：IAWV、VAWV、IBWV、VBWV、ICWV、VCWV、INWV。  
10 = ADE7854A の場合、HSDC は、相電力の 6 つの瞬時値を次の順序で送信します：

AVA、BVA、CVA、AWATT、BWATT、CWATT、0 に等しい 3 つの 32 ビット・ワード。

ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A の場合、HSDC は、相電力の 9 つの瞬時値を次

の順序で送信します：AVA、BVA、CVA、AWATT、BWATT、CWATT、AVAR、BVAR、

CVAR。  
11 = 予約済み。設定が終わると、ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A
は、HXFER[1:0] = 00 のように動作します。 

5 HSAPOL 0 0：SS/HSA ピンはアクティブ・ローです。 
1：SS/HSA ピンはアクティブ・ハイです。 

[7:6] Reserved 00 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。

表 53. LPOILVL レジスタ（アドレス 0xEC00）1 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

[2:0] LPOIL[2:0] 000 PSM2 閾値の選択。表 10 を参照してください。 
[7:3] LPLINE[4:0] 00000 PSM2 割込みモードの場合、測定期間は 0.02 × (LPLINE + 10)秒です。 

PSM2 IRQ1専用モードの場合、測定期間は 0.02 × (LPLINE + 1)です。この期間の間待つに

は、外部タイマーを使用します。

1 LPOILVL レジスタは、ADE7868A と ADE7878A でのみ使用できます。このレジスタは、ADE7854A と ADE7858A 用に予約済みです。 

表 54. CONFIG2 レジスタ（アドレス 0xEC01） 
ビット ビット名 デフォルト値 概要

0 EXTREFEN 0 このビットを 0 に設定すると、ADC で内部電圧リファレンスが使用されます。   
このビットを 1 に設定すると、外部リファレンスがピン 17、REFIN/OUTに接続されます。 

1 I2C_LOCK 0 このビットを 0 に設定すると、SS/HSA ピンを 3 回トグルして、SPI ポートをアクティブに

できます。I2C がアクティブなシリアル・ポートである場合、このビットを 1 に設定して

ロックする必要があります。この瞬間以降は、SS/HSA ピンの誤ったトグル操作と、SPI
ポートの使用への最終的な切り替えは不可能になります。SPI がアクティブなシリアル・

ポートである場合、CONFIG2 レジスタへの書込みにより、ポートがロックされます。この

瞬間以降は、I2C ポートへの切り替えは不可能になります。一度ロックされると、

ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A の PSMx 電力モードが変更されて

も、シリアル・ポートの選択は維持されます。

2 IRQ0_DIS 0 1 に設定すると、PSM2 モードではIRQ0ピンがディスエーブルになります。 
[7:3] Reserved 0 予約済み。これらのビットはいかなる機能の管理も行いません。
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外形寸法

図 104. 40 ピンの LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） 
本体：6mm×6mm、パッケージ高さ：0.75mm 

（CP-40-10） 
寸法：mm 

オーダー・ガイド

1 Z = RoHS 準拠製品。 
2 ADE7878A 構成に基づいて構築された評価用ボード EVAL-ADE7878AEBZ は、デバイス ADE7854A、ADE7858A、ADE7868A および ADE7878A の全ての

機能の評価に対応しています。

I2C は、Philips Semiconductors 社（現在の NXP Semiconductors 社）が独自に開発した通信プロトコルです。 
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